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文

情報セキュリティ・情報モラル教育に関わる日本語の用語の分析
漬由美和
Japanese Vocabulary Analysis ofInformation Security and Information Ethics Education 
HAMADA Miwa 
要 旨
本稿は， 外国人留学生を対象とした情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育の方法や教材の開発を行うための基礎研
究の一環として， 日本の大学や高校で使用されている情報リテラシー教育用の教科書から情報セキュリティ ・ 情報
モラルに関わる語を採集し， 分析を行った結果をまとめたものである。 本調査では， 異なり 564 語(延べ 3850 語)
の語例をもとに，まず，出現度数の多さと出現範囲の広さから，基本的な語を抽出した。 そして，情報セキュリティ ・
情報モラル教育に関わる語の特徴として， 外来語の占める割合が非常に高いことや， 教科書によって使用される表
記や語が異なる場合があること， また， 通 常の日本語教育ではあまり扱われていない語が多いことなどを明らかに
した。 外国人留学生にとって， 情報セキュリティ ・ 情報モラルに関わる用語はかなり難易度が高い語と言える。
【キ ー ワー ド】 外国人留 学生， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育， 日 本語の 用語， 高頻 度語
1 研究の 目的
日 本 で大学生 活 を 送 る 上で， 今 や IT 機器は欠 かせ な い ツ ー ル と な っ て い る 。 外 国 人留学生 (以下 ，
留学生 と称 す) も ， 様 々 な 場面 で IT 機器 の 利用 が 求 め ら れ， ま た そ れ ら を 使 う こ と に よ っ て ， 様 々 な
恩恵 を 受 け て い る 。 し か し な が ら ， 利便性が高 ま る 一方で サ イ バ ー犯罪 も 増加 し ， 日 本 に お い て も 近年
大 き な 社会問題の 1 つ と な っ て い る 。 留学生が 円 滑 に 留学生活を 送 る に は ， 日 本語環境 の IT 機器 の 操
作 に つ い て 学ぶ だ けで、 は な く ， ト ラ ブ ル に 巻 き 込 ま れ な い よ う ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ や情報モ ラ ル に 関す
る 知識 の 習得 も 重要 と な っ て き て い る 。 そ こ で， 漬 田 ・ 深津 ・ 深川 (2008) で は， 留 学生 の情報 セ キ ュ リ テ ィ ・
情報モ ラ ル教育 の 在 り 方を探 る べ く ， 学部 1 年の留学生 を 中 心 に ， 彼 ら が情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ
ル を ど の 程度意識 し ， ま た ， ど の 程度 の 知識 を 有 し て い る か に つ い て の 実態 調査を行 っ た が， こ の 調査
の 中 で， 留学生の 日 本語 の IT 用 語 に 関す る 知識 の 不十分 さ が う か が わ れ た。
日 本語 の IT 用 語 に 関 す る 研究 と し て は ， 後藤 ・ 深津 ・ 漬 田 (2002) や 漬 田 ・ 深津 (2007) な ど が あ る 。
前者 は， 留学生が 日 本語環境 の コ ン ビ ュ ー タ を使用 す る と き に参照 でき る よ う な 用 語集 を 開 発す る た め
に ， 各種 ソ フ トウェ ア 使用 時 に 画面 に 表示 さ れ る メ ニ ュ ー 等 の 語 の 特徴 を 調 べ た も の で あ る 。 後者 は，
日 常様 々 な 場面で 目に し た り 耳 に し た り す る 機会が増 え て き て い る IT 用語を， 効率 的 に 日 本語教育 に
取 り 入れ る 方法を検討す る た め の 基礎研究 と し て ， 新聞， 雑誌， 広報 ・ 情報誌， 小説等 の 様 々 な タ イ プ
の 文章 で用 い ら れ る IT 用語 に つ い て 分析 し た も の で あ る 。
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 用語 も IT 用 語 の 一部 と 考え ら れ る が， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・
情報モ ラ ル教育 で は ， IT 機器 の 使用 そ の も の に 関 わ る 用 語だ け で は な く ， サ イ バ ー犯罪 に 関 わ る 用語，
お よ び. r個人情報保護 法」 や 「著作権」 を 初 め と す る 法律 や権利 に 関 わ る 用語 も し ば し ば 出現す る た め，
IT 用 語全体 と し て 見 た 場合 と は異 な る 語が高頻 度語 と し て 抽 出 さ れ る 可能性が高 い。 そ こ で， 留学生
に 対す る 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育上の 重要語 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に ， 日 本の 大学や高
校で行わ れ て い る 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育で使用 さ れ て い る 教科書か ら 語例 を採 集 し ， 新た
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に 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 語 に焦点、 を 当 て ， 分析 を行 う こ と に し た。
2 調査方法
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関 わ る 用 語 の 選定方法 に つ い て ， 2 . 1 語例採集 に 用 い た 資料， 2 . 2  
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語の 判定方法 の 順 に 述べ る 。
2. 1 語例採集に用 いた資料
表1 語例採集に用いた教科書
書名 (出版社， 出版年) 語例採集の対象と し た 箇所 備考
(u1 )  r大 学生 の情報 リァラシ ー 富山大 学教 養教育 共Offi ce2007 に よ る 大 学生 の 15 . 情報 倫理 の遵守と マナー， イン タ ー ネット 上の脅威と 対策 通基礎科 目 「情報 処ITC 活用標準 テキ ス ト 』 pp.364 -374 理 」使用教科書(富山大 学出版会， 2008 ) 
(u2 )  r 基礎か らわ かる 情報 リテラ 11 情報 と セ キ ュリテイpp.133 -139， 二重大 学 学術 情報ポー タ ルセ ン タ 一関シ - Jl (技術評論社， 2008 ) 12 情報 と 社会 pp.141 -148 発教科 書
(u3 )  r情報 』 10 .3 情報 技術に 固有な社会 と の車L様pp.238 -246，
(東京大 学出版会， 2006 ) 10 .4 情報 技術論 pp.247 -255 教科書
(u4 ) r情報 基礎』 第 2章情報セ キ ュリティと モラル pp.27 -45 育 「 情報 基礎」使(学術図 書出版社， 2006 ) 教科 書
(u5 ) r知のツー ル ボックス新入生 第 7 章ネットのコミュニケー シ ョン を活用する pp.187 -215 専修大学学部l 年生
援助集』 (第 3節電子メー ルを 送る と き に 気をつ け る こと pp.195 -206 は， メー 対象「 基礎ゼミナー
(専修大 学出版局， 2006 ) ルの書 き方を 扱って い る た め除外 ) ル 」教科 書
(h1 ) ログイン と ログア ウト p.17， 電子メー ル で被害に あわ な い た め に p.37，
『新 ・ 情報 A情報 社会 への招待』 ネットワー クに 潜む危険p.38， セ キ ュリティ対策pp.38 -39， 個人情報
高等 学校教科 書(日 本文教 出版， 2008 ) を 守る た め に pp.76 -77， 作成者 の権利を 守る た め に pp.78 -79， 情報 モ
ラルと 著作 権p.81， 引用と 掲載許可p.101
(h2 ) r 最新 情報 AJl 著作 権と モ ラ ル ppふ3， 個人 情報 の保護 pp.60 -61， 知的財産権 高等 学校教科 書(実教 出版， 2008 ) pp.62 -65， セ キ ュリティ pp.6ら67
日 本 の 大学で行 わ れ て い る 情報 リ テ ラ シ ー 教育， お よ び ア カ デ ミ ッ ク ・ ス キ ル教育用 に ， 近年様 々 な
教科書が開発 さ れ て お り ， そ れ ら の 中 で も 情報セ キ ュ リ テ ィ や情報モ ラ ルが扱わ れ る こ と が多 く な っ て
き てい る 。 そ れ ら の 大半 は， 学部 に 入学 し た ば か り の l 年生 の 教養教育や入門ゼ ミ ナ ー ル等で の 使用 を
目 的 と し て 開発 さ れ た も の で あ る た め， 用語等 に も 配慮 し ， コ ン ピ ュ ー タ の 知識が さほ ど な く て も 理解
で き る よ う 分か り やす く 書か れ た も の が多 L 、 。 こ の 教科書の 中 で使用頻度が高い， あ る い は， キ ー ワ ー
ド と し て 使用 さ れ て い る 語 は， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に お い て 重要 な 語で あ る 可能性が高
い。 そ こ で， こ れ ら の 教科書 の 中 で， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関す る ま と ま っ た 記述 が あ り ，
かっ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関 わ る犯罪 例 や法律 ， 行 う べ き 対策等 に つ い て比較 的簡潔 に示
さ れ て い る と 思 わ れ る 教科書1) を 5 冊選 び， 語例採集 を 行 う こ と に し た (表 1 (u1)  -- (u5)) 。
ま た ， 2006 年 4 月 よ り ， 中 学校 や 高等学校 で情報 に 関 す る 科 目 ， す な わ ち 教科 「情報」 を 学ん で き
た 日 本人学生が大学 に 入学 し て く る よ う に な り ， 教科 「情報」 で扱わ れ て い る 内容 は既習 の こ と と し て ，
大学で の 情報 リ テ ラ シ ー 教育が行 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。 教科 「情報」 の 中 で も ， 情報セ キ ュ リ
テ ィ ・ 情報モ ラ ル の 指導 は 行 わ れ て お り ， 教科書の 中 で基本的 な 用 語 の 説明 も な さ れ て い る 。 こ こ で使
用 さ れ て い る 語 も ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 語 と し て 重要 な 語が多 く 含 ま れ て い る
可能性が高い。 そ こ で， 高等学校 で用 い ら れ る 教科書か ら も 語例採集 を 行 う こ と に し た。 教科 「情報」
の 教科書 は， 文部科学省 の学 習指導要領 に沿 っ て 作成 さ れ た も の で あ る た め， 上記の 大学で使用 さ れ る
教科書 と比 べ， そ れ ぞ れ の 教科書 に 記載 さ れ た 内容 は 重 な る 部分 も か な り 多 L 、。 そ こ で， 高等学校 の 教
科書 に つ い て は 2 冊か ら 語例採集 を 行 う こ と に し た。 こ の 2 冊 は ， 富 山 県 の 高等学校で広 く 採用 さ れ て
い る 教科書を 選ん だ (表 1 ( h 1 ) と ( h 2)) 。
以上の 7 冊か ら ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関す る 章や節 に 書か れ た 文章 に つ い て ， 参考文献
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の 欄以外 は 見 出 しゃ注 もす べ て 対象 と し ， 語例 採集を 行っ た2)。
2.2 I 情報セキュリティ ・ 情報モラル教育に関わ る専門語の判定方法
採集 し た語を， 一般語 と 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関 わ る 専門語 に 分 け る 作業 の 際の問題点 と
し て 次 の 2 つ が挙 げ ら れ る 。 1 つ は ， 元 々 日 本語 に あっ た 語 に新 た に 意味 を付 加し て IT 用 語 とし て も
用 い る よ う に なっ た語の う ち ， ど こ ま で を専門語 と し て 扱 う か と い う 点 で あ る 。 た と え ば， コ ン ビ ュ ー
タ 入力装置を 表す 「マウ ス 」 と い う 語 は ， そ の語源 と なっ た動物の 「 マウ ス 」 と は全 く 別物 と 認 め やす
い が， I コ ン ビ ュ ー タウ イ ル ス に 感 染 す る 」 と いっ た 場合 の 「感 染 」 と い う 語 を 一般語 とし て 扱 う か専
門語 と し て 扱 う か は 人 に よっ て判断が揺 れ る 可能性が高 い。
も う 1 つ は 複合語 で あ る 。 IT 用 語 に は， I電子 メ ー ル ア ド レ ス J Iコン ビ ュ ー タウイルス J 'I フ ァ イル
交換 ソ フ ト 」 等の 複合語が多 く 用 い ら れ る 。 こ れ ら の 複合 語 を l つ の 単語 と し て分析す る か， ま た ， 複
合語 を構成す る 各語 に 分 け て 分析す る の か， す な わ ち ， 1電子 メ ー ル ア ド レ ス J を 「電子 メ ー ル ア ド レ ス 」
で 1 語 と す る か， I電子 メ ール 」 と 「 ア ド レ ス 」 で 2 語 と す る か， あ る い は 「電子 」 と 「 メ ール 」 と 「 ア
ド レ ス 」 で 3 語 として 分析 す る か と い う 問題 で あ る 。 先行研究で， 日 本語の 複合語 に は， 恒 常的 に 用 い
ら れ る も の と 臨時的 に作 ら れ た も の が あ る こ と が指摘 さ れ て い る 。 石井 ( 19 9 3， 2001 等 ) で は， 複数の
単語連続 を 臨 時 的 に 一語化 し た 複合語 を 「臨 時一語」 と呼 ん でい る が， こ こ で石井 (2001) に あ る 「政
治改革」 と い う 語 に つ いて の 記述を紹介 し た L 、。
「政 治改革 」 が 臨時一 語 で あ る こ と に つ い て は， 異論が あ るだ ろ う 。 そ れ は， 臨時一語 と恒 常 的
な 単語 と の境界線 が はっ き り し な い か ら で あ る 。 加 え て ， 臨時一語 の 中 に は恒 常 的 な 単語へ と移 行
= 定着す る も の が あ る 。 「政 治改革j と い う 単語 も ， お そ ら く ， 臨 時一語 と し て 発生 し ， 新 聞 や テ
レ ビ な どで繰 り 返 し 使用 さ れ る こ と に よっ て ， 安定 した恒 常 的 な 単語へ移 行 し つつ あ るも の と 思わ
れ る 。 (pp.27-28)
石井氏が述べるように， どこまでを臨時一語とするかの線引きは難しい。 特にIT用語は， IT技術の進
化 と と も に 今 も 次 々 に 新 し い語が作 ら れ て お り ， 恒 常的 な 単語へ と移 行 中の 語 も 多 く 存 在す る と 考え ら
れ る た め， 臨時一語か否 か の 判定 は人 に よっ て異 な る 可能性が高 い。
し か し な が ら ， 分 析 に お い て は 何 ら か の 基準が必要 で あ る 。 そ こ で本研究 で は ， r2 008- '09 最新パ ソ
コ ン 用 語事典JI (約 7670 語収録) を使用 し ， 主 と し て こ の辞典 に 立項 さ れ て い る か ど う か に よっ て ， 専
門語か一般語か の 区別 お よ び 1 語 と 見 な す か否 か の 判定を行 う こ と に し た。 部分的 に ， イ ン タ ー ネ ッ ト
上 の IT 用語辞典le-wordsJ (約 9000 語収録) も 参考 に し た。 ま た ， 今回語例採集 に 用 い た教科書の 中 で，
専門的 な 用語 と し て意味 の説 明 が な され て い る 語 に つ い て も ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関
わ る 専門語 と し て 扱 う こ と に し た。
3 調査結果
まず， 3.1 で は情報 セキ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語全体 の 特徴， お よ び高頻 度語 の 特
徴を述べ る 。 次 に ， 3.2 で は情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語 に お け る 高頻 度語 を 見
て い く こ と に し た L 、。
3. 1 I情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育に関わ る専門語
情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語 と し て ， 延 べ 3850 語， 異 な り 564 語を得た。 こ こ で，
本調査で行っ た 異な り 564 語の カウ ン ト 方法 に つ い て述べて お き た L 、。
( 1 ) I ウ イ /ウ ィ J Iディ/デ」の違い(ウイルスとウィルス， ディジタルとデジタル)， 語末の長音
符号 の 有無 (ユ ー ザと ユ ー ザ ー ) ， 中黒 の 有無 ( チ ェ ー ン メ ー ル と チ ェ ー ン ・ メ ー ル) と いっ た 日
本語 に よ く 見 ら れ る カ タ カ ナ 表記 の揺 れ に つ い て は， カ タ カ ナ 表記 に 関す る 基礎的知識を 有 し て い
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れ ば， 同一対象 を 示す語 で あ る と すぐ に 理解 で きる た め， こ れ ら は 同一 語 とし て 扱う こ と に し た。
ロ ー マ 字表記の 大文字 と 小文字の 表記(Web と web とWEB) に つ い て も 同様 で あ る 。
(2) 漬田 ・ 深津(2007) で指摘したように， IT 用 語 に は ， 省略形 や複数 の 表記を 有 す る 語が 多い。 今
回 の調査に おい て も ， 1" ソ フ ト ウェ ア 」 と 「 ソ フ ト J， 1"ウェプ」 とI"WebJ， 1"オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ
ス テ ム 」 とI"OSJ と い っ た例 が 観 察 さ れ た が， こ れ ら が 同一 対象 を 示す語で あ る と判 断す る に は，
IT 用語 に 関す る 知 識 が 不可欠 で あ る 。 よ っ て， こ れ ら は 異 な る 語 と し て カ ウ ン ト し た。
以下， 3 .1 .1 で 異 な り 564 語の 全体的特徴， 3 .1 .2 で高頻 度語， 3 .1 .3 で 省略形 や複 数 の 表記 を 有す る 語
を見て い く 。
3 . 1 . 1  異なり564語の全体的特徴
11-20回21-284回
33語
(5.8偽)
和語
12語混種語 (2. 1%) 76語
(13.5覧)54語
(9.6弘) 1回
一浦語附ふ牢nt
・
-r，
nO
Fhu 
川凡1qdno
256語
(45.5覧) 漢語
図 1 出現度数別 内訳 (異な り 564 語) 図 2 語種別 内訳 (異な り 564 語)
図 l は 異 な り 564 語 の 出 現度数別 の 内訳を示 し た も の で ある が， 出 現度数日 以上の 語 は ， 全体 の 約
l 割 (65 語， 1 .5%) と か な り 絞 ら れ る 。 こ れ ら 高頻 度 の 語が情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル の 重要 語
を 抽 出 す る 際 の 指標 のー っ と な る だ ろ う 。 高頻 度語 に つ い て は 3.2 で詳 し く 述べ る 。
図 2 は語種別 内訳を示 し た グ ラ フ で あ る が， 外来語が全体の 3 分 の 2 を 占め ， 続 い て 漢語が 2 割 ， 混
種語が 1 割 強 と な り ， 和語 は 非常 に 少 な L 、。 漬 田 ・ 深津 (2007) が行 っ た 新 聞 や 雑誌等 の 文章 か ら 採集
し た IT 用語 (異な り 841 語) の 語種別 内訳 にお い ても ， 外来 語が 62.9%， 漢語が 23.8%， 混 種語が 9.4%，
和語が 3.9% と ， 今 回 の 調査結果 と か な り 近 い割 合 と な っ て い る 。
外来 語に は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト J 1" メ ー ル」 の よ う な カ タ カ ナ 表記 の 語 と ， IIT J I"Winny J の よ う な ロ ー
マ 字表記 の 語 が あ る が， 外来語 367 語の う ち ， カ タ カ ナ 表記の 語 は 229 語， ロ ー マ字 表記 の 語 は 1 18 語，
I"We b サ イ ト JI"ノ ー ト P CJ の よ う に ロ ー マ 字 と カ タ カ ナ を組み合わ せ て 使 う 語 は2 0 語で あ っ た。 ま た ，
混 種語 76 語の う ち ， 外来語 を含む語 は 66 語， こ の う ち ロ ー マ 字表記 の 外来語 を含む語 は 「無線LANJ
の 1 語 の み で， 残 り 65 語 は カ タ カ ナ 表記 の 外来語 を 含む語で あ っ た。 こ れ ら カタ カ ナ 表記 の 外来語 を
含む混 種語 も 合 わせ て 数え る と ， カ タ カ ナ 表記 の 外来語 は 全体 の 半数 (295 語 /564 語， 52.0%) を 超 え
る 数 と な る 。
漢語 は， 1"暗号J r 複製 」 な ど の 2 字熟語が 39 語 と 漢語全体 の 3 分 の l 強 (39 語 /109 語， 35.8%) を
占 め る が， 1" 著作権J 1"脆弱性」 な ど の 3 字熟語 が 31 語 (28.4%) ， 1" 個人情報J 1" 強制終了 」 な ど の 4 字
熟語が 21 語 (19.3%) ， 1" 電子掲示板J 1" 個人情報保護 法」 な ど5 字以上の熟語が 18 語 (16.5%) あ っ た。
混 種語 に つ い て は カ タ カ ナ 表記 の 外来語を含む も の が多 い こ と を上で述べ た が， 漢語を含む語は さ ら
に多 く ， 混 種語 76 語す べ て が漢語 を 含 む語で あ る 。 つ ま り ， 外来語 と 漢語 の 組み合わ せ が よ く 使 わ れ
る こ と が分か る 。 語例 と して は， 1" 実行 フ ァ イ ルJ 1"迷惑 メ ー ルJ 1" ワ ン ク リ ッ ク請 求J 1" ア ク セ ス 権」 な
どが挙 げ られ る 。
- 4 -
和語は， 564 語 中 わず か 12 語で あ り ， し か も ， そ の う ち 7 語が 出現度 数 1 で あ る た め， 延べ 3850 語
中 に 占 め る 割合で見て も ， 35 語(0 .9%) と 非常 に 少 な い。 出現 度数 4 以上 の 語 は 「立 ち 上 げ る J ["" な り
す ま し J [""ゴ ミ 箱 J [""書 き 込み」 の 4 語で あ っ た。
3. 1 .2 高頻度語
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育の 分野 で の 重要語を 求 め る に 当 た っ て は， 高頻 度語の 他 に ， 出現
範囲 に つ い て も 考慮す る 必要 が あ る 。 本調査で は 7 冊 の 教科書か ら 語例 を 採集 し た が， あ る 教科書の み
に 出現す る 語 よ り も ， 複数の 教科書 に 出現 す る 語の ほ う が， よ り 重要 な語 で あ る 可能性が高 L 、。 よ っ て ，
こ れ ら 2 つ の 観 点 か ら 見て L 、 く 。
表 2 高頻度語 (出現度数 1 1以上の 65 語)
l位 情報 (284 ) 23 位 コピー (35 ) 46 位 改ざん (15 )  I
2位 著作 権 (168 ) リン ク (35 ) 更新 (15 )  
3位 イン タ ー ネット (134 ) 25 位 不正 ア クセ ス (34 ) 48 位 URL (14 )  
4 位 個人 情報 (1 14 ) 26 位 ネット (30 ) ユー ザ名 (14 ) 
5位 パス ワー ド (110 ) 27 位 ホー ムペー ジ (29 ) 個人 情報 保護 法 (14 )  
6位 セ キ ュリティ (95 )  28 位 ソ フトウェア (27 ) 端末 (14 )  
7 位 コン ビュー タ (86 ) 2 9位 サイト (26 )  著作 者人格権 (14 )  
メー ル (8 6) 30 位 情報 倫理 (25 ) 53 位 Winn y (13 )  
9位 ネットワー ク (80 )  31 位 ノfソコン (24 ) クラッカー (13 )  
10 位 シ ステム (73 )  32 位 ア クセ ス (23 )  ファイア ウオー ル/ (13 )  
1 1 位 ウイルス/ウィルス (71 )  33 位 サー バ (22 ) ファイア ・ ウオー ル
12 位 デー タ (69 )  34 位 拡張子 (20 )  フォルダ (13 ) 
13 位 ファイjレ (66 )  35 位 スパム (19 ) 57 位 Windows (12 )  
14 位 プログラム (60 )  ユー ザID (19 ) セ キ ュリティホー ル/ (12 )  
15 位 Web/web/WEB ペー ジ (56 )  肖像権 (19 )  セ キ ュリティ・ ホー ル
16 位 引用 (54 ) 38 位 PC (18 )  タ 事ウン ロー ド (12 )  
17 位 暗号化 (53 ) ア カウン ト (18 )  チェー ン メー ル/ (12 )  
18 位 電子メー ル (49 )  添付ファイル (18 )  チェー ン ・ メー ル
19 位 情報 技術 (39 ) 41 位 コン テン ツ (17 ) 認証 (12 ) 
20 位 ソ フト (38 )  ディジタ ル/デジタ ル (17 )  62 位 ア ドレス (1 1 )  
21 位 コン ビュー タ ウイルス/ (36 ) ユー ザ/ユー ザー (17 )  クリック (11 ) 
コン ビュー タ ウィルス/ 44 位 ログイン (16 )  知的財産権 (1 1 )  
コン ビュー タ ・ ウィjレス 画像 (16 )  通信シ ステム (11 )  
複製 (36 )  
括弧内は出現度数を 示す。
上 の 表 2 は ， 出現度数 1 1 以上の 65 語を頻度順に並 べ
た も の で あ る が， 全体 を見て最初 に 気づ く のは， 外来語
が多 い こ と で あ る 。 65 語 の 語種別 内 訳 を調 べ る と ， 図
3 の よ う に な る 。 異な り 564 語の 語種別 内訳 ( 図 2 参照 )
で は 外来語 の 占 め る割 合 は 65. 1% で あ っ た が， 出現度数
11 以 上 の 語 に お い て も 64.6% とほ ぼ 同 じ割 合 に な っ て
い る こ と が わか る 。 漢語 に つ い て は ， 異な り 564 語で は
19.3% であ っ たが， 出 現度数 11 以 上 の 語 で は 27.7% と ，
漢語の 占 め る割 合がやや 高 く な って お り ， そ の 分， 混 種
語の占め る割 合が減 り ， 和語 に い たっ ては 1 語 も 含 ま れ
て い な い。 混 種語 も 「電子 メ ー ルJ ["" 不正 ア ク セ ス J [""添
漢語
18語
(27.7%) 
外来語
42語
(64.6%) 
図3 語種別内訳(出現度数11以上の65語)
付 フ ァ イ ルJ ["" ユ ー ザ名J ["" 通信 シ ス テ ム 」 と ， す べて 外来語 と 漢語 の 組み合わせ で あ る 。
第 2 に ， ["" 個人情報J ["" 著作権J ["" コ ン ビ ュ ー タウ イ ル ス 」 の よ う に ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル
用語 と 言 え る べき語 と， ["" イ ン タ ー ネ ッ ト J ["" コ ンピュ ー タ J ["" メ ー ルJ の よ う に ， 情報 セキ ュ リ テ ィ ・
情報モ ラ ル教育以 外 の 場面でも 使用 さ れ る 機会 の 多 い IT の 基本語葉 と も 言え る 語の両 方が現れ て い る
こ と が わか る 。 こ れ ら を区別 し て示 し た の が 図 4 で あ る 。 情報セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル と 密接な 関 わ
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り を持つ語が入 った 図形 は グ レ ー で網か け を し て ， そ の 他の IT 用語 と 区別 し た。 図 4 の 語 は L 、 ず れ も
名調 で あ る が， 1-す る」 の形で動 詞と し て使 用さ れ る こ と が多 い語 につい て は， 楕円 で示 し た。 ま た ，
漬田 ・ 深津(2007) の調 査 に おい て ， 頻度が高か っ た IT 用語 (出現度数21以上の 58語 ) には， 本 を付し た。
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図 4 情報セキ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用語 ( グレー) と一般的な IT用語 (白)
演田 ・ 深津(2007) の 調 査 は ， 新聞， 雑誌， 広報 ・ 情報誌， 小 説等 の 様 々 な タ イ プ の 文章 で用 い ら れ
る IT 用 語 に つ い て 分析 し た も の で あ る が， こ の調 査 に お い て 出現度数が高 か っ た IT 用 語 の う ち ， 情
報 セ キ ュリ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用 語 に 当 た る 語 は 「セキ ュ リ テ ィ 」 だ け で あ る3)。 こ の こ と か ら ， 情報 セ キ ュ
リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 用語を一般的な IT 用 語 と は 別 に 調査を し た ほ う が よ い こ と が確 認 で
き る 。 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用 語 は ， コ ン ピ ュ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ に 関 わ る 語， 個人情報 に 関
わ る 語， 著作権 に 関 わ る 語の 大 き く 3 つ に 分 け ら れ る 。 著作権 は 主 に 情報モ ラ ル教育で取 り 上 げ ら れ る
項 目 で あ る の に 対 し ， 個人情報 は情報モ ラ ル教育 だ け で は な く ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ 教育で も 扱 わ れ る た
め， 個人情報に 関 わ る 用語 は， セ キ ュ リ テ ィ に 関 わ る 用語 と し て捉 え る こ と も で き る 。 ま た ， 図 4 で は， 1 ス
パ ム J 1 チェ ー ン メ ー ル」 は メ ー ル の 一種 と 見な さ れ る こ と か ら ， メ ー ル に 関 わ る 語 と し て 位置づ け た が，
こ れ ら は セ キ ュ リ テ ィ に 関 わ る 語 と し て ま と め る こ と も で き る 。 IWinnyJ は著作権 と セ キ ュ リ テ ィ の
両方 と 関 わ り が深い こ と か ら ， 図 4 で は 両者 の 聞 に 位置づ け た。 一般 的 な IT 用 語 に つ い て は， コ ン ビ ュ ー
タ ， ネ ッ ト ワ ー ク ， ディ ジ タ ル コ ン テ ン ツ ， イ ン タ ー ネ ッ ト ， メ ー ル に 関 わ る 語が高頻 度語 と な っ て い
る こ と が わ か る 。
第 3 に ， 本調査 で は ， 語例採集 の 資料 と し て 大学や高校 の 教科書 を 用 い た が， 書 き こ と ば資料の 中 で
も 特 に 使用 す る 語や表記へ の 配慮、 が なさ れ て い る は ずの 教科書に お い て も ， 1 ウ イ ル ス 」 と 「ウ ィ ル ス J，
「ユ ー ザ」 と 「ユ ー ザ ー」 の よ う に 複数 の 表記 が見 ら れ る こ と( 図 4 は ス ペ ー ス の 関係上， 表 2 で最初
に挙 げ た 表記の み を記 し た) ， ま た， 1 ネ ッ ト 」 や 「 ソ フ ト J と い っ た 省略 語 も 使 わ れ て い る こ と が わ か
る 。 こ れにつ い て は 3. 1 .3 で詳 し く 見て L 、 く 。
以上， 高頻 度語の特徴 を 見 て きた が， 次に， 出現範 囲 の広 さ(語例 を 採集 し た 教科書数) を考え る こ
と に し た い。 表 3 は出現 度数 1 1 以上の 65 語 につ い て ， 採集教科書数別に整理 し た も の で あ る 。
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表 3 採集教科書数別内訳 (出現度数 1 1以上の 65 語)
7冊に あった語 1 .情報 ， 2 . 著作 権， 3 . イン タ ネーット， 4.個人 情報 ， 6 .セ キュリティ， 7.コン ビュ ター ， 7. メール，
10 語 (15 .4%) 13 ファイル， 28 . ソフトウェア ， 44.画像
6冊に あった語 5 . パス ワード( *u5 )， 10 .シ ステム( *u5 )， 1 1 . ウイルス( *u3 )， 12 . デ ター ( *u5 )， 1 4. プログラム( *u5 )，
13 語 (20 .0 %) 16 .引用( *u1 )， 2 1 . 複製( *u5 )， 23 .コピー( *u5 )， 25 . 不正 ア クセ ス( *u5 )， 38 .ア カウン ト( *h7)，48 . URL ( *u3 )， 48 .個人 情報 保護 法( *u5 )， ダ ウン ロード( *u5 )
9 .ネットワ クー( *u2 ， 九5 )， 1 7.暗号化 ( 本u4， *u5 )， 18 . 電子メール( *u2 ， *u5 )， 20 . ソフト( *u1 ， も1 )，
5冊に あった 諮 21 .コン ビュ ター ウイルス( *u3 ， *u5 )， 23 . リン クゲu3 ，h1 )， 26 .ネット( *h1 ， *h2 )，
1 7語 (26 .2 %) 2 7. ホームページ( *h1 ， も2 )， 29 . サイト( *hl ， も2 )， 31 . パソコン ♂u1 ， *h1 )， 32 .ア クセ ス( *u2 ， も1 )，33 . サ ーバ( *h1 ， も2 )， 35 .肖像権( *u1 ， *u4)， 38 .添付ファイル( *u4， も2 )， 44. ログイン ( *u3 ， *u5 )，
46 .更新 ( *u3 ， も1 )， セ キュリティホール( *u2 ， も5 )
15 . Web ページ( *u1 ， *u3 ブu5 )， 35 . スパム( *u2 ，日3 ， も2 )， 41 .コン テン ツ( *u2 ， も1 ， も2 )，
4冊に あった語 41 . ディジタ ル( *u1 ，日4，日5 )， 41 . ユーザ(日5 ， 百1 ， も2 )， 46 .改ざん(*u2 ， *u5 ， も2 )，
12 諮(18 .5 %) 48. 著作 者人格権( *u1 ，日3 ， *u5 )， 53 . Winn y ( *u5 ， *hl ， も2 )， 53 . ファイア ウオール( *u2 ， *u3 ，  *u5 )， 
5 7.認証( *u2 ， *u5 ， も2 )， 62 .ア ドレス( *u1 ， *u3 ， も2 )， 62 .クリック( 九4， も1 ， 百2 )
3冊に あった語 35 . ユーザID (u1 ，h1 ，h2 )， 48 . ユーザ名 (u2 ，u4，hl )， 53 .クラッカー(u3 ，u4，hl )，
4諾(6 .2 %) 5 7. チェ ンー メール(u4，u5 ，hl )
2冊に あった語 30 .情報 倫理 (u1 ，u3 )， 38 . PC (u1 ，u4)， 48 .端末 (u1 ，u4)， 5 7. Wind o ws (u1 ， u2 )， 
5語 ( 7.7%) 62 .知的財産権(h1 ，h2 )
1冊に あった語 19 .情報 技術 (u3 )， 3 4.拡張子(u2 )， 53 . フォルダ(u2 )， 62 .通信 シ ステム(u2 )4語 (6 .2 %)
- 各語 の前 に 付し た 番号は， 65 語を 頻度 順に 並べた 場合 の 順位を 示す (表2を 参照)。
・ 括弧内の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は高校の教科 書を 示す (表1 を 参照)。 資料数 6冊- 4冊に つ い て は， そ の語が 掲載さ
れ て い な かった教科 書を ， 資料数 3冊- 1冊に つ い て は， そ の語が 掲載さ れ て い た教科 書を 挙げた 。
8 割 (52 語 /65 語， 0.80 % ) の 語 は 4 冊以上 の 教科書， す な わ ち 本調査で対 象 と し た 教科書の 半数以
上か ら 採集 され て い る 。 ま た ， 出現度数 50 以 上 の 語 は 17 語 あ っ た が， こ れ ら は す べ て 4 冊以上 の 教科
書 か ら 採集 さ れ た 語 で あ る 。 そ し て ， 1 7 語 の う ち 8 語が 7 冊 の 教科書すべ て か ら ， 6 語が 6 冊 の 教科
書か ら 採集 され て い る 。 全体的 に ， 出現度数が高 い 語 ほ ど， 出現範囲 も 広が る 傾向 に あ る こ と が う か が
わ れ る 。
こ の 一方で， I情報技術」 の よ う に ， 出現度数では 19 位 と か な り 高 め で あ る が， 1 冊の 教科書の み に
集 中 し て い る 語 も あ り ， よ り 重要性の 高 い語 を選定す る に 当 た っ て は ， 出現度数 と 出現範囲 の 両方を併
せ て 検討す る 必要 が あ る と 言え よ う 。 そ こ で， 出現度数 10 以下 と な っ た 語 の 中 で， 4 冊以上の 教科書
で使 用 さ れ て い る 語 に つ い て も ， 表 4 に ま と め て お く 。 出 現度数 10 以下 の 語 は 499 語 ( 出 現度 数 4 -
10 の 語 は 107 語) ， こ の う ち ， 4 冊以上の教科書か ら 採集で き た 語 は 7 語の み と 数 と し て は 非常 に 少 な
い が， I な り す ま し J I暗号」 の よ う に ， 先 に 述べ た情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用語 と 言え る べ き 語
も 含 ま れ て い る 。
表 4 採集教科書数別 内訳 (出現度数 4 '" 1 0 の 語)
6冊に あった語 ( 1語 ) I CD (出現度10 ， *u5 )， 
|な りす まし (出 現 度 9， *u2 ， *u5 )， 暗 号(出 現 度 6 ， *u2 ， *u5 )， ハ ー ド ウ ェア (出 現 度 6 ，5冊に あった語 (3 語 ) I |*u2 ， *u5 )  
|転送(出現度8， *u2 ， *hl ， も2 )， 起動(出現度 7 ， 一川3 ， *u5 ， も1 )，4冊に あった語 ( 3語 ) I |ア イコン (出現度6 ， *u1 ， *u3 ， *h2 )， 
・ 括弧内の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は高校の教科 書を 示す (表l を 参照)。 そ の語が 掲載さ れ て い な かった教科 書を 挙げた 。
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3. 1 .3 省略形や複数の表記を有する語
語 頭を 省略
省
語 末を 省略
略
形
語 中を 省略の
使
用
英語 の頭文 字を 使用
ロー マ字 /カタ カナ
カタ カナ/ひらが な
複数 のカタ カナ表記
複
数
表 長音符号の有 無
記
中黒の有 無
外来語 と 漢語
そ の他
表 5 省略形や複数の表記を有する 語
(1 )掲示板(ul .u4 ，u5) …電子掲示板(u4 ，u5 ，h1)
(2 )ネッ ト(ul .u2 ，u3 ，u4 ，u5) …イン タ ー ネッ ト(u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，u5 ，h1 ，h2)
(3 )メー ル (u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，u5 ，h1 ，h2) …電子メー ル (u1 ，u4 ， u5 ，hl .h2) 
(4 )フロッピー (u4) '.'・フロッピー ディスク(u4)
(5 )ソフト(u2 ，u3 ，u4 ，u5 ，h2) …ソフトウェア (u1 ，u3 ，u4 ，u5 ，h1 ，h2)
(6 )ウィル ス ソフト(u3) …ウィル ス対策ソフトウェア (h1) ， ウィル ス対策ソフト(u2)
(7 )公開鍵方式(u2) …公開鍵暗号方式(ul)
(8 ) FD (u4) …フロッピー ディスク(u4)
(9 ) HD (u4) …ハー ドディスク(u2) ， ハー ド・ ディスク(u1)
(10 )  IT (u3 ，u4) …情報 技術 (u3)
(11 )  08 (u2 ，u3 ，u4 ，hl) …オペレー テイン グシ ステム(u3)
(12 )  PC (u1 ，u4) …ノfソコン (u2 ，u3 ， u4 ， u5 ，h2) ， ノー トPC (u4) …ノー トノfソコン (u2)
(13 )  W8 (ul) …ワー クステー シ ョン (u2)
(1 ) d o wnl oad (u1) …ダウン ロー ド(u1 ，u2 ， u3 ， u4 ，hl .h2) 
(2 ) 8 PAM (ul) …スパム(u1 ，u4 ，u5 ，hl)
(3 ) Upda te (ul .u2) …ア ッ プデー ト(u2 ，hl)
(4 ) Web (u1 ，u2 ，h2) …ウェブ(u3 ，u5) ， Web jWEBサイト(u1 ，u2 ，u4 ，h2) …ウェブサイト(u5)
(5 )ゴミ箱(u1 ，u2 ，h2) …ごみ箱(u2)
(6 )ウイルス， コン ビュー タ ウイルス(u2，h1 ，h2)…ウィルス(u1 ，u4 ，u5) ， コン ビュ ター ウィル ス(u4)
(7 )ディジタ ル ， ディジタ ルデノfイド(u1 ，u3 ，h1 ，h2) …デジタ ル ， デジタ ル デバイド(u2 ，u4 ，u5)
(8 )トラッ フィッ ク(ul) …トラフィッ ク(ul)
(9 )プロパイダ(ul .hl) ・・ プロバイダー(u1 ，u5)
(10 )ユーザ(ul .u3 ，u4) …ユー ザー(u2)
(1 1 )オン ライン シ ョッピン グ(hl) ・・ オン ライン ・ シ ョッピン グ(u5)
(12 )コン ビュ ター ウィルス(u4) …コン ビュ ター ・ ウィルス(ul)
(13 )スパムメール(u4 ，h1) …スパム・ メール(ul ，u5)
(14 )セ キュリティパッチ(u2) …セ キュリティ・ パッチ(u1)
(15 )セ キュリティホー ル(u3 ，u4 ，h1 ，h2) …セ キュリティ・ ホー ル(u1)
(16 )チェ ンー メール(u4 ，h1) …チェ ンー ・ メール(u5)
(1 7)ハードディスク(u2) …ハード・ ディスク(u1)
(18 )ファイア ウォ-Jレ(u4 ，hl ，h2) …ファイア ・ ウォ-Jレ(u1)
(19 )メーリン グリス ト(u2) ..，メーリン グ・ リス ト(u1)
(20 )メールア ドレス(u2 ，u5 ，h1 ，h2) …メール・ ア ドレス(ul)
(1 )ア ップデート(u2 ，h1 )…更新 (ul ，u2 ，u4 ，u5 ，h2)
(2 )コピー(u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，hl .h2) …複製(u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，h1 ，h2)
(3 )スパム・ メール(ul ，u5) ， スパムメール(u4 ，h1) …迷惑メール(u4)
(4 )情報 モラル(h1) …情報 倫理 (ul ，u3)
(5 )使用許諾ライセ ン ス(u1) ・・使用許諾契約(h2)
(1 )ウィルス対策ソフト ( ウェア )C u2 ，h1) …ウィルス 防御ソフト(u1)
ウィルスソフト(u3) …セ キュリティソフト(u4)
(2 )不正 コピー(u1 ，u4) …違法コピー(u3 ，hl)
(3 )ファイル交換ソフト(u2 ，u3 ，u4) …P2 P(u1) …Peer to Peer (ul) …PtoP (u3) 
(4 )メーラー(u4) …メールソフト(u5)
(5 )ユーザID (ul .h1 ，h2) …ユーザ名 (u2 ，u4 ，hl)
括弧内の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は高校の教科 書を 示す (表1 を 参照) 。
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漬 田 ・ 深津(2007) が行 っ た 日 常生活で 目 に す る 様 々 なタイ プ の 文章 に お け る IT 用 語 の 調査 に お い て
も ， そ の 特徴 の l っ と し て ， 同 一指示対 象 を示す 語が複数存 在す る IT 用語が多 い こ と ， そ し て そ れ ら
の 語 の 多 く はカ タカ ナ 表記 の 外来語で あ る と い う 結果で あ っ た が， 採集資料 を教科書 に 限定 し て も同 様
の 傾向 が見 ら れ る 。 ただ し ， 雑誌等 と比べ る と 省略形 の使 用 は 少 な く . 1 ネ ッ ト J 1掲示板J 1 メ ー ルJ 1 ソ
フ ト 」 な ど の 語 に 限 ら れ て い る 。
教材を 開発す る に 当 た っ て は， 同一対 象 に対 し て 複数 の 語や表記 を 有す る 語 に つ い て ， ど の 語 あ る い
は ど の 表記が よ く 使 わ れ て い る か とい う 情報 も 有用 で あ る と 思 わ れ る 。 そ こ で， 表 5 で は ， 採集教科書
に 関す る 情報 も示 し た。 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 と 「 ネ ッ ト 」 な ど の 省 略形 が あ る タ イ プ の 語 は， 1 つ の 教
科書 に 両方 出 現 し て い る 場合 が多 い の に対 し ， 1 ウ イ ル ス 」 と 「 ウ ィ ル ス J， 1 ユ ー ザ」 と 「 ユ ー ザ ー 」
な ど の 複数 のカ タカ ナ 表記が あ る 語， 1 ア ッ プ デ ー ト j と 「更新」 のよ う に外 来語と漢語が あ る 語， 1不
正 コ ピ ー 」 と 「違法 コ ピ ーJ の よ う に 類義語を使 う 語 に つ い て は ， 教科書 に よ っ て使 い分 け が なさ れ て
い る 場合が多 い こ と が わ か る 。
ま た ， 1 ソ フ ト 」 と 「 ソ フ ト ウェ ア J， IWe bJ と 「 ウェブ J， 1 コ ピ ー 」 と 「複製 」 の よ う に ， い ず れ
の 語 も複 数 の 教科書で使 用さ れ て い る 場合 と ， IOS J と 「オペ ー レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム J ， 1ユ ー ザ」
と 「ユ ー ザ ーJ， 1セ キュ リ テ ィ ホ ー ル」 と 「 セ キュ リ テ ィ ・ ホ ー ル」 の よ う に 一方 の 語 あ る い は 表記が
多数の 教科書で採用さ れ て い る 場合 と が あ る 。
教 科書によ っ て 異な る 語や表記 が用 い ら れ て い る 場合， 必然 的 に そ の 語 の出現度数 は 少 な く な り ， ま
た ， 出現範囲 も狭 く な る 。 つ ま り ， 複数 の 語 や 表記 が あ る こ と が理 由 で， 3 . 1 . 2 で 高頻 度語 と し て 取 り
上げ ら れ な か っ た 語 が存 在す る 可能性 が あ る 。 そこ で， 表 5 に 挙げ た 語 の う ち ， 3. 1 . 2 で扱わ な か っ た
語 に つ い て ， 同一指示対 象 を 表す 語 を 合
わ せ てカ ウ ン ト し た 場合 に 4 冊以 上 の
教 科 書 か ら 採集さ れ る 語 を 調 べ た と こ
ろ ， 表 6 の 6 例がこ れに該当し た 。「ウィ
ル ス対 策 ソ フ ト J 1 フ ァ イ ル交換 ソ フ ト
/P 2 P J  1不 正 (違法) コ ピ ー 」 と L 、 っ た
情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル と 密接 に
関 わ る 語 が含 ま れ て い る 。 ま た ， 1 ユ ー
ザ IDJ と 「ユ ー ザ名」 は 3. 1 . 2 で取 り 上
げ た 語 で あ る が， 表 3で は い ずれ も 採集
教科書数 は 3 冊 と ， 調査対 象 とし た 教科
書 7 冊 の 半数以下 に し か 出現 し な か っ た
語 と な っ て い た。 し かし ， 両者 を合わせ
る と ， 採 集 教 科 書数 は 5 冊， 出 現度数
もお と な り ， 頻 度順 も 26 位 (1 ユ ー ザ
IDJ は 36位 ， 1 ユ ー ザ名 」 は 48 位) に
上が る 。
表 6 教科書に よって異な る 語や表記が用い られて い る
ために 高頻度語と判定されな かった語
採集教科 書数 出現度数
教科 書番号 合計 語別 合計
Web(WEB)サイト u1 ，u2 ，u4 ，h2 5 9 19 ウェブサイト u5 10 
ウィルス対策ソフトウェア h1 4 
ウィルス対策ソフト u2 5 
ウィルス 防御ソフトウェア u1 5 3 16 
ウィlレスソフト u3 
セキュリティソフト u4 3 
Web u1 .u2 ，h2 5 3 12 ウェブ u3，u5 9 
ファイル父換ソフト u2 ，u3，u4 6 
P2 P u1 4 6 17 Peer to Peer u1 3 
PtoP u3 2 
電子掲示板 u4 ，u5 ，h1 4 6 1 3  掲示板 u1 .u4 ，u5 7 
不正 コピー u1 .u4 4 3 7 違法コピー u3，h1 4 
• u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は 高校の教科 書を示す (表1 を参照)。
3.2 I情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育に関わる一般語に おける高頻度語
2 . 2 で本調査 に お け る 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情 報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語 の 判定方法を 述べ た が， 専
門 語 と し て 判定 し な か っ た語の 中 に も ， 専門語 と し て 扱 う べ きか判断 に迷 う 語 も あ っ た。 ま た ， 留学生
教育 に お い て は ， 専門語だ け で な く ， 日 本語学習上， 難易度が高 い とさ れ る 一般語 に も注 意 を払 う 必要
が あ る 。 そ こ で， 3 .2 で は 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語 に お け る 高頻 度語 を 見 て
い く こ と に し た い。 た だ し ， 一般語 と 言 っ て も ， 本調査 で 明 ら か に し た い の は ， 日 本語の 文章全般 に お
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け る 高頻 度語で は な く ， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 の分野 に特 徴的 な高頻 度語 で ある 。 そこ で，
採集 し た語例 の う ち ， 名 詞， 動詞， 形 容詞 を 分 析 の対 象 と し ， 助詞， 助動詞， 接続詞 な ど機能語 的 な 語
は対 象から 外 し た。
3. 1 の 専門 語の場合 と同 様， 出現 度数 1 1 以上の語を高頻度 語 と し ， 使 用 範 囲 の 広 さ (語例採集 に 用 い
た教科書 7 冊の う ち 4 冊以上か ら 採集 さ れ た 語) と い う 基準 も 加 え て ， 語を 抽 出 し た 。 そ し て ， そ れ ら
の 語 の 中 か ら ， 日 本語 を 学習す る上 で の 難易 度がか な り 高 い と さ れ る 語， す な わ ち ， r 日 本語能 力 試験
出題基準Jl (以下， r出 題基準』 と称す ) で級外 も し く は l 級 レ ベ ル と さ れ て い る 語4) を まとめ た の が表
7 で あ る 。
表 7 採集教科書数別 内訳 (出現度数 1 1以上の 『出題基準』 級外 ・ 1 級レベル の 語)
『 出題 基準 』級外 の 語 『 出題 基準 .1 1級 の 語
語 出現度数 教科書番号 語 出現度数 教科 書番号
(1 )保護 70 
(2 )行為 67 
7 冊に あった 語 (1 )侵害 68 (3)感染 50 
(4 )無断 35 
(5 )提供 24 
(2 )著作 物 124 *u5 
(3)表示 39 *u3 (6 )公開 36 *u2 
(4 )プライバシ ー 35 本u5 (7 )設定 34 *u5 
6冊に あった 語 (5 )送信 30 *u5 (8 )破壊 32 キu5
(6 )発 信 18 *u2 (9 )登録 16 *u3 
(7 )受 信 14 場u2 (10 )対応 1 1  *u1 
(8 )私的 11  *u5 
(9 )倫理 51 *u4 .*h1 
(10 )著作 者 50 *u1.*u5 (1 1 )ルー ル 18 本u2 .*h2
5冊に あった 語 (11 )画面 12 *u3.*h1 (12 )規定 1 3  *u3.*u5 
(12 )第三 者 12 *u2 .*u5 (1 3)参照 1 3  *u1 ，*u2 
(1 3)機器 1 1  *u5 .*h2 
(14 )匿名 24 本u1 ，*u2 .*h1 (14 )発生 25 
本u2 .*u5 .*h1
(15 )や り 取り 24 *u1 ，*u2 ，*u4 (15 )掲載 24 日1 ，
*u2 ，*u3
/や り と り (16 )権限 19 
*u2 .*u3.*u5 
4冊に あった 語 (16 )漏洩 16 *u2 .*u5 .*h1 (17 )定 め る 19 
*u4 ，*u5 ，*h1 
(17 )モラル 15 *u1.*u2 .*u3 (18 )所 有 18 
*u2 ，キu5 .*h1
(18 )最新 12 本u1 ，*u5 .*h1 (19 )意図 1 1  
*u1 .*u2 ，*u3 
(20 )規 制l 1 1  *ul ，本u5 .*h2
-教科 書番号 の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は 高校 の教科 書を 示す (表Iを 参照) 。 そ の 語が 掲載さ れ ていな かった 教科書を 挙げた 。
『 出 題基準』 級外 の 語が 18 語， r 出 題基準Jl 1 級 の 語 が 20 語， 計 38 語 あ っ た。 表 7 の 語 を 見 て ， ま
ず気づ く の は， 漢語が 大半 を 占 め て い る こ と で あ る 。 38語 中 33 語 (86.8%) が漢語で あ る 。 表 2 の 専
門語で外来語が 3 分 の 2 を 占 め て い た (42 語 /65 語， 64.6%) の と は対 照 的 な 結果 で あ る 。 表 4 と 表 6
の専門語 も 5 割 (12 語 /24 語， 50.0%) が 外 来語で あ る 。
そ し て ， 表 7 の漢 語 33 語 中 21 語 (63.6%) が漢語サ変動調 で あ る 。 表 2 の 高頻 度語 とし て 抽 出 し た
専門語の 中 で は， 1-す る 」 の形 で動詞 と し て使 わ れ る こ と が多 い語 ( 図 4 の楕円 の 語) は 65 語 中 12
語 (18.5%) の み で， 残 り 53 語 (81 .5%) は 主 に 名 詞 と し て使 わ れ る 語 で あ っ た。 表 4 と 表 6 の 専 門語
に つ い て も ， 1-す る 」 の形 を 取 れ る の は 「転送J 1起 動J 1不正 コ ピ ーJ 1違法 コ ピ ー 」 の 4 語 ( 4 語
/24 語， 16.7%) の み で あ る 。 こ れ に対 し ， 表 7 で は， 漢語 サ変動詞以外 に も ， 1や り 取 り ( す る )J 1定
め る 」 の よ う な 動詞 や 「私的J 1最新J 1無断」 の よ う な 他 の 名調 や動詞 を 修飾す る働 き を す る 語 も 含 ま
れ て い る 。 こ れ ら の 語 は 3. 1 . 2 で取 り 上 げ た 専門語 と 結 びつ い て 用 い ら れ る こ と が多 L 、。 ど の よ う な 専
門語 と 結 びつ い て い る か， 教科書 の 文例 を 挙 げ て 紹介 し て お く 。 (文例 の 下線 は 表 7 の 一般語， 波 下線
は 表 2 の 専門語を示 す 。 )
- 次のようなWebページは，惹起建(複製権， 公衆送信権， 同一性保持権)，島盤建， プライパシーを畳重して
L、る。 (h 2)
• Windows でもMacでも， 買ったままの状態ではファイル名の蒐珪乏を塞丞しないので， アイコンの形でファ
イルの種類を判断しがちです。 (u3)
・ 担本壇越を進軍するときには，主主も旦え4...で盤董されているかどうか確認する。 (h 2)
・ また， なりすましゃコンビュ ータウイルスによって， 自分が知らないうちに自分の名前で這毛￡二北が送量さ
れることがある。(hl)
・ 大量のA二止をl度に特定のメール ・ サーバや個人に対して盈宣しないこと. (ul) 
・ 喧撃を重畳する際に気をつけること(u5)
・ 孟血な著作物のとζ之は許されますか? (u4) 
・ オンラインショッピングなど，題A撞主Eを主旦重立する場合は， 暗号化の技術が用いられている。 (hl)
・ 暗号化していないと途中で貨建が量豊する可能性がある。 (h 2)
・ 自分で文書を読むより理解が深まり，量藍の主主ふ立エム貨建を得 ることができる. (u4) 
・ このため，題A撞建の取り扱い方法を決め，豊重する動きが世界的に広まっている。 (h 2)
・ 之�に盛塾したら， コンビュ ータ をネットワークから切り離し， ウイルスが駆除できるまでは， 元にもど
さない。 (h 2)
・ 本人に盤睡で他人のユーザ IDとパスワー ドで旦之4之した場合は， 不正アクセス行為になる。
・ 姐A境建を量盤しなければならない場合は， 信頼できるWebサイトであるか， などに註意する必要がある。(h 2)
. 自分が作成している主之主込乙之がどの範囲まで全国されているか， あるいは公開したいかをきちんと判断し，
その公開レベルに見合った内容になるように注意する必要がある。 (h 2)
・ 推測されやすいよごる�を輩塞しない。 (hl)
・ 之旦之之とや乏二之を藍壊するなど， 被害をもたらすために意図的に作られたプログラムをコンビュ ータウイ
ルス(ウイルス) という。 (h2)
・ とこまwとよヱミ之二￡が，と乙ζιこ之に重量されているものと一致すると， コンビュータ を利用できるよ
うになる。 (hl)
・ 銀行や警察などを装い， 生年月日や暗証番号などを入力させるような4二北には絶対に誼座しない。(hl)
. 著作権法では忠足は次のように翠塞されています。 (u 2)
・ 本来リンクは，止乙之先の壇建を室墨する目印にすぎないため， 参照先を明示した引用と同じで著作権上の問
題はない。 (u5)
・ 教育用端末室PC のソフトウェアは期日をきめて更新していますが，之4.J.ヒミやワームの被害が盈生したとき
または発生が予想される場合は， 緊急修正を行っています. (ul) 
・ 自宅住所や電話番号， 携帯番号， 家族構成などの蝿A壇建を無断で畳草するのはプライパシーの侵害にあたる
よ。 (h 2)
・ 日本に「道建建」を室生主法律はありませんが， 日本国憲法第四条「すべて国民は個人として尊重される。 生
命， 自由及び幸福追求に対する国民の権利については， 公共の福祉に反しない限り， 立法その他の国政の上で，
最大の尊重を必要とする 。」を根拠として， 肖像権を認める判決が出されています。(u2)
• A社はビ デ オゲー ムXを開発し， その惹起農を直宣している. (u3) 
・ そのような場合， 自分が童図しない内容の軍毛4二Æ:や之とζふエ之文え比三に盛塾した蓮乏乏二Æ:が送られ
てしまい， 受信者との人間関係を崩す原因にもなりかねない。(hl)
・ セキュリティとプライパシー， 有害貨建の塑劃， 既存の社会規範が追いつかないためのさまざまな問題(u3)
3.3 情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育に関わ る高頻度語
3.1. 2 の 図 4 で は， 表 2 で挙 げ た 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語 65 語 に つ い て ，
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用 語 ( グ レ ー の 図形 ) と ， 一般的 な IT 用語 ( 白 い 図形 ) に 分 け て 図示
し たが ， ま と め と して ， (1) 表 4 で見 た ， 出現 度数 は低 いが ， 出現 範 囲が 広 か っ た 語， ( 2) 表 6 で 見 た ，
教科書 に よ っ て 異 な る 語や表記が 用 い られ て い る た め に 高頻 度語 と判 定 さ れ な か っ た 語， さ ら に ， ( 3) 
表 7 で見た， 日 本語学習上の 難易度が 高 い一般語 に お け る 高頻 度 の う ち ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ
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ル の 分野 と の 結 びつ き が強 L 、 と 思 わ れ る 動詞 6 語(侵害， 漏洩 ， 保護， 感 染 ， 破壊 ， 所有) と 名調 8 語(著
作物， プ ラ イパ シ ー ， 倫 理， モ ラ ル， 著作者， 匿 名 ， ル ー ル， 規定) を， 図 4 に 加 え， 修 正 し た 図 5 を
提示 し て お き たい 。 大印 の 語 は ， 本調査で用い た教科書 7 冊す べ て か ら採集 さ れ た語 ， 大印 の語 は， 6 
冊か ら 採集 さ れ た語 を そ れ ぞれ表す。
口主lこ名詞として糊される語
。主に蜘として糊される語
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図 5 情報セキ ュ リ テ ィ ・情報モ ラ ル教育に関わる 高頻度語
4 日本語学習に おける語の難易度
3 .2 で， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語 に つい て は， r 日 本語能力 試験 出題基準』
を も と に ， 日 本語学習 に おい て 難易度が高い と さ れ る 語 cr 出題基準』 級外， 1 級) も 高頻度語 と し て
多 く 出現す る こ と が わ か っ た 。 そ れ で は， 3. 1 で見た情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門
語の 日 本語学習 の観点 か ら 見 た 難易 度 は ど う な っ てい る だ ろ う か。
3 . 1 . 2 の 表 2 に 挙げ た 65 語 の う ち ， r 出 題基準』 に あ る 語 は， 4 級が l 語( コ ピ ー ) ， 3 級が 2 語 ( コ
ン ビュ ー タ ， パソ コ ン ) ， 2 級が 5 語(情報， メ ー ル， ウ イ ル ス ， プ ロ グ ラ ム ， 引 用 ) ， 1 級が3 語 ( シ
ス テ ム ， デ ー タ ， フ ァ イ ル) ， 計 11 語( 16.9 % ) の み で あ る 。 表2 の 上位 10 位の 出現度が極 め て 高い 語
に おい て も ， I著作権J I イ ン タ ー ネ ッ トJ I個人情報J Iパ スワ ー ドJ I セ キュ リ テ ィ J I ネ ッ トワ ー ク 」
は級外の 語 と な る 。「 個 人情報」 に つい て は「 個人」 と「 情報」 がい ずれ も 2 級 の 語 と し て挙 が っ てい
る の で， 2 級ない し は 1 級の 語 と し て もよい か も し れ ない が， そ れ で も 半数の 語が級外 と な る 。 表 4 と
表 6 の 24 語の 中 で は， I掲示板 」 と「 電子 掲示板 (電子 ， 掲示板 ， い ずれ も 2 級)J I不正 コ ピ ー (不正
が 2 級， コ ピ ー が 4 級)J が 2 級 で ある が， そ れ以 外 の 語 は 級外 で ある 。 級外 の 語 が 日 本語教育 で全 く
扱 わ れ ないとい う わ け で は ない が， 留学生 に と っ て は難 しい語 が多い と 言 っ てよい だ ろ う 。
ま た ， 語種か ら 見 る と ， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語で はカ タカ ナ 表記 の 外来
語が多 く ， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語で は 漢語が多い とい う 結果で あ っ た が，
外来語 も 漢語 も そ れ ぞれ に 難 し さ が あ る 。 ま ず， 一般 にカ タカ ナ表記の 外来語を不 得手 と す る 留学生 は
多い 。 そし て ， 外来語の 大半 は英語 由 来 の語 で あ る が， 母 国 にい る と き か ら 外国語 と し て 日 本語を専 ら
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学習 し ， 英語の知識 を あ ま り 持 た な い と い う 留学生 も 中 に は い る の で， 注 意 を要す る 。 一方， 漢語 の理
解 に は漢字の知 識 も 欠 か せ な い。 3 . 1 . 2 の 表 2 ， 表 4 ， 表 6 およ び 3.2 の 表 7 の 語 で使 わ れ て い る 漢字
は全部で 107 種類 あ る が， r 出 題基準』 の 級別 の 数 と割 合5) は ， 4 級 の 漢字が 7 字 (6.5 % ) ， 3 級 の 漢字
が 21 字 (19.6 % ) ， 2 級の 漢字が 57 字 (53 .3 % ) ， 1 級 の 漢字が 21 字 (19 .6 % ) ， 級外 の 漢字が 1 字 (0.9 % )
で あ る 。 1 級 およ び級外 の 漢字 22 字が 出 て く る 語 を ま と め た の が表 8 で あ る 。 特 に こ れ ら の 語 に つ い
て は ， 漢字 の難易度 に も 配慮 し な け れ ば な ら な L 、。
衰 8 W出題基準J 1 級お よび級外の 漢字を含む語
表2 の語 情報盤理 ，韮童子， 豊像権， 墨付ファイル， 個人 情報量董法， 撞末 ， 認証
表4の語
表6の語 ウイルス対重ソフトウェア ， 盟 示板
表7 の語 畳害， 盆理， 星名 ， 量連， 霊童， 行主主， 感盈， 全開， 破墨.量豊， 量供， 対座
下線は l 級， 波下線は級外の漢字を 示す 。
5 まと め と 今後の課題
あ る 程度 の 日 本語力 を有 し て い る 留学生 に と っ て も 難易 度 の 高 い語が， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ
ル教 育の分野 に は 多 く 出現 す る こ と が明 ら か に な り ， 留学生 に対 す る 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教
育 に お い て は， 用 語へ の 配慮、 が 欠 かせ な い こ と が改 め て確 認で き た。
本稿 で は， r 日 本語能力試験 出 題基準』 を も と に 語葉 ・ 漢字 レ ベ ル で の 難 易度 を 見 た が， カ タカ ナ 表
記 の 外来語 に つ い て は 原語で あ る 英語 と の比較 ， ま た， 留学生 の 多 く を 占 め る 中 国人留学生 に対 す る 教
育 に お い て は， 中 国語の 用語 と の比較 も ， 留学生 に と っ て の 語 の 難易度 を測 る 上で重要で あ る 。 こ れ ら
に つ い て は今後 の 課題 と し た い。
注
1) 技術的な内容に深く踏み込んで解説しである教科書もあったが， このような教科書では専門用語もより多く出現
する。 本研究の主な目的は， 基本的な用語の抽出であるため， このような教科書は対象から外した。
2 )  lDownloadJ rUpdateJ などの英語については.r r情報処理科目ホームページJ からDownloadして視聴J rウィ
ルス定義テープルのUpdate方法」のように他の語と同様に使われているものは語例として採集したが， r不正
アクセス u nau th orized compu ter accessJ のように日本語の用語の英訳として提示されただけのものは語例
採集の対象から外した。
3) 演回 ・ 深海(2007)の調査は， 本稿における調査とは専門語の認定方法で若干異なる点があり， 高頻度語も出現
度数21以上の語としたため， 詳細な比較はできないが， 漬田 ・ 深津(2007)で採集した語例のうち， 出現度数
11- 20 の語の中にも情報セキュリティ ・ 情報モラル用語は含まれていないことは確認しである。
4 )  r日本語能力試験出題基準』の語葉レベルの判定には， r リー ディングチュウ太J(h ttp://langu age.tiu .ac担j)
の「語葉チェッカー 」を利用した。
5) r日本語能力試験出題基準』の漢字レベルの判定には， r リー ディングチュウ太J(h ttp://langu age.tiu .ac.jp/) 
の「漢字チェッカー 」を利用した。
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「北方領土」における「ピザなし交流」としての日本語教育
副島健治
A Report on the Teaching Japanese Language class in 
Japan as a mission of mut旬ual v吋iお凶s幻it給s without passpor抗t or visas between Japanese 
citizen and the current Russian residents 
SOEJIMAKe吋i
要 旨
いわゆる「ビザなし交流」の一環として「北方四島交流事業日本語講師派遣事業」が独立行政法人北方領土問題
対策協会によって 1998年から実施されている。 これは， 日本とロシ アという 2つの国家聞の領土をめぐる緊張し
た状況を抱える「北方領土」の地で， 島氏に対する日本語講座を開講する事業である。 事業の目的は北方領土問題
の解決に寄与することにほかならなL、。 毎年開講されているが， 短期間なので受講者の学習したことが定着しにく
く適当な教材も不足しているなど， 困難な側面もある。 しかし， 島民からは概ね好意的に受け入れられており， 日
本語学習を通して， 現地に親日的・ 友好的な雰囲気が生まれ， 醸造されてきており， I北方領土」における本事業の
日本語教育は一定の成果が上がっていると言える。 しかし， 本事業の趣旨である「ビザなし交流」に合致した教材
の開発， 効果的な講師派遣の方法や期間など， 今後さらに検討し， 取り組むべき諜題もある。
【キ ーワード】 北方領土， ビザなし交流， 日本語講師派遣事業， 四島在住ロシ ア人
(独立行政法人) 北方領土問題対策協会
1 は じ め に
本稿 は 日本 と ロ シ ア と の 「国境」 と い う 国家聞 の 深刻 な 主権問題 を は ら ん だ 「北 方領土」 に お い て ，
そ の 緊迫 し た状況 の 中 で行 わ れ て い る 日 本語教育 に つ い て 報告す る も の で あ る 。 こ こ で言 う 日 本語教育
と は ， 独立行政 法人北 方領土問題対策 協会 (以後 「北対 協J と す る ) を実施主体 と す る 「北 方四 島交流
事業 日 本語講師派遣事業J (以後 「事業」 と す る ) によ っ て 実現 し て い る き わ め て 特殊 な 状況 に お け る
日 本語教育 をさ し て い る 。 本稿 で は ， 筆者が同 事業 によ る 日 本語講座で、 講師 を つ と め た1) こ と か ら知
り え た こ と を も と に ， そ の 日 本語教育 の 行 わ れ て い る 大枠 と そ の 基本的 な 状況 を， 特 に 国 後 島 の状 況 を
中 心 に 述べ， I北 方領土」 で実施され て い る ， 日 本語 と い う 言語の 教育 を 通 し た交流の 意義 と 問題点 お
よ び今後 の 課題 に つ い て 述べ た い。
ま た 本稿 は， I北 方領土J で行 わ れ て い る 日 本語教育 に
つ い て 述べる もの で あ り ， 政 治 的議論 は旨 と し な い。 し か
し 「領土」 は 国 家主権す な わ ち 国家の存 立 に かか わ るこ と
で あ る 。 そ の 緊張 状態 の 中 で実現 し て い る百 本語教育 に つ
い て 述べ る も の で あ る の で， そ の 基本的 な背景 と し て の 緊
張 状態 の 経緯 に つ い て 触れず に避 け て 通 る こ と は で き ず，
大枠 の 認識 に つ い て述べて お く 必要 が あ る 。
1.1 r北方領土J の概要
1.1.1 r北方領土」とその歴史
報道 によ れ ば， ロ シ ア の メ ド ベ ー ジェ フ 大統領 は 2008
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図 1 北方領土地図
年 7 月 1 日モ ス クワ の ク レ ム リ ン で メデ ィ ア と 会見 し ， 北 方領土問題解 決 に 意欲 を示す発言を し て い る 。2)
本 稿 で 「北 方領土」 あ る い は 「北 方四 島」 と呼 ぶ の は， 根室半 島 の沖 合 に 点在す る 小島興 (貝殻 島，
すいしようとう あきゅ りとう ゆ り とう し日っとう， たらくとう はほまいぐんとう しこたんとう くなしりとう えとろふとう水品島 ， 秋勇留 島， 勇留 島， 志 発 島， 多楽 島 ) か ら 成 る 歯舞群島， 色丹島， 国後島 ， 択捉島の四島 をさす。
[ 図 1J
こ れ ら の 島 々 がソ 連 (現 ロ シ ア ) によ り 占領 さ れ て 60 年 余 り が経 っ た。 終 戦後 ， 日 本人 は 島か ら 追わ れ，
帰 島 で き な い ま ま 現在 に至 っ て い る3)。 新田 次郎 の 『北 方領土』 は元 島民 の 故郷 に対 す る 熱 い思 い を描
い た 小説で あ る 。 問題の整理 と し て ， そ の 中 に 登場す る 新聞記者が語 る 部分 を 引 用 し た い。 以下引 用。
歯舞色丹島 は地理学的 に も北 海道 の一部で あ る 。 千 島列 島 の う ち ， エ ト ロ フ 島 は安政元 年 (1855
年) ， 日露通好 条約 (下回条 約) によ っ て 日 本領土 で あ る こ と が確認 さ れ た。 明 治八年 (1875 年)
に は北千 島 と樺太 と の 交換条約 が成立 し て， 千 島全 島 が 日 本 の 領土 と な っ た 。 終 戦 時 こ れ ら の 島 は
ソ 連軍 の 占領す る と こ ろ と な り ， 昭和二十六 年 九 月 八 日 サ ン フ ラ ン シ ス コ 平和条約で、は ， 千 島列 島
の 放棄 と い う 抽象的表現 を 以 て 現状を認めざ る を得な か っ た が， そ の 条項の 中 で は千 島列 島 をソ連
の 領土 と し て 割譲す る と は云 っ てい な い し ， ソ 連領土 と し て 認 め て もい な L 、。 こ れ は将 来ソ 連 と 平
和条約 を結ぶ ま で の懸案事項 と さ れ た とい う こ と であ り ， 歯舞色丹 諸島及び千 島列 島が 日 本固 有 の
領土であ る こ と は現在 に お い て もい さ さ か も 変 わ っ て は い ない と い う こ と で あ る 。
最近 の 大 き な 事件 と し て ， 2006 年 8 月 16 日 ， r北 方領土」 の員殻 島付近で， 根室 のカ ニ か ご 漁船 が
ロ シ ア警備艇 に銃撃 ・ 掌捕 さ れ乗組員一人が死亡 ， 船 長 ら 三人が国後 島 に 連行 さ れ た ニ ュ ー ス は， し ば
ら く 緊迫感か ら 遠 ざ か っ てい た 日 本国民を震擁さ せ た 。 実 は こ の と き も ， 国 後 島で は例年通 り 「友好 の
家J C後述) で 日 本語講座が 開講 さ れ て お り ， ロ シ ア 国境警備隊 に 連行 さ れ た 日 本人船 長 ら が一時的 に
収容 さ れ た の も同 施設で あ っ た。 講座開催 中 の 日 本語講師団 ( 日 本語講師， 政府同 行者， 通訳 の ス タ ッ
フ ) が 日 ロ政府 聞 の 緊迫 し た デ リ ケ ー ト な 状況 に 直接道遇 し た こ と を知 る 人 は少 な し 、。
古 き を さ か の ぼ れ ば 日 本書紀 に 早， 日 本 の 勢力 は シ ベ リ ア沿 海州 に 伸 び てい た こ と を示 す 記録が あ
る4) 。 ま た東方進 出 を 行い 始 め た ピ ョ ー ト ル大帝 が国策 と し て漂流 日 本人 を首都モ ス ク ワ に送致 し ， 日
本語学校 を 自 ら 設立 し 教 え さ せ た こ と も よ く 知 ら れ てい る 九 徳川幕府撰 這 う長 日 本図( 1644 年正保元
年) に は蝦夷 本 島 の北 東 に 大小 の 島 々 が描 か れ て お り ， そ の 中 に 「 ク ナ シ リ J rエ ト ホ ロ 」 な ど の 名 が
見え る6)。
日 本 と ロ シ ア と の 国 家 と し て の 正式な 関係 は， 1855 年(安政元 年) 下回で調印 さ れ た 「 日 本 国魯西
亜 国通好 条約」 に 認 め ら れ る 。 こ の 中 に 日 本 と ロ シ ア の 国境 の 定 め が見え る 。 以下は そ の 抜粋で あ る 。
! 日 本国露西亜 国通好 条約
i 第 1 条 今 よ り 後両国末永 く 真実懇 に し て 各其所領 に於 て 互 に 保護 し 人命 は勿論什物 に於 て も損害な
か る へ し
i 第 2 条 今 よ り 後 日 本国 と魯西亜 国 と の境「エ ト ロ プJ 島 と 「 ウ ル ッ プ」 島 と の 聞 に 在 るへ し 「エ ト ロ プJ
全 島は 日 本 に 属 し 「 ウ ル ッ プ」 全 島夫 よ り北 の 方 「 ク リ ル」 諸島 は魯西亜 に 属 す「カ ラフ ト 」
島 に 至 り て は 日 本国 と魯西亜 国 と の 聞 に於 て 界 を 分 た す是迄仕来 の 通 た る へ し
第二次世界大戦 に おい て 無条件降伏 し た 日 本 は ポ ツ ダ ム 宣言 を 受託 し た。 し か し ， r北 方領土」 が ポ
ツ ダ ム 宣言 にい う 「 日 本国 の 略取 し た た る 地域」 に 当 た ら ない こ と は 明 ら か で あ り ， そ し て 「北 方領土」
へ の ソ 連軍 の 進駐 と 占領， 日 本人島民の追放 と ロ シ ア 人 の 入植 等 は 「 不 法 占拠」 で あ る 。 「北 方領土」 は 「我
が園田 有の 領土」 であ る とい う の が 日 本政府 の確固 た る 立場で あ る 。
最近 の 報道 に よ れ ば， モ ス ク ワ の 小 中 学校 で 「 日 本語 」 が選択必修科 目 に な っ た とい う こ と で あ る 。
新聞に よ れ ば， 日 本語 が選択必修科 目 と な っ た の は 2007 年 9 月 か ら で， 日露賢人会議 の 共同 議長 を 務
め た ル シ コ フ ・モ ス ク ワ 市長が主導 し て ， 同 市 内 の 14 校が 「 日 本語必修」 指定校 と な っ た と あ る 。 領土
問題を抱え てい る冷 や や か な 日露 関係 と は 別 に ， 市民 レ ベ ル で の 日 本へ の 関心 は 低 く ない cr産経新聞』
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2008. 2. 19) ， の よ う に 「 日 本語教育」 を 囲 む情勢 は 少 しず つ変化 し て い っ て い ること も 事実で あ る 。
1.1 .2  北方四島の概要
北 方 四 島 は現在 も北海道 の 行政 区 の 一部で あ る 。 し か し 日 本人 居住者 は ゼ ロ で， 戦 後移 り 住ん で き た
ロ シ ア人 が居住し て お り ， 実質的 に ロ シ ア政府 の 統治下 に 置か れ て い る7)。 そ の 総面積 は 5，036. 14kn! で，
終 戦 時 ま で 3， 124 世帯， 17 ，291 人 の 日 本人が居住 し て い た 。 例 え ば， 沖縄県の 総面積 は 2，274. 32kn! で沖
縄 本 島 の み で は 1 ， 206. 49kn! で あ る 。 こ の こ と に比 す れ ば北 方 四 島 が い か に 大 き い かが分か る 。 択捉 島 は
本土を 除 い て 最大 の 島 で あ る 。
北 方 四 島 の 概況 を示す。 [表 1 ] 
表 1 北方四島の概況 ( 日 本人居住は1 併5 年 8 月 1 5 日 現在， 居住ロシア人は2∞5年1 月 1 日 現在)
島名 面積 終 戦 時 ま で の 日 本人居住 現在 の 居住 ロ シ ア 人
歯舞群 島 99. 94kn! (合計) 852 世帯 5，281 人 居住者な し (警備隊 の み) 。
色丹 島 253. 33kn! 206 世帯 1，038 人 3194 人
国 後 島 1，498. 83kn! 1 ，327 世帯 7，364 人 6697 人
択捉 島 3， 184.04kn! 739 世帯 3，608 人 6904 人
※(北対協ホームページ: h ttp://www.h oppou .go.jp/gaku syu/islands/index3.h tmlより)
1.1 .3 いわゆる 「 ピザなし交流J 8)に ついて
「 ピザ な し 交流」 と は渡航 に 際 し て 旅券 や ピザ の 所持 と 提示 を必要 と し な い と い う 意味 の 造語で あ る 。
「北 方領土」 は 「我が 国固 有 の 領土」 で あ る に も か か わ らず ， 現在 日 本 国 の 主権が及ん で お らず ， I北 方
領土」 は ロ シ ア政府 の 統治下 に あ る 。 こ の 状況 に お い て 日 本政府 は， 日 本国民が ロ シ ア側 の 出入域手続
に 従 っ て ， 北 方 四 島 に 入域 し な い よ う 日 本国 民 に 要請 し て い るへ そ れ に よ り ， 日 本人 は外国旅行 を す
る よ う に 自 由 に 行 き 来す る こ と は で き な い こ と に な っ て い る 。
そのような状況において， 日本政府とロシア政府との交渉の経緯の中で， 特例的に設定された次の四
つ の枠組み に よ る 訪問， 交流等が実現 し て い る 。 交流 は双 方 向 で， 日 本側 か ら の 訪 問 と北 方 四 島側 か ら
の訪問 (受入れ) が あ る 。
1) 北 方墓参
1964 年か ら ， 元 島民及 び そ の 親族 に よ る北 方四 島へ の 旅券 ・ ビザ な し に よ る墓参が行 わ れ， 2004 
年末 ま で に 約 3， 100 人 が訪 問 し た。
2) 四 島交流10)
1992 年 4 月 か ら ， 相E理解 の 増進 を 図 り ， 領土問題 の 解決 に 寄与す る こ と を 目 的 と し て ， 我 が
国国民 と北 方 四 島 の 住民 と の 間 で， 旅券 ・ ピザ な し の 相互訪問が開始 さ れ， 本事業を含ん で， 2004 
年末 ま で に 1 万人 を超 え る 人が参加 し た。
3) 自由 訪問
1999 年 9 月 か ら ， 元 島民及び そ の 家族 に よ る北 方 四 島 に あ る元 居住地等へ の 旅券 ・ ピ ザ な し に
よ る 訪問が行われ， 2004 年末 ま で に 約 900 人が参加 し た。
4) 人道 支援
北 方 四 島 の患 者 の 受入 れ や 医薬品及 び食糧品 の 供与が行 わ れ て い る 。
北 対協が実施主体 と な っ て い る 日 本語講 師派遣事業 は こ の う ち の 「 四 島交流」 の 一環で あ り ， 本稿 に
述べ る 「北 方領土」 に お け る 日 本語教育 は こ れ に よ っ て 実現 し て い る100 ま た， 本稿 で は 取 り 上 げ な い が，
北 方 四 島交流北 海道 推進委員会 (以下， I 道 推進 委 」 と す る ) が実施主体 と な り ， 日 本語学習者 を 受 け
入 れ て い る 事業 も あ る12)。
四 島交流の実際の渡航 方法 は ， ①パ ス ポ ー ト 不所持， ピザ不要で， 別途定 め ら れ る 「 身分証 明書 」 と
フルカマップ
「挿 入紙 」 を所持， ② 団体 で 訪問， ③入域手続 は 国後 島 (古釜布) で実施す る ， な ど で あ る 。 [巻末資料1 ] 
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2 r北方領土J で実施されて いる 日本語教育
近 年の日本国内外の日本語教育の現状を見てみると， 国内の日本語学習者は152，694人(平成18年11
月1 日現在，文化庁文化部国語課調べ)， 海外においては2，979， 820 人(2006年， 国際交流基金調べ)と
発表されている。 この数字の中に.1北方領土」の日本語学習者の数はおそらく含まれていないであろう。
「北方領土」には終戦まで日本人が住んでいたのであるが， 戦後から今日までの日本語教育はL 、かに
あったのだろうか。 例えば，(関 :1997)や( Sergey N. Ilyin :1996)などに求めても， r北方領土」に
おける日本語教育に関する記述は見当たらない。 このことからも， 北対協の事業以前には， r北方領土」
においての日本語教育は見られなかったのではないか。 そして，ここに取り上げる日本語教育の現場は，
多くの人にとって知られざる現場であると言えよう。
3 北方四島交流事業日本語講師派遣事業
3.1 事業の趣旨
「北方領土」における日本語教育， すなわち本事業は， 60年以上たっても解決しない北方領土問題の
解決に資することが目的である。 本事業は， 1998年から始まったが， あくまで北方領土問題の解決の
ためのlつのアプローチであり， 北対協は事業の趣旨として， 目的を次のように示している。
北方領土問題を解決して日ロ平和条約を締結し， 両国間に真の相互理解に基づく安定した関係を確j
i立して日ロ関係の完全な正常化を達成することが， わが国の対ロシア外交の基本方針ですが， それまi
jでの間， 北方四島に在住するロシア人との相互理解の増進を図り， これらの問題の解決に寄与するこ
iとを目的として， 旅券・査証(ビザ)を必要としないで北方四島住民との相互交流事業を実施してい
!ます。
本事業は， その一環として， 日本語講師を北方四島に派遣し， 一般住民を対象に会話を中心とした
!日本語授業を行うことにより， より一層の相互理解の増進を図っていくことを目的とするものです。
[2007.3日本語講師募集要項より(抜粋)Jι
3.2 日本語教育の基本方針
北対協が示す「北方四島における日本語指導の実施方針J(2007年) [巻末資料n ] において， その
目標と目的は3つである。 ①日本語で表現する基礎的な能力を習得する。 ②日本語に慣れ親しみ， 日本
人との積極的なコミュニケーションを図る能力， 態度を育てる。 ③日本事情にふれ， 日本についての理
解・関心を深める。
この中に言葉としては出てきてはいないが， これは「ビザなし交流」における市民レベルの交流(例
えば， 訪問団参加のメンバーがロシア人の住まいを訪問する「ホーム・ビジット/ホーム・ステイ」や
「対話集会」などの交流活動)13) を強く意識しての目標・ 目的であると言えるO 上にあげたこの事業の
趣旨の「一般住民を対象に会話を中心とした日本語授業を行うことにより…」というところからもその
ことは明らかである。 3.4でアンケート調査した結果(大人クラス) [ 表5 ]を示したが， これを見ると，
受講者全員がこの日本語クラスが「役に立つ」と回答している(後述)。 その「役に立つ」場面としては，
それら市民の交流活動を意識したのではなかろうか。
3.3 派遣業務の全体日程
「北方領土」への日本語教師派遣事業の日本語教師募集は毎 年 3月頃なされる。 国後島， 択捉島， 色
丹島への派遣教師はそれぞれ2名ずつで派遣期間は 1か月間ほどである14)。 派遣期間が重ならなけれ
ば同じ教師が2島に派遣されることもある。 各島への派遣は4名でチームを組む。 2名の日本語講師お
よび政府同行者1名15)， 通訳1名16) である17)。 ロシア側の受け入れは「南クリル地区」と「クリル地
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区J の担当部署であ る18)。
「平成 19年度日本語講師派遣事業」の大きな流れを時間軸で示す。
2007年
惨3月 日本語講師募集19)
惨5 月 打ち合わせ(第l回:5 月8日(火)， 第2回:5 月28日(月)) 
3島への派遣予定の講師， 通訳， 政府同行者が北対協事務所(東京)に集合。
派遣20) (渡航の船舶はロサ・ルゴサ号で琴平町岸壁より出港)
t> 6月12日(火)-7月17日(火) 色丹島， 択捉島派遣 ( 6月10日(火)根室入り)
7月17日(火) 記者会見(於千島会館/根室市)， 翌日解散。
t> 8月3日(金)-9月11日(火) 国後島派遣21) ( 8月1日(水)根室入り)
9月11日(火) 記者会見(於千島会館/根室市)， 同日解散。
2008年
検討会
t> [ 1回日]2月25日(月): 14:00-17:00 場所:北対協会議室(東京)
t> [ 2回目]3月25日(火): 14:00-17:00 場所:北対協会議室(東京)
3.4 国後島における日本語講座の実施
実施期間は2007年8月8日-9月7日(全23回)で， 授業を
行う場所として「友好の家J 22) の食堂を利用した。 [写真1] 
受講者の募集は日本センター18) が当地のメディア(新聞)な
どを通じて募集し8 月 8 日にオリエンテーションを行った。 受講
料は無料であ る。
① 受講者， クラス分けについて
実際に 受講を希望す る者は， 6歳から 70歳代までと年齢が幅 写真1 授業風景「大人1 J 
広く， 日本語レベルも全くの未習者， 学習経験者もいた。 日本語学習の「経験者」と言っても， 本事業
以外には学習の機会は之しく， 前年度の受講から約11 か月のブランクがあるわけであるから， ほんの
一部の受講生を除いて， ゼロではないにしてもやはり初級前半段階と言わざるを得なL、。 クラス編成は
島によって少し違うが， 概ね「子どもクラス」と「大人クラス」の2つのカテゴリーで， それをさらに
既習・未習， 年齢などで分けてい る。 国後島(2007年度)の場合は， 大人の受講希望者のレベル分けに，
現場の判断でプレイスメントテストを作成し実施した。 その結果， 大人クラスを「大人1 J， I大人II J， 
「大人mJ に分けた。 子どもクラスは年齢により，10歳と 11歳の間で線引きをし，年少者を「子ども1 J， 
年長者を「子どもIIJ と分けた。 [ 表2] 
表 2 ク ラ ス の種類と分け方
クラスの名称 クラスの種類 クラス分けの方法
子ども 子どもI 10歳以下クラス 年齢によってクラス分けした(若干の例
(2クラス) 子どもE 11歳以上クラス 外あり) 。
大人I ゼロスタ ートの基礎からゆっくり積み上げるコース(初習者中心) 同じゼロスタ ートでも「大人IJ と「大
ゼロスタ ートだが既習者中心の授 人nJ のどちらのコースに入るかは受講者
大人 大人E 業 進度を速く進めるクラス(ス
ピー 自身で判断して決める。
(3 クラス) ドと学習量を重視したクラス)
- ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
「札幌研修」を受けており， ある 「大人IIIJ に 入ることを希望する受講者
大人血 程度日本語の力を現在も維持して
には， プレ イスメントテストを実施(75%
いると思われる受講者のためのクラ の得点で受講可とした) 。
ス。
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② 実施の曜 日 と時間
授業実施は月 曜日から金 曜日までとし， 授業時間は子どもクラスを60 分， 大人クラスを90 分に設定
して，下のような時間帯で実施した。[表3] ただし，開講初日(8 月 8 日(水))は全体へのオリエンテー
ションを実施した(17:00 -- 18:30)。 最終日の9 月 7 日(金)は修了式を実施した。
子どもI
11:00 � 12:00 
(60 分)
③ 登録者数と出席状況
表 3 授業実施時間
子どもE
13:30 � 14:30 
(60 分)
大人I
17:00 � 18:30 
(90 分)
大人H
18:40 � 20:10 
(90 分)
大人E
18:40 � 20:10 
(90 分)
下の [ 表4]は2007年の国後島での日本語コース登録者数と出席者数(コース最後まで出席した受講
者)23) を示したものである。 出席率70 %以上の者には「修了証」を出した。
表 4 登録者数・出席者数・修了者数
二ょ〈ど 子どもI 子どもE 大人I 大人H 大人E
登録者数 28 25 25 10 4 
出席者数 17 14 12 8 4 
修了者数 10 (6) 8 (2) 11 (5) 2 (1) 4 (2) 
( )内の数字は無欠席の人数。
本事業実施のスケジュールとは関係なく， 受講生の生活は日々営まれているのであるが， 受講生の人
たちゃ南クリル地区日本センターの方に尋ねてみたところによると， 受講者の欠席の主な理由は， ①こ
の時期が鱒の漁の時期にあたり， 漁のために授業に来られなくなってしまった。 ②学校の新学期が日本
語コース途中で始まり， 子どもの出席が難しくなった。 ③一般に週末は家族で郊外の農園・セカンドハ
ウス24)で過ごすのが習慣である。 …などということであった。 このような状況において， 途中から授
業に来なくなる受講生もあった。現場の日本語講師にとって，このような意味における困難な一面もあっ
�� ，�。
④ 教科書
北対協では使用する教科書を『みんなの日本語初級1 J (スリーエーネットワーク)としているが，
現地での教科書の入手は極めて困難で， 教科書を所持しているのは道推進委実施の札幌研修を受けたこ
とのある一部の受講者のみであった。 実際は教師作成のハンドアウトや副教材(語葉集や糠習ノートな
ど)で授業を進めている。 そのほか， 日本語クラス用ではないが， 北対協が準備したホーム ビジット用
の「会話集」などを活用した。 各レベルの到達目標は巻末資料Eに見えるように， 北対協の掲げるもの
が一応あるにはあるが， IレベルJ(=クラス)の分け方そのものが各島で状況が異なっており， その年
の受講者の状況を見て派遣された講師が柔軟に対応してきたというのが実態と言える。
⑤ ニー ズ調査 ・ 授業に対す る ア ン ケ ー ト 調査
コース開始に当たっては， 受講者の学習ニーズ等の調査をおこなった [巻末資料illJ。 コース終了に
当たっては， 受講者一人ひとりについて「個人カルテJ [巻末資料町]を作成し， また今後のクラスへ
の希望や感想などのアンケート調査 [巻末資料VJを実施して次年度の本講座開講のための資料とした。
これらはいずれも北対協が準備したものである。
これらの調査結果では， 概ね日本語講座が現地ロシア人受講生から歓迎されており肯定的であると見
ることができる。 コース終了後の受講者からの感想も一定の評価を得ていると言える。 しかし， これら
の調査結果の分析などを通して， さらに今後の本事業の改善に結びつけなければならないと思料する。
本稿では， 受講者への調査結果については深く触れないが， 以下に「大人1 J クラスの受講者へのアン
ケート結果の一部を示す。 [ 表5 ] 
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表 5 日 本語クラ ス に つ い て のア ン ケ ー ト 結果の一部 (大人 クラス)
【授業について】
わかりにくかった 少しわかりにくかった まあまあわかった わかった よくわかった
..._..・M・E・-日H・H・日目目白日一一一四回目H・H・-一一一一 一一一一一一一一一・』一一一一一一一ーーー一一一一ー ・一一一一一一一一一一一
。 。 1 3 15 
つまらなかった 少しつまらなかった まあまあ面白かった 面白かった 大変面白かった
。 。 。 6 13 
一一一回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 日_...-圃_..........・............._.品目』日目H・H・-曲目H・a・...-・
役に立たないと思う あまり役に立たないと思う 少し役に立つι思う 役に立っと思う 大変役に立つと思う
一回一一一一一四一戸一一---一一一一一一一一一一一一一一一
。 。 。 11 8 
(教え方は)良くなかった あまり良くなかった 少し良かった 良かった 大変良かった
........._..-目噂園時四日目_._......._._.........・._..・............-
。 。 。 8 13 
不満だった 少し不満だった 少し満足した 満足した 大変満足した
『日目_......-・......-圃園田一一円一一一ー，ー.....一一一..._...ー，一一一
。 1 。 6 12 
(講師は) 良くなかった あまり良くなかった 少し良かった 良がった 大変良かった
---・..._.回目白日目日.目四日目H・a・-回目日目白四四・ー・E四回目・・H・H・-
。 。 。 2 12 
【今後の予定(これからも日本語学習を続けたいですか?)】
|一 一!さどー |一一一回一一一| 一 切 !.�-�--'-- -----------j
19 I 0 I 0 I 
【授業の感想・今後への希望(自由記述)】・ごとに一人分の記述。
.言語の勉強が気に入りました， 会話も面白かったです。 とても面白かった0 ・有難うございました。 日
本語の授業を受けてとても満足した。 先生方が本当に良かった。 詳しく， 忍耐強く教えて頂いて有難うご
ざいました。 来年も待ってますo .この事業はなくてはならないものだと思います。 とても印象に残る授
業でした0 ・素晴らしい先生方でした。 教授方法も違い， これはとても良かった。 とても気に入りました。
頻繁に来てください， 年に3-4回ぐらいo .行われた授業は面白かった。 とても分かりやすかった。 講
座の期聞が短いのが残念です， 年に2回ぐらいあれば良いと思います。 先生方本当にご苦労様でした。 有
難うございました。 ・私の感想、はとても良かったです。 先生の授業とても面白かったです。 先生の教え方
もとても気に入りました。 今度はもっと長い期間来てください。 ・全体的に見て授業内容は普通でした。
出来れば文型の基本や使用方法など， もっと実践的なものを加えてもらった方がいいと思います。 例えば
聞き取りながら書く， 訳す， 文型の形に基づいた穴埋め問題など0 ・今年初めて日本語講座に参加して
とても良かった。 勉強を続けたいです。 先生方有難うございました。 また来て下さい0 ・以前日本語を聞
いたのはテレビの声しか聞いていませんでした， 生の声を聞いてとても吃驚しました。 素晴らしい先生方
でした。 皆さんと接することが出来てとても良かったです。 皆さんのご健康とご成功を祈念します。 ぜひ
また来て下さい。 お会いできて本当に良かったです。 ・とても良かった。少し難しかったですが，面白かっ
たです。 次回では， 先生との対話を増やしてもらいたい， あとは聴解。 有難うございましたo .授業は興
味深く面白かった。 これからも興味深い授業を続けてください0 ・日本語を勉強する機会を与えてくれて
有難うございます。 とても面白かったです。 もし， この様な機会が頻繁にあれば良いと思います。 有難う
ございました0 ・1. 和露辞典の良いのがあれば助かります。 2. 会話のビデオ教材でもあればいいと思
いますo .授業は面白く内容の濃いものだった0 ・良かった， また来て下さい0 ・先生は分かりやすく丁
寧でした。 ・とても良かったです。 根室市では何年も前からウラジオストックからロシア人の先生が来て
ロシア語を教えているそうです。 この様にわが島にもl年ぐらい先生が来てくれるといいのですが。 日本
語講座有難うございました。 皆さんが来られる事を心よりお待ちしています。 ・講座は興味深く役に立つ
ものでした。i以前学習した事を復習し， 復習する事により定着し， 間違っていた箇所を訂正することが出
来ました。 この過程で日本人の生活の新しい知識を得ることが出来， 私達との違いを改めて知ることが出
来ました。 ご尽力に感謝いたします。 また， 来て下さい。
※一部を除き原文は ロシア語。 翻訳は今泉克徹氏(国後島への 同行通訳 )。
- 21 -
4 成果 と 今後の課題
講師を務めた筆者の耳にも， コースが短期間であることを嘆 く 声が受講生から聞こえては来たが， 日
本語講座の授業そのものは受講者から一定の評価を得ている と言って も よいで あ ろ う 。 上 に は 「子 ど も
クラス」 の受講生のアンケートの集計結果を示さなかったが， ほぼ大人クラスと同じ傾向が見られた。 25)
しかし， 果たして， この事業は成果を上げていると言えるであろうか。
日本語教育の教授活動の成果に言及すること よりも， むしろこの事業 自体が持つ本来の目的と狙いと
いう視点から述べてみたい。
右[写真2] は筆者の赴任先の古釜布の「友好の家」
で日本語のクラスが行われていることを伝えている地元
新聞である。 この ような記事が出ること 自体， 本事業が
地元に好意的に受け止められていることを意味している
と言えるのではないだろうか。 また， 宿泊所の近 く で筆
者が受講生とも出逢うこともあり， かつての受講生 と思
われる地元のロシア人からも， 片言ながら 日 本語で挨拶
を受ける こ とがしばしばであった。 筆者が赴いた国後島
では， 日本側からの親 目 的友好的な働きかけが住民の
人々へ少しずつ浸透し， その雰囲気が醸成されているこ
とを感じる 。 他の日本語講師派遣先でも同じような状況
である ニ とを聞いてい る 。 まさに 10年間この事業が続
いてきた成果の表れと言ってよいであろう。
日本語教育が行われ ることそのもの に意義があるにし
ても， しかしながら日本語教育の現場としては実際上の
課題もあるO それはまず毎 年実施されているとはいえ，
日本語コースの開講が夏の1か月間だけである ことがあ
げられる。 短期間であるため， なかなか日本語習得と定
写真2
着が進まず， また次回の開講までのブランクが長 く ， 年 日 本語講座が聞 か れ て い る こ と を 伝 え る 地元紙『ナ ・ ル ペ ー ジ� 2007 .8.29 
齢 や受講経験回数などに より一応の「クラス分け」はす
る ものの， 一部 26) を除いて実際は「入門レベルJ から毎 回 やらねばならないという状況が起っている 。
また， 先述したように道推進委の事業との一定の連携はある が， 情報交換など更な る 緊密なタイアップ
と協力関係の構築も必要であろう。
加えて， 日本語学習のための辞書 や教材の入手が大変難しし 派遣講師作成の プリント以外はほとん
どの受講生の手元にない状況である。 前述したように初級教科書 『みんなの日本語』 が教科書として一
応設定されてい るが， これにも問題はあるO なぜなら， これは潤沢な学習時間で完結する こ とが予定さ
れてい る もので， 20 回程度の授業が行われる本事業の短期集中コースには不適切であ る と言わ ざるを
得ないからである。 今後は， ある一つの特殊な状況に置かれた「北方領土」 の人々に対す る日本語教育
として「ビザなし交流」の目的に特 化した教材， 教科書が開発されるべきである。 また同時に， できれ
はロシア語で解説された音声教材付きの独習・ 自学教材とそれに準拠した日本語学習者向けの語葉集等
の開発が求められる。
そして， 現地の受講者からたいへん強 く 要望が出ていたのは， 上に述べたように， 日本語講座の開講
期間がわずか1か月という短い期間では足りないということである。 本事業が極めて政治的な要素を含
んでい る こともあるので， 日本語講師の常駐も含めて， 開講期間を長 く することが可能かどうかの検討
が必要であろう。
また各島ともクラスを「大人」と「子ども」に分けている。 それ 自体問題はないが， 今後は習得され
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た 日 本語のレベ ル によ る しっかり し た ク ラ ス分けが必要であろう。 さらに言及す ると， 将来のことを考
えれば， 中学生以下の「子ども ク ラス」 つまり子どもに対す る日本語教育の充実こそ， 本事業の趣旨に
最も適合 し た本事業の日本語講鹿と して， 北対協あ るいはその関係者が荏 ぐべき力点ではなL 、かという
のが筆者の見解であ る。
さらに， 派遣日本語講師の採用形態は募集要項に「ボ ランテ ィ ア」 となっていたが， やはりこのよう
なきわめて特殊な状況での日本語教育を担当す るということを考えたとき， 日本語教育の見識と技能，
体力， 精神力が求められ る派遣講師を「専門家」 と して処遇すべきではなかろうか。 さらに述べ るなら，
先にロシア国内での学校教育における日本語選択必修科目 化の動きがあ ることを述べた。 今後は 1 つの
可能性と して北方四島の小学校・ 中学校への日本語講師派遣も検討されてよいのではないだろうか。
北対協の方針と しては， 授業スタイルは直接法を基本とす ることを派遣講師に求めてい る。 しか しな
がら短期間での効率的な教授を行おうとす るとき， し ば しば限界もあり， ク ラス運営のルール， ク ラス
活動の意図などについての説明の際などには， 通訳に助けを求め る場面もあった。 このような点をどう
改善す るかも事業の今後の課題と しなければならないであろう。
先述 し たよう に， 道推進委の行ってい る事業で， 北方四島の日本語学習者を札幌に 招鴨 して日本語・
日本文化教育を行ってい る。 その招聴事業 Cf 札幌研修 J) への参加者候補と して， 派遣講師が各島の
大人 ク ラ スの受講生の中から， 学習状態や意欲などを見てそれぞれ 10名程度推薦 してい る。 課題はあ
るが， これは北対協と道推進委のそれぞれが行う2 つの事業の連携で-あ る。 今後， 更な る連携の内容と
方法が検討され るべきであ ると言え る。
最後にな るが， 受講生の一部に E メールのアドレスを持ってい る者がいたことを考え ると， 国後島(古
釜布)でも， 簡便とまでは言えなくとも， 日常的 にインターネ ッ トや E メールの利用が可能なことは
事実のようであ る。 今後の課題と して「友好の家」 の IT の環境整備と， 日本語教育のためのネット利
用も検討す るべきであろう。 そ して日本語のコースが聞かれていない期間での有効活用の道も探 るべき
であ る。
本稿では本事業の大きい枠組みを述べ るの に紙数を費や し， 実際に北方四島で行われてい る日本語教
育の詳細， 受講者の反応， 学習の様子， 現場での困難性， 事後に行われた検討会， ニーズ調査やアンケー
ト の集計結果の分析， 今後の改善に 向けた取り組みなど， についてはあまり触れ ることができなかった。
国後島ばかりでなく， 他の島に派遣された日本語講師が実際に現地で書いた報告書なども踏まえ， さら
に 別の機会を捉えて論じたL 、。
5 結語
本稿で取り上げたこの事業は， 現場の日本語教師に 明確すぎ るほど日本語教育は日本という国家の国
益を担ってい るのだという厳然た る事実を強烈 に突きつけるものであった。 日本語教育は学習者の言語
習得支援を行うという営みではあ るが， 同時 に「日本語教育」 そのものが国益の手段でもあ るという現
実の中で， 日本語教師は教壇 に立つわけであ る。 日本語教師は， 担う現場が「北方領土」 でなくとも，
この現実に日を背けることはできない。 日本語教育実践の場所や状況が 違っていても， 言語教育は目的
であり， 同時 に手段でもあ る。 本稿で取り上げた日本語教育の場合は， fビザな し交流」 の一環と して
北方領土問題の解決に寄与す ることを目的と したものであった。 日本という国家の国益の一端を担う日
本語教育の持つこのような一面を， 日本語教育に携わ る者は認識 して心の中にとどめておくべきであろ
つ 。
北方領土問題の解決 には日本国民全体の認識と理解が不可欠であ ると痛感す るとともに， 元島民の
人々の心情を思うとやり切れない思いを禁じ得ない。 またそれと同時 に， 本事業に日本語講師と して参
加 して， 日本語学習者であ る実際のロシア人島民の顔を 自 分の目で見て来たわけであ る。 本事業の日本
語講師は現在までのべ約60 人が派遣されたが， これらの日本語講師は， 日ロ聞 に横たわ る「北方領土
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問題」というたいへん困難な 緊張 し た最前線の場所で仕事を行ってきたことになる。 本事業の「日本語
教育」は地道な実践以外にできる こ とはないとは思うが， 北方領土問題の解決に寄与できるため に改善
するなら， どう あるべ きか。 日本語講座の期間と時期， 日本語講師の派遣の形態や規模， 教授方法の検
討， またこの事業の趣旨に副った最も適切な教材の開発も急務である。
その一方で、， 日本語教育に携わる者として， そもそも日本語教育とは何か。 そして日本語教師という
存在の あ り 方など， 考えなければならない問題が山積している。 今後の研究課題として取り組んでいき
fこL 、。
注
(1) 2007年 8月 3 日(金) - 9月 10 日(月) . 筆者は日本語講師として国 後島に派遣された。
(2) 会見の骨子として「北方領土問題は過去の諸宣言に基づいて協議し， 前進するべきだ」とされている。 (朝日
新聞2008.7.3)
(3) 戦前， 北方四島には， 約 1 万 7 千人の日本人が住んでいたが， その全員が. 1948年までに強制 的に日本本土
に引き揚げさせられた。
(4) 日本書紀によれば.658年(斉明天皇 4年) と 659年，阿倍比羅夫が軍艦を率いて北航し.660年粛慎(みしはせ)
と戦っている。 唐軍に惨敗したといわれる 白 村江の戦いの 3年前である。 粛慎とは満州、I(中国東北地方及び
ロシ ア ・ 沿海地方) に住んでいたとされるツ ングース系民族) であるが， この点については異 論もあ る 。
(5) デ ンベイ(伝兵衛) という人物がロシ ア最初の「日本語教師」である。
(6) 現存の地図として， 樺太， 千島が初めて描かれたもの。 北海道立北方四島交流センタ ー(ニ・ ホ ・ ロ) 展示資
料より。
(7) 北方四島はロシ アの行政区分上はサハリン州に属す。 国 後島， 色丹島， 歯舞群島を「南クリル地区J. 択捉島
と， さらに北東にある得 撫島から新知島までを「クリル地区」としている。
(8) いわゆる「 ビザなし交流 」の対象者は次の 4 者である。 別枠で国会議員も参加可能。
① 北方領土元島民及びその子並びにそれらの配偶者
② 北方領土返還要求運動関係者
③ 報道関係者
④ 学術， 文化， 社会等の専門家
(9) I我が国国民の北方領土入域問題について」平成元年 9月 19 日 閣議了解
(10) 1991年 4月のゴルバチョフ大統領が提案。 n 北方四島との交流 」に関する日ソ外相聞の往復書簡』で外交上
の枠組み設定(同年 10月 14 日)。
(11) 1998 年のいわゆる「川奈合意J を受け. I訪問を適当と認める者J に「この訪問の目的に資する活 動を行う
学術・ 文化・社会等の専門家」が加えられ，それを機に日本語講師の派遣事業が始められた。 「川奈合意」とは，
エリ ツ イ ン大統領が訪日し静 岡県伊東市川奈で橋 本総理と会談， 合意し， それを受けた閣議了解「 我が国国
民の北方領土への訪問について J(同年 4月 17 日付) を 指す。
(12) I北方四島交流(日本語習得 研修 1 ) 受人事業」。 下表は2007年度実績
業 務 期 間 平成 19 年 5 月 31 日 ~ 同年 7 月 31 日
研 修 期 間 平成 19 年 6 月 16 日 ~ 同年 7 月 12 日
人 数 10 名
内 H廿p・ 日 本語 の習得
研 修 場 所 札幌国際セ ン タ ー 内 研修施設等
宿 泊 所 JICA 札幌国際セ ン タ ー
事業 呂 的 : 日 本語 の習得を希望す る 北方四 島住民 を 受 け 入れ， 日 本語 の習得 を 図 る と と も に ， 日 本社会や生活， 日 本文化
の体験 を 通し て， 相互理解 を 深 め， 北方領土問題解決 に 向 け て の環境作 り を 図 る 。 (1北方 四 島交流 (日 本語習得研修 1 )
受入事業委託業務内容報告 (総括) J よ り )
(13) 受入事業で. I北方領土」の住民が日本人家庭を訪ねることもある。
(14) 日本語教育が現地で実際に行われるのは実質20回程度
(15) 入域手続の実施， 日本政府(内閣府) との定 時連絡， 事件事故が発生した 時などの連絡対応などを行う。
(16) 派遣中の全日程における通訳(基本的に授業以外) を行う。
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(17) 平成 19 年度(2007 年〕 の派遣実績は以下の表の通り。
第 1 回
第 2 回
第 3 回
l 
期間 ※
6 月 12 日 (火) - 7 月 17 日 (火)
6 月 12 日 (火) - 7 月 17 日 (火)
8 月 3 日 (金) - 9 月 10 日 (月 )
派遣先 の島
色丹島
択捉島
国後島
※ 「期間」 に つ い てはそ の2 日 前 に 根室市 に 入 り ， 準備， 打 ち 合 わせ等 を行い， 期 間終了後に 記者会見等 の日 程を経て
解散 と な る 。 ま た 台風な ど の天候 の影響な ど に よ り 若干 の予定変更が発生 し た 。
(18) 国 後島は南クリル地区公営企業クリル 日 本センタ ー長， 友好会館長のスモルチコフ氏が責任者であった。
(19) 締め切り : 3月 30 日 (金) ， 1 次選考(書類選考)， 2 次選考(面接)， 健康診断提出。
(20) 渡航は本事業以外の事業に便乗して渡航 した。 色丹島・ 択捉島への渡航 : 往路はファ ミ リー受人事業(道推進委L
の迎えに便乗。 復路は青少年キ ャ ンプ事業(道推 進委) 送りの便に便乗/国 後島への渡航 : 往路 は教育関係
者・青少年訪問(道推進委) の往路便乗。 復路は道推進委の送迎船舶に便乗。
(21) 予定では帰着は 9月 10 日 (月) であったが， 台風の影響により変更。
(22) 日本政府によって建設された。 正式には「日本人とロシ ア人の友好の家」
(23) コースの最終日に修了式を行い，70% 以上出席した者には「修了証」を授与した。 同 時に欠席が 1回もなかっ
た者には「皆勤賞」を， 出席率が足りなかった者には「参加賞」を出した。 いずれも北対協が準備した。
(24) これは単に家族が楽しみに過 ごすというだけでなく， 家庭用の食料生産という重要な意味も有する。
(25) 子供たちから得 た意見や感想は次の通り。
-とても面白かったです。 毎 年あると好いです。 ・とても良かったです。 とても気に入りま した。 先生が !
とても良かったです0 ・ 日 本語がとても気に入りました。 日 本語を勉強して 日 本の家族と手紙のやり取り !
をしたい。 だから勉強します0 ・授 業全て面白かったです。 もっともっと勉強したいです。 ・ 日 本語講座 i
が好きです。 次の機会にはもっと勉強したいと思います。 ・とても面白かったです。 先生はとってもとっ i
ても良かったです。 日 本語を 日 本の先生に一 ヶ月じ ゃ なく一年を通して習いたいですo . 日 本語講座はと i
i ても良かったです。 もっと 日 本語が分かるように 日 本語の勉強を続けていきたいです。 ・面白かった。 先 i
i 生はとても優しくて良かったです。 もっと頻繁に来てもらえたらいいなと思います。 ・ 日 本語の勉強はと i
i ても面白かったです。 また島にぜ ひ来てくださL、o . 日 本語講座はとても面白かったです。 ・ 日 本語の授 i
i 業は良かったです， 興味がわいて面白かったです。 日 本語の勉強を続けようと思います0 ・授業はとても
i面白かったです。 また， 島に来て日本語を教えてください。 来てくれたらとても嬉しいです0 ・ 日 本語講
i 座はとても良かったです。 勉強していてとても面白い言語だと思います。 先生にこれからもロシ ア の子供
! 達に分かりやすく， 正しく 日 本語を教えてください。 ありがとう ございましたo .この夏日本語講座に参
: 加できて本当に良かった。 先生がとても気に入りました。 とても良く教えてくれて， 言葉じ ゃ なくても先
生の言いたい事が伝わってきた。 今度の 日 本語講座にもぜ ひ参加したいと思います。 次の夏が待ち遠しい
です。 皆さん本当にありがとう ございました0 ・講座はとても良かったです。 とても面白く， 先生もとて
も良かったです。 だから別れてしまうのがとても寂しいです。 出来たらこれから も 日 本語の勉強を続けよ
うと思います。 日 本語が好きになりました。
※ 原文は ロシ ア 語 。 翻訳は 国後島 への同行の通訳 の今泉克徹氏
(26) 道推進委の事業で札幌での 日 本語のコース(札幌研修) を受けるこ と ができた者もいる。
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[巻末資料 1 ] 
日記方臨議と の交流j に欝する我が欝態践の務栂方法の擁護
〈鰭議了解説び総務Fヂ ‘ 外務省共弼を告示〉
諮 体 で訪 問 す る 者 (務調 詔 〉
1 北方領念元議後著書 〈子、 議、 これらの廷幾遣を警告念お〉
2 �ヒヨザ鎌土返還警警戒運動欝係重量
〈鰐1) 北方領土返還要求運動郵遂罪警祭幾重益事態‘ 獲量襲撃さ灘、 秘方媛土譲渡警警求灘豪語灘緩縫畿会
5窓会事集鐙芸員び地方議共露語体の議会の穣重量均 器及び滋方公共意義幸容の議員事事
3 線道鱒様善重
義務尽本綴織機会、 勝沼*'錐総鎗余事撃の総欝殺の畿最
4 この翁轄の鼠釣iζ獲ずる湧畿を行う専門家
5 1 ""  4の縄符遺言
体
奪身分叢E務調書毒撃の零i渡し2葉桜建議緩
側一
懇
の一綿 織
一
計一綿一総一
議緩
ロ 関
〈愚容事の穣醸〉
・ 総T翼襲鐙嫁緒豊建議後審灘襲撃
a 畿は妨鏡土議灘署期成掲翠
樽 北方領土壌灘饗求護勤務灘鋳濃E築会議
. 裁方鍍コた渓灘署毒殺運動逮幾協議会
縁類(})事是主総
倉 北方鱗土鱒態対策協会
・ 衆縫幾及び重量雛嫁室主びに護島地汚公共額体の議会
‘ 善幸議ft:&ぴ護号機方公終盤体
験 設整8=<艇奪奇襲綴毒性、 義援包 本裁滋語議会書撃の拠駿投 書事
逮綴
機 襲
警告緩癒 して〉
場合法、 北方銀ごと鱒懇対策協会を議まお して〉
拘 欝 構
議
響額iこ纂づく協議
を喜鈴襲悪霊震のお燭普争議に善悪づいてま3 シ ア議書客
数見守ど瀦織するφ
一一一一1 (主主}
1 務襲警(jì!進弘 怒o競争事奪還量 じて琴線
g を行う砂・ 沼署訴の違憲襲警額の趨襲警に襲還する協警護i淳、 o シア遼郊綾癒と行う傘 i i 君 主芝滋弓E殺の挙事EI議‘・ 護費塁悪霊宇額療の内警察署�7，去すロよ議書i季、 複索ロ シア漆務大穫量妻ヘ援出するφ I 3 綴織と して‘ 議終磯殺が鰐符ずるe
調書類ぬき撃と髭
署長総織襲警の鋳襲警きす護騒が、 北方鐙豊島 との交絞殺選陸軍量
iこ合致するかど う か導撃について事業務事長、 議滋ずる。
護軍事懇
外 務
護襲 名
む シ ア 逮
身 分 緩 鎖 骨 慣
懇のも
森 崎 桝
s is }a 
1 方意義感との交漆j 戎〉隠的
鏡ゴエ襲警懇;の解決饗愈む 語 ツ綴のま宇和条約締結襲警簸が解決される家での鱒、 繕ã禦解の滋護憲を醸り、 も っ
てそのよ うな鱒畿の鯵決に寄与す る こ と をE 箆鵠とする翁 (8 ソ隣欝外措 f後議饗綴J)
2 護憲鶴手緩の意義れの税構
鎮護毒する重量 〈童書購器} か ら の北方鍍ことへの童書購ます蕊の織と訟を受けて、 窓 口躍害事で、 議鱒費十話題の滋華撃を作
成 し、 官接 でまをめ られたS までに緩翻機関へ擦と話する。
そ の銃撃塁が、 ロシアか ら塞本喜怒iこ 了解された場合{謀、 その欝を、 縫治機購袋綴織 し で、 殺鶴喜義iこ遵絡する。
話網意義の翁鶴襲警始予定怨 のを襲来で2をめ られた 祭 までに集体鈎義書類鈴語密室童話iζ犠人の努集者を添付した縛入
紙、 w 身分霊E務審鶏級殺び湾簸抄*'を窓口器事案から縫密機欝へ議滋ずる。
その務調が、 ロ シ アから嬢終章容に 了解された場合i率、 その望書骸 縫E組織績を緩翁 し て‘ 務鱗鐙に逮絡する議
身分錠務審及び嬢入車震を外務省か ら窓口箆徐に交付し、 草案仁l!i選制法務鶴喜震に都 議漉1""
E霊草燭鰭の欝襲撃の索緩3
童書鱒畿の踏襲懇が終了 したときは、 警察o!義体法、 身分議続審及び揚入畿を遼やかに外務衝に返鱗1"lì。
『北方 四 島交流事業の概要� (独立行政法人) 北方領土 問題対策協会 p20 よ り
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[巻末資料 II ]
「北方 四 島 に お け る 日 本語指導の実施方針J (2007 年)
北方四 島における 日 本語指導の実施方針
I 目 標 ・ 目 的 I
Iクラス毎の到達 目 標】
0 日 本語で表現する基礎的な能力を習得する。
(基礎的な文法を学習 し つ つ 、 実 際 の 揚 に 即 し た 実 践 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 を
① 子
供
年ゆ
クラス I
ι
l
づ
叶
J叶
命
例
基『自
関
日
ひ
)
本
本
本己4 潤う民語
の
が此介
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敵
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さ
る
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が
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さ話
に
き
が
を
な
が
a
る
でk
る
で
三
えき
こ
J
き
るr る
と
る
と
三
をk 
養う)
0 日 本語 に 慣 れ親 し み 、 日 本 人 と の 積 極 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン を 図 る 能 力 、 態 度
を育てる。
O 日 本事情等にふれ、 日 本についての理解 ・ 関心を深める。
I 学習者1
〔学習 目 的〕
「 日 本の文化 ・ 経済などに興味があるからJ . fピザなし交流のため に必要だからJ . ② 子供年長クラス 「みんなの 日 本語」 の1課から8課を学習する
「 日 本人を理解したいからJ . f教養 ・ 知識としてJ など様々 (例)
〔年齢〕
- 基本的なあいさつができること
6歳く らいから70歳台く らいまで
- 自 己紹介や簡単な会話ができること〔レベル]
. fひらがなJ fカタカナ
j
の読み書きができること
未習 (入門) 者から経験者までレベルはまちまちである。
- 数字を覚えること
※ なお、 これらの受講希望者の情報は事前情報としては入手できず， 島へ派遣され
- 身近な語棄を覚えること
たとき島側担当 者からリストが渡される。
- 目 本の歌が歌えるよう になること
I 学習期間及び学習時間1 、‘・
各島 20 日 間程度
③ 大人未習 ・入門クラス
(色丹島は穴澗地区、 斜古丹地区と交互に実施するので各箇所 10 日 間程度)
ト
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e
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叫
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1コ'1' 1.5 時間 (大人クラス) として、 週 7.5 時間 (およそトタル 30 時間)
子供クラスは 50 分-60 分等短く設定する
(可能であれば休憩を入れて1 コ'1'2時間。 土 日 集中コース設定も考えられる)
I授業形態1
直接法で行うことが基本であるが、 子供 (年少) クラスやそれ以外のクラスについても
講師からの希望があれば、 要点を通訳が説明することや会
話
の相手役として政府同
行者が授業に参加することもある。
Iクラス編成l
⑥ 
大人間夕刊
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♂
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4クラス [大人2クラス (未習 ・既習) 、 子供2クラス (年齢別) J
①子供 (年少) クラス (就学前年齢- 1 2歳)
②子供 (年長) クラス ( 1 3歳-17歳) ケーションがと
③大人 (来習 ・入門) クラス
④大人 (既習) クラス
※上記クラス分けについては 目 安を示しているもので、 受講者の希望、 レベルにより
上のクラスへ編入させることは構わない。
(2 ) 
(1 ) 
IシラパスI
入 門 (来習 ) ク ラ ス で は 、 場面的シラパス ( “ ホ ー ム ピ ジッ ト 会 話 " ) も 良 い と 思 わ れ
る が 、 コ ース実施 期 間 以外の長期 の 自 主学習のこ とを考慮する必要があること、 ホ ー
ムピジット会話には応用性に限界があることなどから、 短期のコースといえども構造的、ンラ
パスによるカリキュラム設定を行う。
I教材1
①『みんなの 日 本語』初級I 本冊
②『みんなの 日 本語』初級I 翻訳・ 文法解説ロシア語版
③『みんなの 日 本語』初級I 書いて覚える文型練習帳
④fみんなの 日 本語』初級I 標準問題集
⑤『みんなの 日 本語』初級I 聴解タスク 25
⑥『みんなの 日 本語』初級I 携帯用絵教材
⑦ f;<ーノミーキット 1 ・ 2 ・ 3J
⑧ 『絵カードJ [ fひらがなカ ードJ fカタカナカードJ f数字カ ードJ fくだものやさし、ヵ
ードJ f生活道具カードJ fたべものカードJ f乗り物カードJ J
⑨ 『ことばJ (オリジナノレ)
⑩ 「ひらがな ・カタカナJ (オリジナノレ)
⑨ 「漢字1 ・ 2J (オリジナル)
(注) 学習期間 、 学習時間が短いため、 語舞表を前もって渡しておく。 「みんなの
日 本語文法解説書ロシア語版」を活用する。 適量の宿題を課す。 進んだ学習者
用 のハンドアウトを用意する等の工夫が必要となる。
【他団体との連携l
当 協会が行っている授業のレベルより上の受講者を対象とした研
修
を北海道推進委
員会 (もうひとつのピザなし実施団体) が札幌で約 1か月 問掛けて年2回実施してお
り、 この研修との連携を取るべく以下について現在行っている。
①共通テキストの活用 『みんなの 日 本語J lI
②個 人カルテの引継ぎ
※各講師 に 自 分が受け持ったクラスの受講生についてカルテを作成しても ら
います。 また、 報告書と共に北対協へ提出してもらいます。
③道推進委 (招鞠) 事業の受講者の推薦
※各島ともに大人クラスの受講生の 中で成績優秀者を推薦してもらいます。
推薦人数は 10 名 程度度とし、 成績順に番号を付したリストを北対協へ提出
してもらいます。
(3 ) 
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[巻末資料III]
日 本語学習 に つ い て の調査票 (※ 実際の調査は ロ シア語版で実施)
日 本語学習 について の調査票
記入年月 日 ⑧ 漢字は、 どの く ら い読めますか ?
こ の調査表 は、 ピザな し交流事業の一環 と して毎年実施 して い る 日 本語学習 に A 全然読めない
関 して あなた の興味、 関心、 目 的な E を把握 して、 今後の 日 本語学習 の参考 と す B. 1 -50 字程度は読 め る
る た め の も のです。 他の 目 的に使用 す る こ と はあ り ませんので、 ご協力 をお願い C. 50-2叩 字程度は読め る
致 し ま す。 D. 200 字以上読 め る⑨ 漢字は、 どの く ら い書けますか 。
A 全然書けない
B. 1 -50 字程度は書け る
I あ な た ご 自 身について C. 50-2'田 字程度は書け る
① 名 前 D. 200 字以上書 け る
② 年齢 一一一才 ⑩ どの く ら い話せますか ?A 全然話せない
③ 職業ま たは学校名 ( 9 月 か ら の新学年) E 自 己紹介 ぐ ら いはでき る
④ 性別 A 男 B. 女 C. 身近な話題で簡単な質問に は答 え られ るD. 日 本人 と 話すのは、 ほぽ問題ない
l' 
E こ れ ま で の 日 本語学習経験について ; 皿 学習 目 的 ・ 希望について
① こ れ ま で に 日 本語を学習 tAt こ と が あ り ま すか ワ (独学を含む)
A あ る B ない (=今B を選んだ方は、 E へ) l ① あ なたは、 なぜ 日 本語を学習 していますか ? 当 て は ま る も のすべて に O を つ け
て く だ さ い。
匡で、 (A あ る I と 答 えた人に聞き ます。 (以下、 ②~⑨ま で[] A 日 本語が好 き だ か ら
B 日 本語に興味、 関心が あ る か ら
② それは、 いつか ら いつま でですか 9 合計で、 何時間 ぐ ら いですか 。 C 仕事に必要だか ら
か ら ま で (一一一一一一時間 ぐ ら い) 1 D. 日 本の書籍が読みたいからE 文化、 経済な ど 日 本について知 り たい か ら
か ら ま で し一一一一一時間 ぐ ら い) 1 F 大学、 大学院に入 り たい か ら
か ら ま で し一一時間 ぐ ら い) : G 将来、 通訳に な り たいか ら
H ピザな し交流のた め に必要だから
古ミ ら ま で (一一一時間 ぐ ら い) ; I 日 本人 と の相互理解のた め
か ら ま で し四一ー一一一時間 ぐ ら い) 1 J 自 分の知識を婚やすた め
K 日 本語がで き る 友人、 知人が い る 、 ま た は友人、 知人が 日 本語を勉強 してい
から ま で し一一一一一時間 ぐ ら い) 1 る か ら
③ ど こ で学習 し ま したか 。 L 特に な し
A 学校 B. 大学 C. ホーム ピ ジ ッ ド D 札幌での研修 1 M その他 (
E. こ の 日 本語派遣事業 F 自 宅 (独学) Gー そ の他 (
④ ひ ら が なは、 どの く ら い読めますか 。 s ② 「読むJ f書 く J f聞 く J f話す」 の四つの技能の う ち、 こ の 日 本語ク ラ ス で一番学習
A 全然読め な い B 少 し読 め る C 全部読 め る
⑤ ひ ら が なは、 どの く ら い書けますか ?
A 全然書けな い B 少 し書 け る C.  全部書 け る
⑥ カ タ カ ナは、 どの く ら い読めますか 9
A 全然読めな い B 少 し読 め る C. 全部読 め る
⑦ カ タ カ ナは、 ど の く ら い書けますか ワ
A 全然書け な い B. 少 し書 け る C 全部書け る
(1 ) ー ー ー ー ー ー ー ー ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 甲 ー ー ー ー 世 - - ー ー ー ー ー ー ー ー
百 その他
① これ ま で に 日 本本土へ行っ た こ と が あ り ますか ?
ん あ る B固 ない (=今B を選んだ方は、 V へ)
匡 で (A . あ る 1 と 答えた方に聞き ます。 (以下、 @ 喝ま で[]
② それは、 何回ですか ?
A. l 回 B. 2 回 C. 3 回以上
③ 日 本本土での滞在期聞は、 合計で どの く ら いで した か ? →一一年一ヶ 月 一 日
④ 主な 目 的は、 何 で し た か ?
A ピザな し交流
B 日 本語の勉強
C そ の他 (
~ ご協力あ り が と う ございま した~
(3 ) 
』 したい も の を 1 つ選んで く だ さ い。
t A. f読むJ B. f書 く J C. f開 く J D. f話すj
: ③ 「読むJ f書 く J f欄 く J f話すJ の四つの技能の う ち 、 こ の 日 本語ク ラ ス で一番学習
し た く な い も の を 1 つ選んで く だ さ い。
A. f読む』 B.  f書 く J C. f聞 く j D.  f話すJ
(2 ) 
[巻末資料IVJ
個人カ ルテ
個 人 カ ル テ
lLr 倦 �1�" " " '�" " ;" -" '''�;'1(:;-';'-�h..:. ..�m;'l 
学 習 睡
聖 者
置 む
書 く
聞 く
置 す
受聾櫨111:
その他
母島で 〈 崎明〉 岳税場臨時 { 習場開) ! 唖出学 f 時酷 :曲その他 【 時欄〉
よ く 年い i あま ヲ よ く ない 鋳鋼
ひらがな 揖めない : 大倖読める i 舘める
""'"ナ 揖めない i 人#鶴める i 離める
よい ー 大量Eよい
調健 学 臨めない ! 1-剖 i 5j-l岨 í 101-，郡蹄 : 201-冊。 5冊以上
0・らがな 梅けない i 大体調'ゆる i ・吋�
脅""ナ 書けない i 大体書ける 』 書貯る
車 字 書けない ，-田 : 51-100 1 101-曲。 ! 却1-猷蹄 1 曲。臥 k
よ 〈 ない i あま り よ く ない . .過 よい 究費よい
1 I 2 I 3 I " I 6 I 6 I 1 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I 13 I 14 ， 15 I 16 
17 I 18 19 I 20 副 担 23 I 24-
33 1 34  36 ' 36  37 1 38  39 胡
胡 50
よ く ない i あま り よ く ない
.�..... 
26 I 26 27 1 28  蹄 却 31 I 32 
.， 姐 輔 .. 輯 輔 47 I 48 
.遍 よい 大集よい
盲目白血....._.-..�......-._....._....・旬・・・ー....官・H“_..-・ H・H・.. ...‘.........榊....-.�...-司，...舟除問、四-.---
n..._..n....日目白
............・・・・・H・....・日目....__._-�百四日目......................・H噌・........・........・・ H ・6 祖 拘 H ・ ・・・H・..
...._...........0..... 
四四日.....__....................町四百円四回目吋町田h司...-叫白日目................‘..・・・・・.........u....
......・H・..uo・H曲一一，_. .一一一一ー�......_.......・・.........恥.....-.......-日目白....・a・...・一...
接蟻話各。眼す仕目時事誌閣下での田H空，-欄K で曲にEま陣λで、 すの理量る解.字度弛Äみv'ん運な用即カ日を本輯帽剖の督闘。こを事景情すしもての1 でxあt令る書骨問t>:t，，'}.A(定時.，暗号>l.
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[巻末資料V]
ア ンケー ト 調査票 (※ 実際の調査は ロ シア語版で実施)
医週
日 本語ク ラ ス についてのア ンケー ト
記入年月 日
こ の ア ンケー ト は 、 今回の 日 本語ク ラ ス での感想 と 今後への希望な どについ
てお聞き し、 次回の 日 本語学習 の参考 と す る た め の も の です。 当 て は ま る も の を
1 つだけ選んで く だ さ い。 他の 目 的に使用する こ と は あ り ませんので、 ご協力 を
お願い致 し ま す。
I 授業について (その 1 )
① わか 切 やす さ A. わか り に く かっ た
C ま あ ま あわかっ た
E よ く わかっ た
B. すこ しわか り に く か っ た
D わかった
② お も し ろ さ A つま ら なか っ た B す こ しつま ら なかっ た
C ま あ ま あお も し ろ か っ た D お も し ろ か っ た
E と て も お も し ろ か っ た
③ 役立ち度 A 役に立たない と 恩 う B. あま り 役に立たない と 思 う
c. す こ し役に立っ と 思 う D. 役に立っ と 思l う
E. と て も役に立っ と 思 う
④ 教え方 A 良 く なか っ た B あ ま り 良 く な か っ た
c. す こ し良かっ た D 良かった
⑤ 満足度
E と て も 良か っ た
A 不満だっ た
c. す こ し満足 した
E. と て も満足 した
A 良 く なか っ た
B. すこ し不満だっ た
D . 満足 した
⑥ 日 本語講師
c. す こ し良かった
E. と て も 良か っ た
B. あ ま り 良 く な か っ た
D 良かっ た
E 授業について (その 2)
⑦ 期間 (総時間数) A. 短かすぎる B す こ し短かい
⑧ 授業時間数
⑨ テ キ ス ト
⑩ ス ピー ド
⑨ 難 し さ
匡ëti同
D す こ し畏い E 長す ぎ る
A 少なすぎる B. す こ し少ない
D. す こ し多い E. 多すぎ る
A 難 しすぎる B. す こ し難 しい
D . す こ し易 しい E. 易 しすぎる
A 遅す ぎ る B. すこ し遅い
D す こ し早い E 早すぎ る
A 難 しすぎる B す こ し難 しい
D す こ し易 し い E 易 しす ぎ る
(1 ) 
C 普通
c. 普通
c. 普通
C 普通
C 普遍
日 本語ク ラ ス について の ア ンケー ト (子供用)
記入年月 日 一一一一一一一
こ の ア ンケー ト は、 今回の 日 本語ク ラ ス での感想 と 今後への希望な どについ
てお聞き し、 次回の 日 本語学習 の参考 と す る た め の も のです。 当 て はま る も の
を 1 つだけ選んで く だ さ い。 他の 目 的に使用する こ と は あ り ませんので、 ご 協
力 をお願い致 し ま す。
I 授業について
①わか り やす さ
A わか り に く かっ た
② お も し ろ さ
A つま ら なか っ た
③ 教え方
A 良 く なかっ た
④ 日 本語講師
A. 良 く なかっ た
E 今後の予定
B 普通
B. 普通
B. 普通
B. 普通
① これから も 日 本語の学習 を続けたいですか ?
c. わか り やすかっ た
C お も し ろ か っ た
c. 良かっ た
C 良かっ た
A はい B いいえ C わか ら な い
| D で 、 [A. はい1 と 答えた人に聞き ます。 (以下、 ②のみ) I 
② ど の よ う な形で 日 本語の学習 を続けていき たいですか ?
A 独学 旦 こ の 日 本語派遣事業で C その他 (
皿 授業の感想 ・ 今後への ご希望等を ご 自 由 にお書き く だ さ い。
~ ご協力あ り が と う ご ざい ま した~
(1 ) 
-、
E 今後の予定
① こ れか ら も 日 本語の学習 を続けたいですか 。
A はい B. いいえ c. わ か ら な い
| D で、 [A はい1 と 答えた人に聞き ます。 ωL下、 ②のみ) I 
② ど の よ う な形で 日 本語の学習 を続けていき たいですか 。
A 独学 B こ の 日 本語派遣事業で C そ の他 (
IV 授業の感想 ・ 今後への ご希望等を ご 自 由 にお書き く だ さ い。
~ ご協力あ り が と う ございま した~
(2 ) 
- 30 -
幸良
(2007年 4 月 "'2008年 3 月 )

1 . 留学生セ ン タ ー 1 年の歩み
富 山大学留学生セ ン タ ーは， 1999年 4 月に文部省 (現在の文部科学省) 省令によ り ， 学 内共 同教育
研究施設として設置された。 2004年に国立大学法人法によ り 国立大学法人とな り ， 2005年 10 月には富
山大学 (五福キ ャ ンパス)， 富山医科薬科大学 (杉谷キ ャ ン パス)， 高岡短期大学 (高岡 キ ャ ンパス)の
県内3大学が再編・ 統合されて， 新・ 富山大学になった。
新・富 山大学になって改めて3キ ャ ン パスから委員が選出され， 1富 山大学留学生セ ン タ ー運営委員会」
においてセ ン タ ーの管理運営に関する重要事項について審議されている。 2007年度は， 渡逼信セ ン タ ー
長を委員長として， 6回の運営委員会が開催され， 留学生セ ン タ ー専任教員人事に関わって， í留学生
セ ン タ ー教員選考委員会」が設置され教員の公募・ 選考及 び審査が2 件なされた。 また， í富 山大学留
学生教育指導連絡会議」を2 回開催し， 各学部と連携して， 留学生に関する情報・ 意見の交換， 収集を
行った。
外国人留学生に対す る日本語教育と留学生指導・ 交流活動の業務については， 留学生セ ン タ ーが3つ
のキ ャ ン パスの中心になって進める努力を続 けているが， 大学全体に同 じ サービスを提供す る には至っ
ていない。 ここでは， 留学生セ ン タ ーの設置されている五福キ ャ ン パスに於ける取 り 組みを中心にして
まとめてみる。
日本語教育部門では， 日本語研修コース， 日本語課外補講， 総合日本語コースの3つのコースを開講し ，
教養教育「日本語J í日本事情」のコーデ ィ ネートをした。 日韓共同理工系学部留学生プログ ラ ムにつ
いては， 学生の配置がなかったが， 次年度に向けての準備として韓国で開催された「日韓共同理工系学
部留学生事業推進 フ ェ ア」に留学生セ ン タ ーか らもl人参加した。
留学生セ ン タ ーで開講している日本語コースの学生出欠状況や毎日の授業内容を記録・ 閲覧できるシ
ステ ムとして， 2005年度に開発導入し， 2006年度から本格的に運用を開始し機能拡張を行った「授業
記録システ ム」によって， 2007年度も各コースのコーデ ィ ネー タ ーおよ び授業担当者は学習進捗状況
を包括的に見渡し， 担当教員 同士の授業内容の引き継 ぎや講師ミーテ ィ ン グなどで有効に用いながら，
日々の授業に取り組むことができるようになってきている。
また， í富 山大学留学生セ ン タ 一日本語学習支援 サイト RAICHOJ の活動も， 整備を加えながら引
き続き行われている。
留学生指導部門では， 各種オリエ ンテーショ ン ， 交流行事， 見学旅行， ホームステイ・ホームビジッ
ト， 留学生等に対する指導・ 助言， 留学相談のための面談を実施した。
毎週昼休みの活動として， 水 曜日に「日本語相談」 木 曜日に「おし ゃ べりタイ ム」をセ ン タ ーの談
話室で開いている。
留学生セ ン タ ー全体の取り組みとしては， 11 月に第8回教育・ 研究 フ ォ ー ラ ム「予備教育の目標 を
再認識する 一予備教育とスタ ン ダード ー 」を開催したことが挙げられる。 ここでは， アメリカおよ
び国内から3人の講演者を招き， 全国国立大学の留学生セ ン タ 一等からの参加者22 人に加えて， 財団
法人 とやま国際セ ン タ ーとの連携の結果， JICA 招へい中国青年日本語教師 10 人も参加して， 合計 50
人ほどの非常に充実した会となった。
留学生セ ン タ ーは， 来年度以降も学内外のニーズに応えつつ， 現在行っているいろいろな業務や取 り
組みをさらに充実し， 新たな取 り 組みを行っていきたい。
- 3 1 -
2 . 日 本 語 教 育 部 門
日本語研修 コ ー ス報告 (2007年 4 月 '"-2008年 3 月 )
後藤寛樹
は じ め に
大学院入学前予備教育日本語研修コースは， 主として， 文部科学省に よって配置される大使館推薦の
国費研究留学生お よび教員研修留学生を対象と し た日本語集中コースで， 毎年4 月と 10 月に開講し，
各期 15 週間 75 日のコースを提供している。 富山大学留学生セ ン タ ーでは， 1999年 10 月 に第l期を開
講 し， 2008 年 3 月には第17期生を送り出 し た。 富 山大学に配置されてくる国費研究留学生の数は少なく，
コースの受講定員に余裕があるため， 2000年 10 月間講の第 3 期日本語研修コースか らは， 学内の大学
推薦国費研究留学生や私費研究生等にも門戸 を 聞 き ， 受講者として受け入れている。 本稿では， 2007 
年4 月 か ら開講された第 16 期と同年 10 月か ら開講された第 17 期について報告する。
1 受講者
第 16 期は， 文部科学省か ら 大使館推薦の国費研究留学生l人の配置があった。 ニ れに加えて， 学内
措置の公募 に よる学生 3 人が参加し， 合計4 人の学生が受講した。 第 17 期は， 文部科学省か ら の配置
学生はお らず， 学内措置に よって受講者の募集を行い， 大学推薦に よる国費留学生や私費留学生など，
合計 6 人が受講した。 10 月開講の期は， 日韓共同理工系学部留学生プログ ラ ムに よる学生の配置があっ
た場合， 日 本語研修コースの一部の授業を受講す ることになっているが， 今期は配置がなく， 日本語研
修コース受講者の み の開講 となった。
各期の受講者は表 1 の通りである。
表 1 日 本語研修 コ ー ス 受講者 (第 1 6 期 ・ 第 1 7 期)
ア ン ト ニオ シルス ヴ ィ ラス・ ボアス ブ ラ ジ ル 富 山大学 西条 寿夫 教授
16 I 
王 清 寧 (オウ セイネイ ) 中 国 富 山大学 水谷内徹也 教授
王 蟻 (オウ ギ) 中 国 富 山大学 清家 彰敏 教授
グエ ン ト ゥ イ オ ア ン ベ ト ナ ム 富 山大学 西条 寿夫 教授
オ ラウィ ン パ ラ ンセー ン トー ン タ イ 富 山大学 済木 育夫 教授
王 照 査 (オウ シ ョ ウケ イ ) 中 国 富山大学 岡 田 裕之 教授
17 I 
エ ミ リ ア ピ シ ュ ア ワ ンJミ ン カ メ lレー ン 富 山大学 竹内 章 教授
惰 丹 姐 (ズイ タ ンニ) 中 国 富山大学 平井 美朗 教授
浮 新 普 (フ シ ン フ) 中 国 富山大学 岡 田 裕之 教授
ジ ェ イ ソ ン ハ ド リ ン ア メ リ カ 富 山大学 松田 健二 准教授
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2 コ ー ス担当者
第 16， 17 期ともに， センター専任教員5 人(加藤扶久美， 出原節子， 深津のぞみ， 潰由美和， 後藤寛樹)
と， 非常勤講師 6人(岩本阿由美， 中河和子， 藤 田佐和子， 松岡裕見子， 要門美規， 横堀慶子)が授業
を担当した。 後藤寛樹がコーデ ィ ネートを担当した。
3 コ ーススケジ ュ ール
第 16 期は， 2007年4 月 11 日(水)に開講式， 同年9月 14日(金) に修了式を， 第 17 期は， 2007 
年 10 月11 日(木) に開講式， 2008年3月3日(月) に修了式を行い， どちらの期も15 週間 75 日の
集中授業を行った。 なお， 第 16 期は， 当初予定では7月31 日(火)で授業を終え， 夏季休業に入 る予
定であったが， 7月2日(月)から4 日(水)まで麻疹に よ る全学休講措置がとられたため， その聞の
授業を8月1日(水)から3日(金)に振り替えて行うこととなった。
各期の主なスケジュールは以下の通りであ る。
< 第 1 6 期 〉
2007年 4 月 6 8 (金) 学内公募選考
4 月9日(月) ・ 10日(火) オ リ エンテーシ ョ ン (コースオ リ エンテーシ ョ ン，
外国人登録， 銀行 口座開設， キ ャンパスツアー)
4 月11日(水)
4 月12日(木)
5 月23日(水)
6月1日(金)
開講式
授業開始
異文 化交流パーテ ィ ー
フ ィ ールドト リ ップ(富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢)
7 月 28日(土) ・ 29日(日) ホ ー ムステ イ ， ホーム ピジット
8 月 6 日(月) ...... 9月 5 日(水) 夏季休業
9 月7日(金) 口 頭発表プ ロジ ェ ク ト スピ ー チ発表会
9月14日(金) 修了式
く 第 1 7 期 >
2007年 10月9日 (火) 学内公募選考
10月11日(木) 開講式， コースオ リ エンテーシ ョ ン
10月12日(金) 授業開始
11月28日(水) 異文 化交流パーテ ィ ー
11月30日(金) フ ィ ールドト リ ップ(富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢)
12月 25日(火) -2008年1月4 日(金) 冬季休業
2008年 1月 26日(土)
2月 19 日 (火)
3月3日(月)
ホ ー ム ピ ジット
口 頭発表プ ロジ ェ ク ト スピ ー チ発表会
修了式
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4 コ ース内容
授業は原則 として月曜日から金曜日まで 1 日4 コ マで， 日本語 と日本事情， コン ビ ュ ー タ を中心 とし
た内容で行った(4. 1 節 表2 ， 3 に時間割を掲載)。 こ のう ち，初級 ク ラ スの午前の授業 10 コマ中 6 コマ，
中級 ク ラ スの午前中の授業 10 コマ中4 コマについては， 日本語課外補講の授業 と合同で開講される授
業である。 通常の授業の他に， 学生の個人の習熟度別の指導やニーズに応えるために， 特別指導も行っ
た。 コース後半からは， 専門課程への橋渡しの教育 と して， 自分の専門についての 口 頭発表 とレ ポート
作成を行う「私の専門」プロジ ェ ク トも課した。
第 16 期は， 受講者を日本語能力に応じて 2 つの ク ラ ス に分け， 初級・ 中級の 2 ク ラ スを開講した。
第 17 期は， 中級レベルに該当する受講者がいなかったため， 受講者を既習歴の有無によって 2 つの グ
ループに分けて授業を行った。 また文字・ 漢字の ク ラ スについては漢字の学習歴がある受講者 と 漢字圏
の受講者を 1 つの グループ， 非漢字圏の受講者をlつの グループ と して授業を行った。
4. 1 時間割
表 2 第 1 6 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割
4 
(13 : 00 - 14 : 30) (14 : 45 - 16 : 15) 
初級 中級 初級 中級
読解 コンビュータ コンビュータ 読解
(加藤) (演回) (演田 ) (加藤)
聴解 作文 会話 会話
( 後藤) (藤田) (漬 田 ) ( 後藤
文字 ・ 漢字 文字 ・ 漢字 日本事情
(演田 ) (深津) (出原)
作文 コンピュータ コンビイ 聴解
(横 堀) (深津) I ( 後藤) (深津)
特別指導
網かけのクラスは日本語課外補講との合同クラス
表 3 第 1 7 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割
3 4 
(13 : 00 - 14 : 30) (14 : 45 - 16 : 15) 
初級 2 初級 1 初級 2 初級 1 初級 2
文法 読解 コンビュータ コンピュータ 読解
( 後藤) (加藤) (漬 田 ) (漬 田 ) (加藤)
文法 聴解 作文 会話 会話
(深津) ( 後藤) (藤田 ) (加藤) ( 後藤)
文字 ・ 漢字 文字 ・ 漢字 日本事情
(加藤) (深津) (出原)
作文 コンピュータ コンビュータ 聴解
(横 堀) (深津) ( 後藤) (深津)
文法 特別指導(要門)
網かけのクラスは日本語課外補講との合同クラス
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4.2 日 本語科 目
初級 ク ラ ス の 目 的 は， 基本的 な 日 本語文法を習得 し ， 運用 で き る よ う に な る こ と ， 文字 に つ い て も ひ
ら が な や カ タ カ ナ ， 基本的 な 漢字を習得す る こ と で あ る 。 中級 ク ラ ス に つ い て は， 学生 の 日 本語力 に 合
わ せ て ， 初級後半の 文法 の 復習 か ら 開始 し た 。 さ ら に 中級 レ ベ ル の 文法や語葉 を 習得 し ， 運用 力 を つ け
る こ と を 目 指 し て 授業を 行 っ た。
ま た， 正 し い 日 本語 の 発音 を 身 に 付 け る た め の 指導 も ， 独 自 開発教材 を 用 い て 行 っ た。
各 ク ラ ス で使用 し た 教科書等 は以下の通 り で あ る 。
初級 ク ラ ス
主教材 『 み ん な の 日 本語』 初級 l ， II ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『か な マ ス タ ーJ (専門教育 出版) ， WBasic Kanji BookJ Vol . 1 ，  2 (凡人社)
『毎 日 の 発音練習J (独 自 開発 テ キ ス ト )
副教材 『 み ん な の 日 本語 初級で読 め る ト ピ ッ ク 25J W み ん な の 日 本語 書 い て覚え る 文型練習帳』
『 み ん な の 日 本語初級 や さ し い作文J ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， W わ く わ く 文法 リ ス ニ
ン グ 99J (凡人社) ， W ク ラ ス 活動集 10U W ク ラ ス 活動集 13U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， W絵
と タ ス ク で学ぶ に ほ ん ごJ (凡人社) ， r に ほ ん ご き い て は な し てJ ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ) ， r楽
し く 聞 こ う J r楽 し く 話 そ う J (凡人社) な ど
中級 ク ラ ス
主教材 『 み ん な の 日 本語』 初級 II ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『文化 中 級 日 本語J 1 (文化外国語専門学校) ， r J .BridgeJ (凡人社)
rBasic Kanji BookJ Vo1. 2  (凡人社)
『毎 日 の 発音練習J (独 自 開発 テ キ ス ト )
4.3 日 本事情
学 内 か ら 国 際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 募集 し た 日 本人学生 と の 交流 ・ 活動 を通 し て ， 日 本社会 に
つ い て 学 び， さ ら に は 習得 し た 日 本語を実際 に 使 う 機会 を 提供す る 。
ま た ， 留学生 と 日 本人学生が共 に 自 国 の 言語や文化 に 対す る 関心 を 高 め ， 異文化 を理解 し ， 異文化 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を養 う こ と を 目 指す。
4.4 コ ン ビ ュ ー タ
こ の 授業で は ， 留学生が 日 本語環境で コ ン ビ ュ ー タ の 基本的 な 操作 を す る こ と が で き ， ひ ら が な や カ
タ カ ナ， さ ら に 漢字な ど も 使 っ て ， 正 し い 日 本語の 入力 が で き る よ う に な る こ と を 目 指す。 ま た ， あ わ
せ て ， 大学で の 勉学 に 必要 な 基本 的 な情報 リ テ ラ シ ー の 習得 も 目 指 し て い る 。
留学生 に は ， 日 本語の コ ン ピ ュ ー タ 用語が漢字語や カ タ カ ナ語が多 い た め に 難解で あ る こ と ， 促音や
劫音な ど の 特殊音の 入力 が難 し い な ど， 特有の 問題 が あ る が， そ れ を克服で き る よ う に 指導す る こ と が
大 き な 目 的 で あ る 。 ま た ， 専門課程で の 勉学 に 備 え て ， ワ ー プ ロ ソ フ ト や表計算 ソ フ ト ， プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン ソ フ ト な ど を使え る よ う に な る こ と も 目 指 し ， 同 時 に 日 本語 で の 電子 メ ー ル の 書 き 方， イ ン タ ー
ネ ッ ト の 使 い方， お よ び そ れ に 付随す る 著作権や セ キ ュ リ テ ィ 対策 な ど に つ い て も 指導 を 行 っ た。
[使用 テ キ ス ト ] r 日 本語学習者の た め の ア カ デ ミ ッ ク イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン リ テ ラ シ ー 』
(独 自 開発 テ キ ス ト )
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4.5 口 頭発表プロ ジ t ク 卜
4.5. 1 口頭発表プロ ジ目 エ ク 卜
日 本語研修 コ ー ス に 在籍す る 留学生 は， そ の 多 く が大学院へ進学す る 予定 の 学生 で あ り ， コ ー ス が始
ま っ て 半年後 に は そ れ ぞ れ の 専門課程 に 進 ん で専門の勉強や研究を始 め な け れ ば な ら な い。 本 コ ー ス で
は， 留学生が そ の よ う な 活動 を効率的 に 進 め ら れ る よ う に ， ス ピ ー チ発表会で 自 分 の 専 門 の 内容 に つ い
て簡単に説明す る 口 頭発表を 行 い， さ ら に レ ポ ー ト に ま と め る と い う プ ロ ジ ェ ク ト を学生 に 課 し て い る 。
こ の 活動 は， 一般 日 本語， コ ン ピ ュ ー タ ， そ し て 専門 の 学習 が一体 と な っ て 行わ れ る も の で あ る 。
具体的 に は， 留学生 は 自 分 の 専門 に つ い て ， 専門用語を調べ た り ， 必要な 情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト な ど
か ら 得 た り ， あ る い は必要 に 応 じ て 所属研究室の 指導教員 や学生 に 質問 し た り し た 上で， プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン 用 ソ フ ト を用 い て， プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を行 う 。 コ ー ス 修 了 時 に ス ピ ー チ 発表会を 開催 し ， 発表
を行 っ た 。
さ ら に ， 学生 は発表原稿 を も と に し て レ ポ ー ト を 作成 し ， 研修 コ ー ス 修 了 レ ポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て 発行 し た 。
4.5.2 ス ピーチ発表会
ス ピ ー チ 発表会 は， 第 16 期 は 2007 年 9 月 7 日 (金) に ， 第 17 期 は 2008 年 2 月 19 日 (火) に ， そ
れ ぞ れ午後 1 時半 よ り 開催 し た。 第 16 期 は 21 名 ， 第 17 期 は 31 名 の 出席者が あ っ た。 出席者 は 学生 の
指導教員 や セ ン タ ー に 関係 の あ る 教員， 学務部学生支援課留学支援室職員， ホ ス ト フ ァ ミ リ ー ， 日 本語
研修 コ ー ス の 修了生， 富 山 大学の留学生 お よ び 日 本人学生な ど で あ る 。
留学生 は ， 発表会 に 向 け て ， 指導教員， 同 じ 研究室の 先輩留学生， 日 本人学生 に 協力 し て も ら い な が
ら 熱心 に 準備 を 進 め た 。 授業時間以外 に も 発表 の 原稿 を チ ェ ッ ク し た り ， 教員 が原稿 を朗読 し テ ー プ に
吹 き 込ん だ も の を作成 し て 学生 に 渡す な ど し て ， 指導 に あ た っ た。
発表会 当 日 の 出席者か ら は， 学生の 発表技術や 内容を評価す る コ メ ン ト の ほ か， も っ と 多 く の 人 に 発
表 を 開 い て も ら い た い な ど， 発表会 の PR を 積極的 に 行 っ て は ど う か と い う コ メ ン ト が あ っ た。
4.5.3 修了 レポー ト 集作成
ス ピ ー チ 発表会で 口 頭発表を行 っ た 原稿 を も と に レ ポ ー ト を作成 し ， 修 了 レ ポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て 発行 し た。 留学生 は 各 自 の専門 に つ い て の レ ポ ー ト を作成 し た 他， 共通の 項 目 と し て ， 表紙， 目 次，
住所録， 写真 の ペ ー ジ な ど に つ い て 共同 で作成 し た。 学生た ち は そ れ ぞれ の 能力 を発揮 し ， 話 し 合 い を
l 進 め な が ら ， コ ン ビ ュ ー タ の 授業で学ん だ さ ま ざ ま な 文書 の 作 り 方な ど を 極 め て 能率良 く 活 か し， 完成
度 の 高 い文集 を 作 り 上 げ た 。
な お ， 前年度 ま で は そ れ ぞれ の 期 の 報告書 (本稿の 内容 に 相 当 ) と 留学生の レ ポ ー ト を 合 わ せ た 形 で，
期 ご と に 『 ら い ち ょ う 』 を発行 し て い た が， 2007 年度開講の コ ー ス か ら 留学生 の レ ポ ー ト の み を 集 め て ，
l 年 に 1 回， 4 月 開講の コ ー ス と 10 月 開講 の コ ー ス を合 わ せ た 形 で発行す る こ と と な っ た。
5 成績評価
初級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語j) に基づ く 定期試験 と 文字・ 漢字 の 試験 を 実施 し ，
中級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語j II ，  r J .Bridgej， r文化中級 日 本語j 1 ) に 基づ
く 定期試験 と 漢字お よ び外来語 の 試験 を 実施 し た。 ま た， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 原稿 と 発
表会 当 日 の 発表 を教員 が採点 し ， プ ロ ジ ェ ク ト の 成績を 出 し た。 コ ー ス 修 了 時 に ， 定期試験の 成績， 文
字 ・ 漢字等の 試験 の 成績， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト の成績を総合 し た も の を コ ー ス の 成績 と し て 出 し ， コ ー
ス へ の 出席率 も 含め た 成績表を作成 し て， 受講者本人 と 指導教員へ通知 し た。
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6 コ ー ス評価
日 本語研修 コ ー ス で は ， コ ー ス 改善 に 役立て る た め に ， コ ー ス 終了 時 に コ ー ス エ バ リ ュ エ ー シ ョ ン の
ア ン ケ ー ト を行 っ て い る 。 実施前 に ， 成績等 に は 全 く 影響 し な い こ と を伝え た 上で， 授業 の 内容， テ キ
ス ト ， 教師 の 教 え 方， コ ン ビ ュ ー タ 授業， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト ， 日 本人学生 と の 時間， ホ ー ム ス テ イ ・
ホ ー ム ピ ジ ッ ト な ど に つ い て ， 調査を行 っ た。 そ れ ぞ れ の 期 の コ ー ス 評価 の 結果 を 表 4 ， 表 5 に 示す。
表 4 第 1 6 期 コ ー ス評価
質問及び 回答結果
( コ ー ス全体)
コ ー ス は 役 に 立 っ た か
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :
忙 し い 3人， ち ょ う ど い い 1人
日 本語 は上達 し た か :
し た 2人， 普通 2人
( 日 本語の授業)
授業 は ど う だ っ た か
教科書 は ど う だ っ た か
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た か
教師の教え方 は ど う だ っ た か
( テ ス 卜 )
テ ス ト は ど う だ っ た か
テ ス ト は 多 か っ た か :
ち ょ う ど よ い 4人
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
日 本へ来 る 前 に
コ ン ビ ュ ー タ を使 っ た こ と が あ る か :
あ る 4人
メ ー ル や イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た こ と が あ る
か :
両方 4人
ど ん な ソ フ ト ウ ェ ア を 使 っ て い た か
Word 4人， Excel 4人， PowerPoint 2人
日 本語環境で使 っ た こ と が あ る か
あ る 1人， な い 3人
授業 は 役 に 立 っ た か
テ キ ス ト は ど う だ っ た か
教え方 は ど う だ っ た か
( 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト )
プ ロ ジ ェ ク ト は た い へ ん だ っ た か :
た い へ ん 2人， ふ つ う 2人，
プ ロ ジ ェ ク ト は役 に 立 っ た か
発表会 は 役 に 立 っ た か
自 由 意 見
- 先生 の 教 え 方 は と て も よ か っ た。
・ 日 本語 の 授業で勉強 し た こ と は 面 白 か っ た と 思
つ 。
- 漢字 の テ ス ト は た く さ ん あ っ た が， と て も よ か っ
fこ0
. 日 本語の勉強 に と て も 役 に 立 っ た。
- 日 本で 日 本語環境の コ ン ピ ュ ー タ を買 っ た が， 今
よ く で き る 0
・ コ ン ビ ュ ー タ の 授業 は よ か っ た。
- 新 し い こ と ば を 勉強 し た。
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(見学)
見学 は 楽 し か っ た か :
は い 4人
見学場所 は 適 当 だ っ た か :
は い 4人
見学の 時期 は適 当 だ っ た か :
は い 4人
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ き れ い な と こ ろ だ っ た 。 売薬資料館が楽 し か っ
fこ。
・ た く さ ん め ず ら し い部屋を 見 る こ と がで き た。
(ホ ー ム ス テ イ /ホ ー ム ピ ジ ッ ト )
[参加 し た 3人の み 回答]
ホ ー ム ビ ジ ッ ト は 楽 し か っ た か :
は い 3人
ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. 温泉へ行 っ た0
・ 子 ど も た ち がかわ いか っ た。 料理がお い し か っ た。
ホ ー ム ピ ジ ッ ト の 時期 は 適 当 だ っ た か :
は い 3人
( 日 本事情) ・ と て も むずか し L 、。 日 本人 は むずか し い こ と ば を
日 本人学生 と 一緒 に 勉強 す る の は ど う だ っ た | よ く 使 う の で。
か : I ・ 面 白 か っ た が， 日 本人 の 学生 の 数が ち ょ っ と 少 な
い と 思 う 0
・ 一緒 に 日 本語を勉強 し て 楽 し か っ た。
- 回答方法 は ， 5 段階 に よ る 評定 と 選択肢か ら 該当 す る 内容を選択す る も の と が あ る が， 回答結果 に
つ い て は 後者 の 結果の み を 掲載 し て い る 。
・ 自 由 意見 は 日 本語 ま た は 英語で記入 さ せ た 。 英語か ら 日 本語 へ の 翻訳， 日 本語 の 訂正 は コ ー デ ィ
ネ ー タ ー が行 っ た。
表 5 第 1 7 期 コ ー ス評価
質問及 び 回答結果 自 由 意 見
( コ ー ス全体) - 忙 し L 、 。
コ ー ス は役 に 立 っ た か - 日 本 に 来 る 前 に 日 本語が全然話せ な か っ た が， 今
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か : 日 本語が話せ る よ う に な っ た。
忙 し い 4人， ち ょ う ど い い 2人
日 本語 は上達 し た か :
し た 3人， 普通 2人， し な か っ た l人
( 日 本語の授業) - 日 本語の 授業 は大切 だ っ た。
授業 は ど う だ っ た か - 日 本 語 の 授 業 で 勉強 し た こ と は 面 白 か っ た と 思
教科書 は ど う だ っ た か つ 。
ノ 、 ン ド ア ウ ト は ど う fご っ た カ五 - た く さ ん の 役 に 立 た な L 、 ハ ン ド ア ウ ト を も ら っ
教 師 の 教 え 方 は ど う だ っ た か fこO
( テ ス ト ) - テ ス ト は 多 か っ た が， 大切 だ っ た。
テ ス ト は ど う だ っ た か - 日 本語 の 勉強 に と て も 役 に 立 っ た。
テ ス ト は 多 か っ た か : - テ ス ト の 問題 は あ い ま い だ っ た。 メ イ ン テ キ ス ト
多 い 3人， ち ょ う ど よ い 4人 の テ ス ト は全然良 く な か っ た。
qo 
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
日 本へ来 る 前 に
コ ン ビ ュ ー タ を使 っ た こ と が あ る か :
あ る 6人
メ ー ルや イ ン タ ー ネ ッ ト を使 っ た こ と があ る か :
両方 6人
どん な ソ フ ト ウ ェ ア を 使 っ て い た か
Word 6人， Excel 6人， PowerPoint 6人，
Publisher 1人， そ の 他 い ろ い ろ 1人
日 本語環境で使 っ た こ と が あ る か
あ る 3人， な い 3人
授業は 役 に 立 っ た か
テ キ ス ト は ど う だ っ た か
教え方 は ど う だ っ た か
( 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク 卜 )
プ ロ ジ ェ ク ト は た い へ ん だ っ た か :
た い へん 1人， ふつ う 5人
プ ロ ジ ェ ク ト は 役 に 立 っ た か
発表会 は 役 に 立 っ た か
(見学) [参加 し た 5人 の み 回答]
見学 は 楽 し か っ た か :
は い 5人
見学場所 は 適 当 だ っ た か :
は い 5人
見学の 時期 は 適 当 だ っ た か :
は い 5人
(ホ ー ム ス テ イ /ホ ー ム ビ ジ ッ 卜 )
ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い 6人
ホ ー ム ビ ジ ッ ト の 時期 は 適 当 だ っ た か :
は い 6人
- 日 本 に 来 る 前 に コ ン ビ ュ ー タ を使 っ た こ と が あ る
が， 日 本語で は 使 っ た こ と が な か っ た 。
- も っ と 練習 が あ っ た方が い い。
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ 全部 (3人)
・ 合掌造 り の 家
・ 売薬資料館
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. 日 本の お 茶
・ 着物 を 着 た 。
- 日 本の 文化が よ く 理解で き た 。
・ 富 山 県補聴器セ ン タ ー を見学 し た。
・ 食べ物が お い し か っ た し ， 文化 は 面 白 か っ た。
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( 日 本事情) I ・ と て も い い。
日 本人学生 と 一緒 に 勉強 す る の は ど う だ っ た | ・ 日 本人学生が少 し 少 な い と 思 う 。
カ瓦 : - と て も 楽 し か っ た。 で も 時間 が も っ と 多 い方が い
い と 思 う 。
・ 日 本の 学生は と て も 親切 だ と 思 う 。 日 本の 文化の
ク ラ ス は と て も 楽 し か っ た。 あ り が と う ご ざ い ま
し fこ。
- 回答方法 は， 5 段階 に よ る 評定 と 選択肢か ら 該 当 す る 内容を選択す る も の と が あ る が， 回答結果 に
つ い て は後者の結果 の み を掲載 し て い る 。
・ 自 由 意見 は 日 本語 ま た は 英語で記入 さ せ た。 英語か ら 日 本語へ の 翻訳， 日 本語 の 訂正 は コ ー デ ィ ネ ー
タ ー が行 っ た。
コ ー ス に つ い て の 評価 は ， こ の コ ー ス が 1 日 4 コ マ ， 75 日 の 集 中 コ ー ス と い う こ と も あ り ， 受講者
の 中 に は 同 時 に 研究活動 を進 め な が ら 受講 し て い る 留学生が い る た め ， ど う し て も ス ケ ジ ュ ー ルが忙 し
い と と ら え ら れ て し ま う 傾 向 が あ る 。 と は い え ， 第 16， 17 期 と も に ， コ ー ス は 役 に 立 っ た か と い う 問
い に 対 し て ， 5 段階評価 で も 平均 4.7 以上の 回 答 が得 ら れ て い る こ と か ら ， 受講者 の コ ー ス へ の 満足度
は 高 か っ た と 言 っ て よ い だ ろ う 。 自 己 の 日 本語 の 上達度 に つ い て の 問 い に は， 17 期 の 学生で 「上達 し
な か っ たJ と 答 え た 学生が い る が， こ の 学生 は ， ク ラ ス で の 様子や定期試験 で の 成績な どか ら 見て も 十
分 に 上達の あ と が う か が え る 学生 で あ っ た。 お そ ら く ， 自 己 の 能力 に つ い て 謙虚 に 判 断 し て 回答 し た か，
あ る い は 目 標 を 高 く 設定 し て 自 分 は そ こ ま で到達で き な か っ た と い う 評価 を も と に 回答 し た結果だ と 思
わ れ る が， こ う し た 学生 に 対 し て も 十分 な 達成感を 持 た せ る こ と がで き る よ う な 工夫 が必要 と 言え る だ
ろ う 。
日 本語 の 授業や テ ス ト に つ い て の 問 い で は， テ ス ト が多 く て 大変だ っ た と い う 回答 も 見 ら れ る が， そ
の 多 く は 自 己 の 日 本語学習 に 役 に 立つ も の と し て ， プ ラ ス に と ら え ら れ て い る よ う だ。 ま た ， 授業で配
布 さ れ る ハ ン ド ア ウ ト に つ い て， r役 に 立 た な し 、 ハ ン ド ア ウ ト を た く さ ん も ら っ た j と い う 自 由 記述 が
見 ら れ る 。 こ れ は 主 に 続習 で使 う タ ス ク シ ー ト の こ と を 指 し て い る と 思わ れ る が， ク ラ ス 内 で の 活動 に
お い て ， 場合 に よ っ て は そ の 目 的 や意図 を は っ き り と 示 し ， 受講者 に そ れ を理解 さ せ る 必要が あ る と 言
え る だ ろ う 。
コ ン ビ ュ ー タ の 授業や 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 概ね高 い評価 を 得て い る 。 最近で は ， 来 日
前 に 既 に 母語環境あ る い は 英語環境の コ ン ビ ュ ー タ を使 い こ な し て い る 留学生が多 く な っ て い る が， そ
れ で も コ ン ビ ュ ー タ の 授業へ の 評価 は 高 く ， そ れ だ け 日 本語環境 で の コ ン ビ ュ ー タ の 使用 が留学生 に
と っ て 困難 を伴 う も の だ と 言え る だ ろ う 。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト は， そ れ ぞ れ の専門 に つ い て 日 本語で
説明す る と い う プ ロ ジ ェ ク ト で あ る が， 短期間 で準備 を し な け れ ば な ら な い た め， そ れが大変だ と と ら
え ら れ て い る よ う で あ る 。 し か し ， プ ロ ジ ェ ク ト が役 に 立 っ た か と い う 問 い に つ い て も ， 第 16， 17 期
と も に 5 段階評価で平均 4.3 以上 の 回答 が得 ら れ て い る こ と か ら ， そ の 大変 さ は肯定的 に と ら え ら れ て
い る と 言え る 。
見学， ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト ， 日 本事情 に つ い て も 高 い評価が得 ら れ た。 特 に ， 教室以外の
場で習 っ た 日 本語を使 っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を し た り ， 日 本 の 文化 に つ い て 学ぶ機会 が あ っ た こ と に
つ い て ， よ か っ た と 感 じ て い る よ う で あ る 。 日 本事a情 に つ い て は， ど ち ら の 期 で も ， 日 本人学生の数が
少 な い と い う 意見 が見 ら れ る 。 日 本人学生 は こ の 授業 に は 国際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア と い う 形で参加 し
て い る が， 彼 ら に と っ て は単位の 出 な い授業で あ る こ と な ど も あ っ て， 異文化理解や留学生 と の交流 に
関心を持つ学生 を 多数確保す る の は難 し い状況が あ る 。 し か し ， 留学生 に と っ て は ， 身 に つ け た 日 本語
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で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す る 場で あ っ た り ， そ れ ぞれ の 文化 に つ い て相互に理解 し 合 う い い場で あ る と
と ら え ら れ て い る の で， こ う し た 活動 に 関心を持つ 日 本人学生 を い か に し て確保 し て い く か と い う こ と
も 課題 の 一つ で あ る と 言え よ う 。
7 おわ り に
富 山 大学留学生 セ ン タ ー は設置か ら 8 年が経過 し た。 大学院入学前予備教育 ・ 日 本語研修 コ ー ス も ，
2008 年 3 月 に は第 17 期生 を送 り 出 し ， こ れ ま で に 文部科学省か ら の 配置学生， 学 内措置 に よ る 受講者
を 合 わ せ て 1 16 人が修了 し て い る 。
日 本語研修 コ ー ス と 日 本語課外補講の 一部 の 授業 の 合 同 開講開始か ら 2 年が経過 し ， 合 同 ク ラ ス と 単
独 ク ラ ス で， そ れ ぞ れ の 利 点 を 生 か し た 指導が行 え る よ う に な っ て き た。 2008 年度 に は さ ら に 合 同 ク
ラ ス の 数が増え る こ と に な り ， そ れ ぞれ の ク ラ ス の 利点を生か し つ つ ， 個 々 の 学生 の 力 を ど の よ う に 伸
ば し て い く かが今後 の 課題 に な る と 言え る だ ろ う 。
日 本語研修 コ ー ス は， こ れ ま で 17 期 に わ た っ て コ ー ス を 開講 し て き た が， こ の 間 に コ ー ス の 状況 も
少 し ず つ 変化 し て き て い る 。 こ う し た 中 で， 学 内 の よ り 多 く の ニ ー ズ に 応 え ら れ る よ う に ， 2008 年度
に は 学 内 の ニ ー ズ調査 を実施す る 計画 で あ る 。 こ の ニ ー ズ調査の 結果 を も と に し な が ら ， よ り 質 の 高 い
コ ー ス を提供 し て い け る よ う ， コ ー ス の 内容を考え て い き た L 、。 ま た ， 状況の変化に と も な っ て ， こ れ
ま で の 受講者 に は な か っ た 問題が生 じ て く る 可能性 も あ る 。 そ う し た 問題 に も 瞬時 に 対応で き る よ う に ，
セ ン タ ー 教員， コ ー ス 担 当 非常勤講師 を は じ め， 受講者 の 指導教員 や事務系職員 と も 連携 を密 に し て 指
導 に あ た っ て い き た L 、。
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日本語課外補講報告 (2007 年 4 月 ，_ 2008 年 3 月 )
漬由美和
1 は じ め に
日 本語課外補講 は ， 富 山 大学 に 在籍す る 外国人留学生及 び外国人研究者で あ れ ば誰で も 受講で き る プ
ロ グ ラ ム で あ る 。 日 常生活や大学で の 学習 ・ 研究活動 に 必要 な 日 本語 の 習 得 を 目 指 し て ， 初級， 中級，
上級の 3 つ の レ ベ ル別 ク ラ ス ， 及 び， 中 級 ・ 上級 ク ラ ス の共通科 目 「漢字J を 開講 し て い る 。 2007 年度 は ，
前期 (2007 年 4 月 - 9 月 ) と 後期 (2007 年 10 月 - 2008 年 3 月 ) に そ れ ぞ れ 15 週間開講 し た。
以下， 2007 年度の 日 本語課外補講の 実施状況 に つ い て 報告す る 。 な お ， 2005 年 10 月 に 富 山 大学 (五
福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山医科薬科大学 (杉谷キ ャ ン パ ス ) ， 高岡短期大学 (高 岡 キ ャ ン パ ス ) の 3 大学が再
編 ・ 統合 し た こ と に よ り ， 富 山 大学で実施 さ れ て い る 日 本語課外補講 は ， 五福 キ ャ ン パ ス に お い て留学
生 セ ン タ ー が実施す る も の と ， 杉谷キ ャ ン パ ス に お い て 医学部所属 の 日 本語 ・ 日 本事情担 当 教員 が 中心
と な り 実施す る も の と の 2 つ と な っ た が， 本稿で は， 五福 キ ャ ン パ ス で留学生 セ ン タ ー が実施 し て い る
日 本語課外補講 に つ い て 報告す る 。
2 受講者
前期 の 受講者 は， 初級 ク ラ ス が 7 人， 中級 ク ラ ス が 16 人， 上級 ク ラ ス が 31 人 だ っ た。 後期の 受講者
は ， 初級 ク ラ ス が 9 人， 中級 ク ラ ス が 6 人， 上級 ク ラ ス が 26 人だ っ た。
2007 年度 は ， 前期 と 後期 を あ わ せ て ， 外国人留学生 73 人 (大学院生 25 人， 研究生 17 人， 特別聴講
学生 15 人， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 7 人， 特別研究学生， 科 目 等履修生各 4 人， 学部生 1 人) ， 及 び，
外国人客員研究員 1 人， 計 74 人が 日 本語課外補講を 受講 し て い る 。 な お ， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生，
及 び， 協定校か ら の 短期留学生 に つ い て は， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス で 開講 し て い る 科 目 を， 総合 日
本語 コ ー ス の 科 目 と し て 受講 し て い る (詳細 は， 総合 日 本語 コ ー ス 報告， 短期留学生報告 を参照)。
74 人 の 国 ・ 地域別 の 内訳 は ， 中 国 53 人， 韓国 9 人， ロ シ ア 5 人， イ タ リ ア ， イ ン ド ネ シ ア ， ウ ズ ベ
キ ス タ ン ， タ イ ， フ ィ ン ラ ン ド， ハ ン ガ リ ー ， マ レ イ シ ア 各 l 人 と な っ て い る 。 ま た ， 所属別 の 内訳 は ，
人文学部 21 人， 理工学教育部 17 人， 経済学部 8 人， 工学部 7 人， 経済学研究科， 生命融合科学教育部
各 5 人， 人開発達科学部 4 人， 理学部 3 人， 教育学研究科， 理工学研究科， 和漢薬総合研究所， 高 岡短
期大学部各 1 人 と な っ て い る 。
3 授業担当者
前期， 後期 と も に ， セ ン タ ー 専任教員 2 人 (加藤扶久美， 漬 田 美和) ， 及 び謝金講師 ( 日 本語研修 コ ー
ス と の 合 同授業 に つ い て は 非常勤講師) 9 人 (岩本阿 由 美， 遠藤祥子， 高 島 智美， 中 河和子， 永 山 香織，
深川美帆， 藤 田佐和子， 松 岡裕見子， 横堀慶子) が授業を 担 当 し た。 漬 田 美和が コ ー デ ィ ネ ー ト を行 っ た。
4 授業 日程
前期 は 4 月 12 日 (木) - 7 月 31 日 (火) を授業期間 と し た が， 7 月 2 日 (月 ) - 7 月 4 日 (水) の
間， 麻疹対応の た め に 全学臨時休講 と な っ た。 こ の 休講分 の 補講を実施す る た め， ス ケ ジ ュ ー ル の 調整
を行い， 8 月 1 日 (水) - 3 日 (金) に も 授業 を 行 っ た。
後期 は 10 月 12 日 (金) - 2 月 13 日 (水) を 授業期 間 と し た。 12 月 25 日 (火) - 1 月 4 日 (金)
は冬季休業， 1 月 18 日 (金) は 大学入試セ ン タ ー 試験準備 日 の た め， 休講 と し た。
学期 ご と に ， 留学生 セ ン タ ー専任教員 5 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 演 目美和， 深津の ぞ
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み) が オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 前期 は 4 月 1 1 日 (水) ， 後期 は 10 月 1 1 日 (木) に オ リ エ ン テ ー
シ ョ ン を 開催 し た。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 案 内 は， 留学生 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲載す る 他， 日 本
語， 英語， 中 国語の 3 カ 国語表記で作成 し た ポ ス タ ー を五福 キ ャ ン パ ス 内 の 各学部及 び留学生セ ン タ ー
談話室 に 掲示 し ， ま た ， 学期初 め に 発行 さ れ る 留学生 セ ン タ ー ニ ュ ー ス の 掲示板で も 紹介 し た。 留学生
セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ で は， 時間割や授業概要 の 関覧， そ れ か ら ， 受講 申請書 と ふ り が な 入 り の 時間
割 も PDF フ ァ イ ル と し て ダ ウ ン ロ ー ド で き る よ う に な っ て い る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 受講希望
者一人一人 と セ ン タ ー 専任教員 が面接 し ， 受講者の 日 本語の習熟度 に 応 じ た ク ラ ス を 紹介 し ， 受講 申請
書 の 提 出 に よ り ， 登録を 行 っ た。 た だ し ， 来 日 時期が遅れ る 学生等 に つ い て は， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が面
接 を 行 っ た上で， 開講期 間 の 途 中 か ら の 受講 も 認め た。
5 授業内容
5. 1  時間割
前期， 後期 と も に 週 25 コ マ 授業を 行 っ た。 2007 年度の 時間 割 は 表 1 の 通 り で あ る 。
表 1 2007 年度前 ・ 後期 日 本語課外補講時間割
上級 ク ラ ス
聴解 (深) I [ )
!?l一2
ト
3一4
水
聴解 (潰 田 )
コ ン ピ ュ ー タ に よ る 作文 (松 岡)
会話 (松 岡)
読解 1 (藤 田 )
文法 (遠藤)
文法 (遠藤)
文法 1 (永 山 )
文法 1 (永 山 )
読解 II (遠藤)
日 本文化 ( 中河)
木
文法 (高 畠 )
文法 (高 畠 )
* 1 限 8 :45 - 10:15， 2限 10:30 - 12:00， 3限 13:00 - 14:30， 4 限 14:45 - 16:15 
* 網掛けの授業科 目 は， 日本語研修コー スとの合同授業
5.2 初級ク ラ スの授業内容
前期， 後期 と も に ， 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で毎 日 午前中 2 コ マ の 「文法」 の 授業 と 午後 に 週 l コ マ 「聴
解」 の授業を行 っ た。 な お， 後期 に つ い て は， 毎 日 日 本語 の 授業 に 出 席す る こ と が困難 な 学生 の た め に ，
週 2 コ マ (月 曜 日 と 水曜 日 の 2 限) の 別 ク ラ ス を設 け ， そ の 時間， 他 の 学生 は 日 本語研修 コ ー ス の ク ラ
ス に 参加 さ せ た 。
週 刊 コ マ の 「文法」 の 授業で は， r み ん な の 日 本語 初級Jl I ， II ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) を メ
イ ン テ キ ス ト と し て ， テ キ ス ト を 1 日 l 課な い し は 2 日 に 1 課の ペ ー ス で初級文型 の 導入及 び そ の 定着
の た め の 練習 を 行 っ た。 授業 の 最初 に ， r毎 日 の 発音練習Jl (独 自 開発教材) を 用 い た 発音練習 も 適宜取
り 入 れ た。 ま た ， r留学生 の た め の 毎 日 の KANJIJl Vol. 1 (独 自 開発教材) を 用 い て， 第 5 週 か ら 週
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2 - 3 回， 1 固 に 6 字， 計 120 字 の 漢字を導入 し た。
表 2 初級 ク ラ ス 「文法J CWみんなの日 本語 初級.11) の授業進度
1 課- 4 課
5 課- 7 課
8 課- 1 1 課
12 課- 14 課
15 課- 18 課
19 課- 22 課
23 諜- 26 課
27 課- 29 課
1 課- 6 課試験
7 諜- 12 課試験
13 課- 18 課試験
19 課- 25 課試験
30 課- 32 課
33 課- 35 課
36 課- 38 課
39 課- 4 1 課
42 課- 45 課
46 課- 48 課
49 課- 50 課
復習
26 課- 32 課試験
33 課- 38 課試験
39 課- 45 課試験
日
3
本
級
語
模
能
擬
力
試
試
験
験
後期 に 特別 に 設 け た 週 2 コ マ の 「文法」 の 授業 で は， r JAPANESE FOR BUSY PEOPLEJ 1 (講
談社 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル) を メ イ ン テ キ ス ト と し て ， 1 日 の 授業で l 課進むペ ー ス で初級文型 の 導入及
び会話力 を伸 ばす た め の 練習 を 中心 に 行 っ た。
「聴解」 の 授業 で は ， 前期 は 受講者が初級後半 レ ベ ルで， 文法 を 不得手 と す る 学生 で あ っ た た め， 授
業 内 容 を 変更 し ， r ど ん な と き ど う 使 う 日 本語表現文型 200 初 ・ 中級J ( ア ル ク ) を 用 い， 主 と し て 文
法の確認 を 行 っ た。 後期 は， W毎 日 の 聞 き 取 り 50 日 』 上， 下 (凡人社) ， r絵 と タ ス ク で学ぶ 日 本語J (凡
人社) ， r わ く わ く 文法 リ ス ニ ン グ 99J (凡人社) ， r楽 し く 聞 こ う J 1 ，  II (凡人社) ， r 日 本語 き い て は
な し て J V 01. 1 ，  V 01. 2 ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ) ， mituational Functional JapaneseJ Vo1. 1 ，  Vo1. 2 ， 
Vo1 . 3 (凡人社) の テ ー プ を 用 い ， 初級 ク ラ ス 「文法J (rみ ん な の 日 本語 初級J) の 授業進度 に 合 わ せ
て ， 聴解練習 を 中心 に 行 っ た。
5.3 中級ク ラ スの授業内容
前期， 後期 と も に ， 週 3 日 ， 午前 中 2 コ マ の 「文法」 の 授業 と ， 1 コ マ の 「聴解」 の授業を行 っ た。
「文法 1 J の 授業で は， r 中級へ行 こ う 日 本語 の 表現 と 文型 59J ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) を テ キ ス
ト と し て ， 1 日 ( 2 コ マ ) の 授業で 1 諜進むペ ー ス で， 中級の文法事項を 習得す る と と も に 会話や作文
の 練習 な ど も 行 っ た。
「文法 IIJ の 授業で は ， r ジ ェ イ ・ ブ リ ッ ジ J (凡人社) を テ キ ス ト と し て， 3 日 ( 6 コ マ ) の授業で
1 諜進むペ ー ス で， 中級の 文法事項を習得 し ， そ れ ら を大学生活で遭遇す る 場面や様 々 な ト ピ ッ ク に 合
わ せ て ， 運用 で き る よ う 会話練習 な ど も 行 っ た。
「聴解」 の 授業で は， 前期 は 「毎 日 の 聞 き 取 り 50 日 中級J 上 (凡人社) ， 後期 は 『新 ・ 毎 日 の 聞 き 取
り 50 日 中級』 上 (凡人社) を テ キ ス ト と し て ， 1 回 の 授業で 2 課進 むペ ー ス で聴解練習 を す る と と も に ，
『留学生 の た め の 毎 日 の KANJU Vo1. 2 (独 自 開発教材) を 用 い て ， 語葉 ・ 漢字 の 確認 の た め の 小 テ
ス ト を 毎 回 の 授業で実施 し た。
5.4 上級ク ラ スの授業内容
前期， 後期 と も に ， I読解」 の授業を週 2 コ マ， I コ ン ピ ュ ー タ に よ る 作文J， I聴解J， I会話J， I 日 本
文化」 の 授業を そ れ ぞ れ週 l コ マ 行 っ た。
「読解」 の 授業 は， I読解 1 J と 「読解 IIJ の 2 科 目 を設 け， I読解 1 J は 『生 き た 素材で‘学ぶ 中級か
ら 上級へ の 日 本語J ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ) を テ キ ス ト と し ， 発音 の 指導， 表現や文型練習 な ど も 取 り 入
れ な が ら 読解練習 を 行 っ た。 学期 ご と に テ キ ス ト の 奇数ユ ニ ッ ト ， 偶数ユ ニ ッ ト に 分 け ， 2 期続 け て 受
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講す る と ， テ キ ス ト を 全 て 終 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 「読解 IIJ は， 専門書 の 他 に ， 現代 日 本社会
の 問題 を扱 っ た新聞記事， 文学作品， 教養書な ど の 生教材 を利用 し ， 初 め に 論理構成を把握 さ せ， 効率
的 な 読 み の 練習 を心が け た。 ブ ッ ク レ ポ ー ト 作成 の 練習 も 行 っ た。
「 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 作文」 の 授業で は， コ ン ビ ュ ー タ を 使用 し な が ら ， レ ポ ー ト や論文 を 書 く 際 に
必要 と な る 論理的 な 文章 の 書 き 方の練習 を 行 っ た 。 『大学 ・ 大学院留学生の 日 本語 2 作成編j ( ア ル ク ) ，
『大学 ・ 大学院留学生 の 日 本語 4 論文作成編j ( ア ル ク ) を 参考書 と し ， 練習 問題等 は ワ ー プ ロ 文書で
提供 し た。
「聴解」 の 授業で は， 日 本語の聴解教材 と あ わ せ て ， テ レ ビ や ラ ジ オ ， イ ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な メ デ ィ
ア を用 い て ， 大学生活や 日 常生活 に 必要な 聴解続習 を行 っ た。
「会話」 の 授業で は， ロ ー ル プ レ イ を通 し て の 会話練習 を 中心 に ， 大学生活や 日 常生活で 出会 う 場面，
状況で の 会話力 を伸 ばす練習 を行 っ た。 ま た ， ア カ デ ミ ッ ク ・ ジ ャ パ ニ ー ズ に 必要 な ス ピ ー チ や討論の
基礎力 を つ け た。
「 日 本文化」 の 授業で は， テ レ ビ番組， ア ニ メ 映画， 漫画， 新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ
ア を通 じ て ， 教育， 仕事へ の 意識， ジ ェ ン ダ ー ， ポ ッ プ カ ル チ ャ ー と い っ た現代 日 本社会の 問題を考え た。
5.5 中級 ・ 上級 ク ラ ス共通科目 「漢字」 の授業内容
「漢字」 は， 中 級 ・ 上級 ク ラ ス の 共通科 目 と し て ， 前期， 後期 と も に 週 1 コ マ 授業 を 行 っ た。 テ キ
ス ト に は rBASIC KANJI BOOKj Vol. 1 ，  Vol . 2 ，  nNTERMEDIATE KANJI BOOKj Vol. 1 ，  
Vol. 2 (凡人社) を使用 し た。 非漢字 圏 の 学生 に は ， 読 み方， 書 き 方及 び意味 ・ 用 法 の 全体 的 な 指導
を行い， 漢字圏 の 学生 に は， 読み方 と 意味 ・ 用法の確認 を 中 心 に ， 長文の 中 の 漢字を理解す る た め の練
習 も 行 っ た 。 様 々 な レ ベル の 学習者が い る た め， 一斉授業で は な く ， 時間 を 区切 っ て そ れ ぞ れ の レ ベル
に 合 わ せ た 指導 を行 っ て い る 。 前期 は ， レ ベ ル別指導の サ ポ ー ト の た め に ， 人文学部 3 年生の上野理紗
さ ん に ア シ ス タ ン ト と し て授業 に 参加 し て も ら っ た。 ま た ， 毎 回 の 授業で， 定着の た め の 確認 テ ス ト を
行 っ た。
6 試験
初級 ク ラ ス で は， 7 回 の 定期試験 と 最後 に 日 本語能力試験 3 級の 模擬試験 を実施 し た。 定期試験 の 内
容 は ， 筆記試験， 会話試験 (前期 の み) ， 聴解試験で， い ず れ の 試験 も 日 本語研修 コ ー ス 初級 ク ラ ス と
同 じ も の を使用 し ， 試験 日 は 日 本語研修 コ ー ス の 授業担当者 と 協力 し な が ら 実施 し た。 中級 ク ラ ス で は，
「文法 1 J と 「聴解」 で は期末試験 の み を実施 し ， 1文法 IIJ で は 中 間試験 と 期末試験の 2 聞 の 定期試験
を実施 し た。 上級 ク ラ ス で は， 毎週 出席で き な い受講者 も い る た め， 期末試験 は授業科 目 ご と に 実施す
る か ど う か を 決め て い る 。 2007 年度 は 「読解 1 J 1聴解J 1会話」 及 び 中級 ・ 上級 ク ラ ス の 共通科 目 「漢
字J の 授業で期末試験 を実施 し た。 試験を実施 し な い授業科 目 に お い て も ， 授業担当者が授業 中 の 学生
の 様子を も と に ， コ ー ス 終 了 時 の 日 本語力 を ， 使用 教材の レ ベ ル に 即 し て 5 段階評価で記録 し て い る 。
7 授業評価
日 本語課外補講の 受講者 に 対 し て ， 授業内容 と カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト 調査を前期 と 後期 の
授業期 間 中 に 実施 し た。 授業 内容 に 関す る ア ン ケ ー ト は ク ラ ス 別 に 集計 し ， カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン
ケ ー ト は 回答者全員分を ま と め て 集計 し た。
授業内容 に 関 す る ア ン ケ ー ト の 実施方法 は ク ラ ス に よ り 少 し 異 な る 。 初級 ク ラ ス に つ い て は， 聴解の
授業 は文法 の 授業 と 関連 さ せ， 文法の 授業で導入 し た 文型 の 応用 ， 復習 の た め の 聴解練習 を 行 っ た た め，
初級 ク ラ ス の 授業を全て ま と め た形 で ア ン ケ ー ト を実施 し た。 中級 ク ラ ス ， 上級 ク ラ ス ， 中級 ・ 上級 ク
ラ ス の 共通科 目 「漢字」 に つ い て は， 各科 目 で異な る テ キ ス ト を用 い， 全て の 科 目 を取 ら な い学生 も 多
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い た め， 科 目 ご と に ア ン ケ ー ト を実施 し た。 文法 の授業は複数 の 教員 が担当 し て い る が， 授業内容， レ
ベ ル， 教科書 は 同 じ で あ る た め， ま と め て 実施 し た。 表 3 に 前期初級 ク ラ ス ， 表 4 に 前期 中級 ク ラ ス ，
表 5 に 前期上級 ク ラ ス ， 表 6 に 後期初級 ク ラ ス ， 表 7 に 後期 中級 ク ラ ス ， 表 8 に 後期上級 ク ラ ス の 授業
内容の ア ン ケ ー ト 集計結果 を ま と め た。 中級 ・ 上級 ク ラ ス の 共通科 目 「漢字」 は， 上級 ク ラ ス の 受講者
が多 い た め， 上級 ク ラ ス に 入 れ て 集計 し た。 授業内容 に 関す る ア ン ケ ー ト で は， 中級， 上級 ク ラ ス に つ
い て は， 1 人の 学生が複数の 授業科 目 に 答 え て い る た め， 括弧 内 の 人数 は L 、ずれ も 延べ人数 を表す。 評
点 は 5 段階評価 で， 値が大 き い ほ ど良い評点 で あ る こ と を示す。 「 と て も よ か っ た 」 を 5 点， I よ か っ た」
を 4 点， Iふつ う 」 を 3 点， I あ ま り よ く な か っ た 」 を 2 点， I全然 よ く な か っ た」 を 1 点 と し て ， そ の
平均点 を 出 し た も の で あ る 。
カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト 調査 は ， 1 人の 学生が 1 回 の み 回答す る こ と に な っ て い る 。 表 9 に
前期， 表 10 に 後期 の 結果 を ま と め た。
な お， 自 由 記述 に つ い て は 一部英語で の 回答 も あ っ た が， こ れ に つ い て 筆者が 日 本語 に 翻訳 し た。 ま
た， 日 本語 の 表記や助詞等の 間違 い は修正 し て 掲載 し た。
表 3 前期初級 ク ラ ス の 授業内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 4 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由 記述
1 . 授業内容 - い ろ い ろ な 話や文法や文化な ど を勉強 し た の で、 お も し ろ
と て も よ か っ た ( 4 人) い と 思 い ま す。 (文法)
よ か っ た ( 0 人) 5.0 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
2 . 授業の レ ベ ル
ち ょ う ど よ か っ た ( 2 人)
よ か っ た ( 1 人) 4.3 ふつ う ( 1 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
3 . 授業の 進度
ち ょ う ど よ か っ た ( 2 人)
よ か っ た ( 2 人) 4.5 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
4 . 教科書 ・ プ リ ン ト - 一つ の 諜が短 く て 良か っ た。 (聴解)
と て も よ か っ た ( 4 人)
よ か っ た ( 0 人) 5.0 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
5 . 教 え方
と て も よ か っ た ( 4 人)
よ か っ た ( 0 人) 5.0 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
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6 . ど の ぐ ら い 出 席 し た か
80% - 100% ( 3 人)
60% - 80% ( 1 人)
40% - 60% ( 0 人)
20% - 40% ( 0 人)
0 % - 20% ( 0 人)
7 . 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た ( 1 人)
す こ し し た ( 3 人)
ぜ ん ぜ ん し な か っ た ( 0 人)
欠席 し た 理 由
- 専門 の 授業や ゼ ミ が あ っ た か ら ( 2 人)
- 予習 や 復習 を し た ほ う が い い と 思 い ま す。 (文法)
表 4 前期中級 ク ラ ス の授業内容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 1 9 人)
質問項 目 ( 回答者数) 評点 自 由 記述
1 . 授業 内容 - 生活 に 関す る こ と が ち ょ っ と 少 な い。 (文法 D
と て も よ か っ た ( 7 人) - お も し ろ い です。 (聴解)
よ か っ た (1 1 人) 4.3 - 先生 が と て も 親切 で す。 学生が も し 質 問 が あ っ た ら 、 一ふつ う ( 1 人) 般 的 に ま じ め に 答 え て く れ ま す。 本 当 に あ り が と う ご ざ
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人) い ま す。 ご苦労様です。 (聴解)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
2 . 授業の レ ベ ル
ち ょ う ど よ か っ た ( 6 人)
よ か っ た (1 1 人)
ふつ う ( 1 人) 4.3 
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
無回答 ( 1 人)
3 . 授業の 進度
ち ょ う ど よ か っ た ( 8 人)
よ か っ た け 人)
ふつ う ( 1 人) 4.4 
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
無回答 ( 1 人)
4 . 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た ( 6 人)
よ か っ た (1 1 人)
ふつ う ( 1 人) 4.3 
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
無回答 ( 1 人)
5 . 教え方 - 先生 が や さ し く て ， 教 え方 も お も し ろ く て よ か っ た。 (聴
と て も よ か っ た (15 人) 解)
よ か っ た ( 3 人)
ふつ う ( 0 人) 4.8 
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜん よ く な か っ た ( 0 人)
無回答 ( 1 人)
6 . ど の ぐ ら い 出席 し た か 欠席 し た 理 由
80% - 100% (16 人) - 専 門 の 授業 や ゼ ミ が あ っ た か ら ( 6 人)
60% - 80% ( 2 人) - ア ルバ イ ト が あ っ た か ら ( 1 人)
40% - 60% ( 1 人)
20% - 40% ( 0 人)
0 % - 20% ( 0 人)
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7 . 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た ( 6 人)
す こ し し た (13 人)
ぜ ん ぜ ん し な か っ た ( 0 人)
そ の 他
- 復習 は大切です。 (文法 1)
・ 私 は 今一番大切 な 勉強 は， 日 本留学試験 の 準備 で す。 そ
の た め ， 予習 と 復習 の 両方 は 少 し 大変 で す。 で も ， 私 は
で き る だ け試験の 復習 を す る よ う に し ま し た。 (聴解)
・ 日 本の文化を理解 し た い の で， ち ょ っ と こ れ に 関す る 内容が増え た ほ う が い い と 思 い ま すo (文法 1)
・ 先生が と て も 真剣 で， 親切です。 私 は 2007 年度後期 の 授業 も 受 け よ う と 思 い ま す。 (文法 1)
・ 私 は こ の 授業を習 い 続 け よ う と 思 い ま す。 も し 後期 に こ の授業が あ っ た ら ， ぜ ひ来 る こ と に し ま す。
授業の レ ベ ル は い い です。 な お ， 先生 の 教え 方 は留学生 に 対 し て と て も 役立 ち ま す。 こ の 授業 の 二
人 の 先生 は 親切で， ま じ め な 先生 だ と 思 い ま す。 (文法 II)
・ も し 今 よ り 日 本 の 文化の こ と を 多 く 扱 っ た ら ， 授業が お も し ろ く な り ま す。 (文法 II)
・ も う 少 し 日 本の 映画や ド ラ マ な ど を 放映 し た ほ う が い い です。 (聴解)
・ 私 は必ず今後 こ の 授業 に 来 て ， 聞 き 続 け る と 思 い ま す。 も っ と 勤勉 に 学習す る と 思 い ま す。 こ の 授
業 は 日 本語 の 進歩 に と て も 役立 ち ま す。 先生方み ん な に と て も 感謝 し ま す。 (聴解)
表 5 前期上級 ク ラ ス の授業内容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 31 人)
質問項 目 (回答者数)
1 . 授業内容
と て も よ か っ た (25 人)
よ か っ た ( 6 人)
ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
2 . 授業の レ ベル
ち ょ う ど よ か っ た (21 人)
よ か っ た ( 7 人)
ふつ う ( 3 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
3 . 授業の 進度
ち ょ う ど よ か っ た (18 人)
よ か っ た (10 人)
ふつ う ( 2 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 1 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
4 . 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (19 人)
よ か っ た (12 人)
ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
5 . 教え方
と て も よ か っ た (26 人)
よ か っ た ( 5 人)
ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
評点
4 .8 
4 .6  
4 . 5  
4 .6  
4 .8  
自 由 記述
・ 現代 の 話題が多 く て よ か っ た。 今 ま で全 く わ か ら な か っ た
こ と ( シ ッ ク ハ ウ ス 症候群， セ カ ン ド ラ イ フ な ど) に つ い
て も い ろ い ろ 分か る よ う に な っ て き た。 (読解 II)
・ 今 ま で勉強 し た 内容は本当 に 役立つ と 思 う 。 (作文)
・ ニ ュ ー ス や講義な ど に つ い て の 内容 を 聞 い て と て も 役 に 立
ち ま し た。 (聴解)
・ よ く 使 う 語葉や会話な ど を教え て も ら っ た の で， よ か っ た
と 思 う 。 (会話)
・ 最初 は ち ょ っ と 難 し か っ た です が， ち ゃ ん と 予習す る よ う
に な っ て か ら ち ょ う ど よ く な り ま し た。 (読解 11)
・ 私 に と っ て は ち ょ う ど い い と 思 う 。 特 に 初 め は基本知識か
ら 勉強 し て ， 徐 々 に 難 し く な る の が よ か っ た と 思 う 。 (作文)
・ 上級 の レ ベ ル に 合 っ て ， よ か っ た と 思 う 。 (会話)
・ 少 し 難 し い と こ ろ も あ っ た け ど， そ れ も い い勉強 に な っ た
か も し れ ま せ ん。 (会話)
・ 先生 は 話す速度や授業の ペ ー ス が そ ん な に は や く な い し，
ゆ っ く り 練習で き る と 思 う 。 (作文)
・ 遅す ぎ た。 ち ょ っ と (文法 的) 講義部分 を 少 な く て し て ，
あ る い は早 く し て ， も っ と 後 の 授業み た い な 長 い文章を 多
く 書 き た い です。 (作文)
・ 注意不足 な の で， 時 々 速す ぎ で し た。 (会話)
・ 非常 に 面 白 い テ ク ス ト を読ん で， さ ら に そ れ を 映像で見 る
の で あ り が た い です。 (読解 11)
. 読み物 と DVD を 合 わ せ て 話題 を や っ た の が よ か っ た と 思
い ま し た。 (読解 11)
・ 教科書が あ っ た ら ， も っ と い い と 思 う 。 (読解 II)
・ 毎週決 ま っ た テ ー マ で書 く の で混乱 し な い と 思 う 。 教材 も
循環的 に 続 い て す る か ら ， よ か っ た と 思 う 。 (作文)
・ 練習 や課題 に 使 っ て い る 教科書な どを知 り た い です。 (作文)
・ 先生 の 話 し 方 や 教 え 方 な ど が は っ き り し て い る の で， よ
か っ た と 思 う 。 (作文)
・ 一人一人 の 長所， 問題点 を気づ か せ て く だ さ っ て ， あ り が
と う ご ざ い ま す。 (作文)
・ わ か り や す い し ， 授業以外 の こ と も 教 え て も ら っ た の で，
と て も よ か っ た。 (会話)
・ 色 々 な こ と に つ い て説明 し て ， 学生 の こ と ば も や さ し く 直
し て く れ て ， 一つ の 授業 の 中 で も 色 々 な ト ピ ッ ク に つ い て
会話がで き る 。 (会話)
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6 . ど の ぐ ら い 出席 し た か
80% �  100% (21 人)
60% �  80% ( 9 人)
40% �  60% ( 0 人)
20% �  40% ( 1 人)
o % �  20% ( 0 人)
7 . 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た (10 人)
す こ し し た (16 人)
ぜ ん ぜ ん し な か っ た ( 5 人)
そ の 他
欠席 し た 理 由
- 専 門 の 授業 や ゼ ミ が あ っ た か ら ( 8 人)
- ア ルバ イ ト が あ っ た か ら ( 2 人)
- 病気 の た め ( 2 人)
- 他の 課題で ち ょ っ と 忙 し か っ た ( 1 人)
- 修了 レ ポ ー ト を書 い て い て ( 1 人)
・ 専門 の ゼ ミ の た め ， 時 々 参加 で き な く て 残念 で し た 。 来期機会が あ れ ば， で き る だ け 参加 し ま す。
(読解 1)
・ と て も お も し ろ か っ た と 思 い ま すo (読解 II)
・ 作文 の 授業内容を も っ と 多 く し て ほ し L 、 。 練習 も た く さ ん し た L 、 。 (作文)
・ い い授業だ っ た と 思 う 。 (作文)
・ こ の 授業の お か げで， 論文 を書 く た め の 能力 が高 ま っ た と 思 う 。 今 回 日 本 に 来 る 前 に ， 作文 な ど を
書 く 時， い つ も 緊張 し て ， 間違 い やす か っ た。 こ の 授業を 受 け て ， 自 信を得 る よ う に な っ た。 (作文)
・ 一人一人の 学生 の レ ベ ル に 合 わ せ て く だ さ っ て よ か っ た です。 (作文)
・ も っ と 自 分で書 く 部分が多 か っ た ら ， よ か っ た と 思 い ま す。 ほ か は 授業 の 内容 も よ か っ た し ， 先生
も や さ し か っ た の で， 楽 し く い い勉強 に な り ま し た。 (作文)
・ 聴解 の 練習 で， 日 本 の ニ ュ ー ス を 聞 い た り し て ， 日 本文化や経済な ど に 対す る 理解が深 く な り ま し
た 。 と て も よ か っ た です。 (聴解)
・ 最高 の 授業です。 (会話)
・ こ の 授業 は 私 に と っ て と て も 役 に 立 ち ま し た 。 先生 と ア シ ス タ ン ト の 学生 は と て も 親切 で し た 。
(漢字)
・ い い勉強 に な り ま し た。 (漢字)
表 6 後期初級 ク ラ ス の授業内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 4 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由 記述
1 . 授業 内容 - ビ デオ の 資料を何回 も 見 た い です。 (み ん な の 日 本語)
と て も よ か っ た ( 4 人)
よ か っ た ( 0 人) 5.0 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
2 . 授業の レ ベ ル
ち ょ う ど よ か っ た ( 2 人)
よ か っ た ( 2 人) 4.5 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
3 . 授業の進度 - 最初 は 私 に と っ て 少 し 速 か っ た です が， も う 一人 の 学生が
ち ょ う ど よ か っ た ( 2 人) 来た 後 は 少 し 遅 く な り ま し た。 (JAPANESE FOR BUSY 
よ か っ た ( 1 人) 4.3 PEOPLE) ふつ う ( 1 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
4 . 教科書 ・ プ リ ン ト - “Japanese for Busy People" は ひ ら が な や カ タ カ ナ を 知
と て も よ か っ た ( 3 人) ら な い 初心者 に と っ て と て も い い本です。 ま た， 他の タ ス
よ か っ た ( 1 人) 4.8 ク も よ か っ た です。 (JAPANESE FOR BUSY PEOPLE) ふ つ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
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5 . 教え方 - 先生 が英語 を 話 さ な い こ と は と き ど き 私 に と っ て 大変 で
と て も よ か っ た ( 2 人) し た が， こ れ に よ っ て 日 本語 の 習 得 は 速 く で き ま し た。
よ か っ た ( 2 人) 4.5 (JAPANESE FOR BUSY PEOPLE) ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
6. ど の ぐ ら い 出 席 し た か
80% - 100% ( 1 人)
60% - 80% ( 2 人)
40% - 60% ( 1 人)
20% - 40% ( 0 人)
0 % - 20% ( 0 人)
7 . 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た ( 2 人)
す こ し し た ( 2 人)
ぜん ぜん し な か っ た ( 0 人) 」 一一一
表 7 後期 中級 ク ラ ス の 授業内容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 1 1 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由 記述
1 . 授業内容
と て も よ か っ た ( 9 人)
よ か っ た ( 2 人) 4.8 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
2 . 授業の レ ベ ル
ち ょ う ど よ か っ た ( 6 人)
よ か っ た ( 5 人) 4.5 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た ( 0 人)
3 . 授業 の 進度
ち ょ う ど よ か っ た ( 5 人)
よ か っ た ( 6 人) 4.5 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
4 . 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た ( 6 人)
よ か っ た ( 5 人) 4.5 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た ( 0 人)
5 . 教え方
と て も よ か っ た (10 人)
よ か っ た ( 1 人) 4.9 ふつ う ( 0 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た ( 0 人)
6 . ど の ぐ ら い 出 席 し た か 欠席 し た理 由
80% - 100% (10 人) - 専門 の 授業 や ゼ ミ が あ っ た か ら ( 7 人)
60% - 80% ( 1 人)
40% - 60% ( 0 人)
20% - 40% ( 0 人)
0 % - 20% ( 0 人)
50 -
7 . 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た ( 1 人)
す こ し し た (10 人)
ぜ ん ぜ ん し な か っ た ( 0 人)
表 8 後期上級 ク ラ ス の授業内 容 に つ い て の ア ン ケ ー 卜 結果 (回答者 35 人)
質問項 目 (回答者数)
1 . 授業内容
と て も よ か っ た (19 人)
よ か っ た (12 人)
ふつ う ( 4 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
2 . 授業の レ ベ ル
ち ょ う ど よ か っ た (16 人)
よ か っ た (13 人)
ふつ う ( 5 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
無回答 ( 1 人)
評点
4.4 
4 .3 
自 由記述
・ い ろ い ろ な 上級 の 文法 を 勉強 し た か ら ， レ ポ ー ト を書 く こ
と に 役 に 立 ち ま す。 (読解 1)
・ l 級 の 文法棟習 も で き て よ か っ た です。 (読解 11)
・ テ レ ビ の よ う な 媒体 を 使 っ て よ か っ た と 思 い ま す。 (読解
II) 
・ い ろ い ろ な 面で勉強 し ， お も し ろ か っ た。 文化， ビ デ オ ，
文章を 理解 し た り ， 見 た り ， 読ん だ り ， と て も よ か っ た と
思 う 。 (読解 11)
・ 内 容 を 膨 ら ま し て ， 宿題 と し て も っ と 読 ま せ た ほ う が よ
か っ た と 思 う 。 (読解 II)
・ レ ポ ー ト を書 く こ と に 役 に 立 ち ま す。 (作文)
・ レ ポ ー ト の 書 き 方， 文法の 活用 に 役立つ と 思 う 。 (作文)
・ 文法や例だ け で は な く ， 他の 人 ( ク ラ ス の 人で は な い， 自
分で は な L 、) が い つ か書 い た文章を分析 し た り ， 難 し い テ
キ ス ト を読ん だ り し た ら ， も っ と 役 に 立 っ た か も し れ ま せ
ん。 (作文)
・ 授業 の 内容 に は い ろ い ろ あ っ た。 一級試験 の 問題や会話や
テ レ ビ ド ラ マ や大学の講義な ど た く さ ん あ っ た。 (聴解)
・ も っ と 日 本語能力試験一級 レ ベ ル 的 な 練習 を さ せ て い た だ
い た方 が い い の で は な L 、 か と 思 う 。 (聴解)
・ い ろ い ろ 会話， 講義 な ど を 聴 い て ， 聞 き 取 り の 能力 を伸 ば
し た。 (聴解)
・ 私 に と っ て， い ま ま で 日 本語で話 し 合 う チ ャ ン ス が な く て，
な か な か話せ な か っ た。 ふ だん の 言葉が い つ も 出 て よ か っ
た と 思 い ま す。 (会話)
・ い ろ い ろ な 場合の 会話を練習 し て， 会話の 能力 を伸 ば し た。
(会話)
・ 中 級 み た い な 会話 や ロ ー ル プ レ イ よ り も 日 本社会 に 出 た
ら ， 会社の 会議 と か で接す る 日 本人 と 会話で き る 知識 も 練
習 し な が ら 蓄積 し た ら い い と 思 う 。 例 え ば， 仕事の 意識の
よ う な 授業で， 日 本社会の 実情 と 接 し て ， 自 分 の 抽象 的 な
意見 も 言え る よ う に な る と か。 (会話)
・ 面 白 く て ， 役 に 立 っ た と 思 い ま す。 ( 日 本文化)
・ 日 本 の 社会現象が ビ デ オ を 通 じ て よ く 反映 さ れ た。 ( 日 本
文化)
・ い ろ い ろ な 文化 に 触れ て よ か っ た と 思 う 。 ( 日 本文化)
・ レ ベ ル が と て も よ か っ た です。 こ れ か ら も 今の ま ま な ら よ
い と ，思 い ま す。 (読解 I)
・ 速読練習 は 少 し や さ し す ぎ た と 思 い ま す。 (読解 II)
・ も っ と 広 い範囲 に わ た っ た ほ う が い い と 思 う 。 (読解 II)
・ す こ し レ ベ ル を 高 く し て も い い と 思 う 。 (読解 11)
・ 最初 は簡単 だ と 思 っ て い ま し た が， こ の 授業は留学生 た ち
の一番間違 い や す い所 を 教 え て い る こ と に 気付 き ， こ の 授
業を受 け て よ か っ た と 思 い ま し た。 (読解 II)
・ 初級 や 中 級 の 復習 を や ら せ て 頂 い た の は 良か っ た。 一方，
上級 ら し い新 し い こ と を 習 っ た 気 は ほ と ん ど し な い。 (作
文)
・ も っ と 集 中 し て， 内容の 溢 れ た 授業で あ れ ば い い と 思 い ま
す。 (作文)
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3 . 授業の 進度
ち ょ う ど よ か っ た (19 人)
よ か っ た ( 8 人)
ふつ う ( 7 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
無回答 ( 1 人)
4 . 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (18 人)
よ か っ た (15 人)
ふつ う ( 2 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人)
5 . 教え方
と て も よ か っ た (24 人)
よ か っ た (10 人)
ふつ う ( 1 人)
あ ま り よ く な か っ た ( 0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た ( 0 人〕
6 . ど の ぐ ら い 出席 し た か
80% - 100% (31 人)
60% - 80% ( 2 人)
40% - 60% ( 0 人)
20% - 40% ( 2 人)
0 % - 20% ( 0 人)
7 . 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た ( 9 人)
す こ し し た (26 人)
ぜ ん ぜ ん し な か っ た ( 0 人)
4.4 
4.5 
4.7 
- ニ ュ ー ス と か有名 な 学校 の 先生 の 講義を 聞 い て よ か っ た と
思 う 。 (聴解)
・ 留学生 に 合 う レ ベ ル だ っ た。 (聴解)
・ す こ し 難 し く て も 大丈夫 だ と 思 い ま す。 (聴解)
・ 留学生 の レ ベル に ち ょ う ど よ か っ た と 思 う 。 (会話)
・ 日 本文化 だ け で は な く ， 世界 の 共通 問 題 の ビ デ オ を 見 て ，
専門家の意見や見解 を 聞 い て ， そ の こ と を よ く 理解で き た。
( 日 本文化)
・ 速 さ も 適 当 で し た。 (読解 1)
・ はや く な い し， お そ く な い し， ち ょ う どい い と思 う 。 (読解 町
・ す こ し ペ ー ス を 速 め て も い い と 思 う 。 (読解 I1)
・ 少 し 速 く し て も い い と 思 い ま す。 (作文)
・ す こ し ペ ー ス を速 め て も い い。 (聴解)
・ 初 め は ち ょ っ と 遅 か っ た の で は な い か と 感 じ た が， も う
ち ょ っ と 前へ進ん で い く に つ れ て ， 初 め の 授業 よ り 深 く て
難 し い会話 の 内容が 出 て き て よ か っ た と 思 う 。 (会話)
・ い ろ い ろ な 面 が あ る か ら ， い い勉強 に な っ た。 (読解 II)
・ 留学生 に 対 し て ， ち ょ う ど い い レ ベ ル と 思 う 。 (読解 II)
・ 学期末の方が よ か っ た か も し れ な い。 (会話)
・ 本 当 に 現 代 の 日 本 の 事情 を よ く 見せ る こ と が で き た と 思
う 。 ( 日 本文化)
・ い ろ い ろ な 課題 が あ る か ら ， た く さ ん 勉強 に な っ たo ( 日
本文化)
・ 分か り や す く ， と て も よ か っ た。 ( 日 本文化)
・ 先生 は丁事 で細 か く 文法 な ど の 知識 を 教 え て く れ た。 (読
解 1)
・ と て も よ か っ た です。 教え方 と か プ リ ン ト な ど で十分 に 説
明 さ れ て ， 本当 に よ か っ た です。 (読解 1)
・ と て も よ か っ た。 学生 に よ っ て 違 う 教 え 方 を 使 っ て い た。
(読解 II)
・ よ か っ た と 思 う 。 や さ し い先生 だ。 (読解 II)
・ 説 明 し て も ら い な が ら 聞 い た の で， 分 か り や す か っ た 。
(聴解)
・ 間 違 っ た と き ， 丁寧 に 直 し て く れ た 。 と て も よ か っ た 。
(会話)
・ 本 当 に よ か っ た と 思 い ま す。 教 え て も ら っ て ， す ぐ 覚え て
い い勉強 に な り ま し た 。 ( 日 本文化)
・ 先生 は学生 の レ ベ ル に 合 わ せ た 教え 方 を す る か ら 分か り や
す い。 ( 日 本文化)
・ ビ デ オ を 見な が ら 説明 し て よ か っ た。 ( 日 本文化)
欠席 し た 理 由
・ 病気の た め ( 3 人)
・ 専 門 の 授業 や ゼ ミ が あ っ た か ら ( 2 人)
・ 国 か ら 家族が来た か ら ( 1 人)
- 授業 の 前 に 資料 を 配 る の は 予習 に よ か っ た。 (読解 II)
・ 予習 し た ら ， 授業 の 時楽 だ と 思 い ま す。 「備 え あ れ ば う れ
い な し 」 と 思 い ま す。 (読解 I1)
・ も っ と 予習， 復習 し た ほ う が よ か っ た。 (読解 II)
・ 予習 は あ ま り し ま せ ん で し た。 最初 は こ の 授業 は簡単だ と
思 い ま し た。 し か し ， ち ょ う ど私 の 間違 い やす い所を指摘
し て ， 教 え て い る 重要 な 授業 と 思 い ま し た。 (作文)
・ 予習 し た ほ う が授業の 時， 楽だ と 思 う 。 (作文)
・ も っ と 難 し い文献 を 習 い た か っ た。 (作文)
・ 授業で習 っ た も の は役 に 立 っ た と 思 い ま す が， ペ ー ス が少
し 遅 く て， 一学期 で も っ と 多 く の 内容を 学べ る と 思 い ま す。
(作文)
- 52 -
そ の 他
- 予習 し た ら ， 授業の 時 は 楽 だ と 思 う 。 復習 し た ら ， い ま ま
で分か ら な い言葉が覚え ら れ て よ か っ た。 (聴解)
・ も っ と 予習 ・ 復習 し た ほ う が い い と 思 う 。 (聴解)
・ ど こ か ら で も ア ク セ ス し て ， 練習で き る サ イ ト が あ る の で，
い い と 思 い ま す。 (聴解)
・ も っ と 復習 し た ほ う が い い と 思 う 。 (会話)
・ こ の 授 業 は た く さ ん 役 に 立 つ ア イ デ ィ ア を 考 え さ せ た 。
( 日 本文化)
・ も っ と 予習 ・ 復習 し た ほ う が い い と 思 う 。 ( 日 本文化)
・ 分か ら な か っ た と こ ろ を も し 調 べ て お い た ら ， 授業の 時楽
だ と 思 う 。 ( 日 本文化)
・ 授業の前に いつ も 小テ ス ト が あ る か ら ， 勉強 し た も の を強 め る こ と がで き た。 そ れ に先生が テ ス ト の
間違 い を指摘す る か ら ， い い勉強に な っ た。 こ の授業を通 し て 日 本語の レ ベルを高め ら れ た。 (読解 1)
・ 学生 の 質問 に 対 し て 先生 は いつ も 熱心 に 答え て く れ ま し た。 学生が勉強で 出 て き た 困難 を う ま く 解
決 し ま し た。 (読解 II)
・ 授業 の 時， 一級 と つ な が る も の が 出 て く る の が， 単語や文法な ど に 役立つ と 思 い ま す。 経済 ・ 文化 ・
教育な ど の い ろ い ろ な 面 に ふ れ て よ か っ た と 思 い ま す。 (読解 II)
・ 一級能力試験 に 対応す る 授業 を 行え ば い い と 思 う 。 (読解 11)
・ 今 ま で や っ た 読解 は 日 本語能力試験向 け だ っ た か ら ， 最初 に 自 分 で テ キ ス ト を読ん で か ら 質問 に 答
え る と い う 授業 の や り 方 に 慣れ る に は ち ょ っ と 時聞 が か か っ た。 そ れ で も 別 の 読解 の 授業の や り 方
に 接す る こ と は良か っ た と 思 う 。 (読解 II)
・ こ の 授業で い ろ い ろ な 日 本語 の 表現 を 勉強 し た か ら ， 正 し く レ ポ ー ト を 書 け る よ う に な り ま し た。
(作文)
・ パ ソ コ ン を使 う の も 大事 だ け ど， 漢字を よ り 身 に つ け る た め に は手書 き の 方が い い と 思 う 。 (作文)
・ 適度に課題を 出 し て く だ さ っ て， と て も よ か っ た と 思い ま す。 こ の授業は と て も 勉強 に な り ま し た。 も
ち ろ ん先生の説明 は重要ですが， 学生が 自分自身でよ く 勉強 し な い と ， 勉強に な ら な い と 思 う 。 (作文)
・ こ の 授業で は， 主 に レ ポ ー ト の 書 き 方 に つ い て 教え て も ら い ま し た が， 他 の 文体 の 書 き 方 も 含 め て
教 え た 方が い い と 思 い ま す。 (作文)
・ 講義 を 聞 く の は こ の 授業で一番好 き な 内容です。 日 本の 大学 の 講義 の 中 の 先生 の 話 し 方が分か る よ
う に な っ た 。 (聴解)
・ こ の 授業で先生 は 親切 に 教 え て く れ て ， い ろ い ろ な 勉強 に な り ま し た。 授業の 速 さ は も う 少 し 速 く
し た 方が い い と 思 い ま す。 (聴解)
・ と て も い い授業だ っ た と 思 い ま す。 し か し ， 専門科 目 で レ ポ ー ト と 発表が た く さ ん あ り ま し た の で，
欠席が多 か っ た です。 申 し 訳 な い です。 今学期 は 日 本 に 来 て は じ め て の 学期 だ っ た の で， い ろ い ろ
不足 し て い る 点 が た く さ ん あ り ま し た が， 次 の 学期 に は も っ と が ん ば っ て ち ゃ ん と し て い き た い と
思 い ま す。 (聴解)
・ 専門 の 授業 の た め な か な か 出席 が で き な か っ た こ と ， 本当 に 申 し 訳 あ り ま せ ん。 授業 の 内容 に 関 し
て は新開を読ん で ま と め る 作業がす ご く よ か っ た と 思 い ま す。 (聴解)
・ い ろ い ろ な 場面が 出 て よ か っ た と 思 う 。 ニ ュ ー ス の 聞 き 取 り が 自 分 の 力 を 伸 ばす た め に 役立つ と 思
う 。 先生 の 講義 を 聞 く こ と を通 し て ， 言葉 と 言葉 の つ な が り に ふ れ て よ か っ た と 思 う 。 (聴解)
・ 一期一会の 内容が よ か っ た。 こ の よ う な も の を 多 く 聞 い た ほ う が い い と 思 う 。 テ レ ビ ド ラ マ は 字幕
が あ っ た ら よ か っ た。 (聴解)
・ 多分受講生 を分 け た り ， レ ベル の 違 う 課題を与え た り し た ら ， い い と 思 い ま す。 あ る い は， 皆 が 同
じ レ ベ ル だ っ た ら ， 全体的 に ペ ー ス を速 め て も い い と 思 う 。 (聴解)
・ こ の 会話 の 授業を受 け て か ら ， 自 分 自 身 に と っ て ， し ゃ べ る こ と に 役立つ と 思 い ま す。 と り あ え ず
生活の 言葉 を ち ゃ ん と 覚え る の は大切 だ と 思 い ま し た。 (会話)
・ 自 分 の 会話 の 能力 が だん だ ん伸 び て き た と 思 う 。 (会話)
・ 一つ一つ の テ ー マ に つ い て ビ デ オ を 見 て ， 見 に つ け た 知識 は ば ら ば ら で， 一つ の テ ー マ が終 わ っ て
少 し ま と め を し た 方が い い と 思 い ま す。 ( 日 本文化)
・ 先生 は 知識が広 い か ら ， 学生 た ち は た く さ ん勉強 し た。 ( 日 本文化)
・ ビデオ で現実の 社会を 見 て ， 世界 は ど の よ う に 発展 し て い く の か が分か っ た。 宮崎の ア ニ メ ， 金八
先生 の ド ラ マ ， 及 び格差 と 環境 の よ う な も の を 見 て ， い ろ い ろ 勉強 に な っ た。 ( 日 本文化)
・ 先生 が や さ し い方で よ か っ た と 思 う 。 い ま ま で 日 本 の 経済 だ け で は な し 世界 の 経済 に つ い て も よ
く 分か ら な か っ た の で， 授業を通 し て ， い ろ い ろ な 面 に ふ れ て ， 勉強 に な り ま し た。 ( 日 本文化)
・ 後期 の 授業を振 り 返 っ て 見 る と ， 内容 も お も し ろ か っ た し ， 日 本 の 現代文化 に つ い て ， い ろ い ろ 知
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識 を 身 に つ け ら れ た。 と て も い い授業だ と 思 う 。 前期 ま た と り た L 、。 ( 日 本文化)
・ 漢字 の ク ラ ス は週 に 一回 だ け で は足 り な L 、 か も し れ な い と 思 う 。 二固 な ら 丁度良 い か も し れ な い。
(漢字)
・ と て も よ か っ た です。 (漢字)
表 9 前期の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て の ア ン ケ ー 卜 結果 (回答者 1 7 人)
1 .  日 本語課外補講を ど こ で知 っ た か | オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 出席者 (12 人)
(複数回答可) I ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 掲示 を 見た ( 5 人)
・ 友 だ ち に き い た ( 4 人)
・ 学部 の 教員 に き い た ( 1 人)
・ そ の 他 ( 2 人， * そ の 他 の 内容は無記入)
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 欠席者 ( 5 人)
・ 友 だ ち に き い た ( 2 人)
・ 留学生 セ ン タ ー の 教員 に き い た ( 1 人)
・ そ の 他 ( 1 人， 本 そ の 他 の 内容 は無記入)
. 無回答 ( 1 人)
2 . 授業時間帯の 希望 | い つ で も い い ( 3 人 : 初級 1 人， 中級 2 人)
専門 の 時間割が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い (10 人 :
初級 1 人， 中級 4 人， 上級 5 人)
午前 1 ・ 2 限 ( 3 人 : 初級 1 人， 中級 2 人)
そ の他 ( 1 人 : 中級 1 人， * そ の 他の 内容は無記入)
3 . 授業科 目 数 の 希望 | 今の ま ま で い い (13 人 : 初級 3 人， 中級 8 人， 上級 2 人)
多 く し て ほ し い ( 4 人 : 中級 1 人， 上級 3 人)
・ 会話 (上級)
・ 漢字 (上級)
4 . 授業科 目 の 希望 ! 今 の ま ま で い い (13 人 : 初級 3 人， 中級 7 人， 上級 3 人)
そ の 他
新 し い科 目 を作 っ て ほ し い ( 4 人 : 中級 2 人， 上級 2 人)
・ 日 本の 文化， 歴史 ( 中 級)
・ 日 本人 と の 交流 の 時間 (上級)
・ 聴解 の 時 間 を 多 く し た ほ う が い い と 思 い ま す。 (初級)
表 1 0 後期 の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て の ア ン ケ ー 卜 結果 (回答者 1 0 人)
1 . 日 本語課外補講を ど こ で知 っ た か オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 出席者 ( 8 人)
(複数回答可) - オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 掲示 を 見 た ( 5 人)
- 留学生 セ ン タ ー の 教員 に き い た ( 2 人)
- 友 だ ち に き い た ( 1 人)
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 欠席者 ( 2 人)
- 無回答 ( 2 人)
2 . 授業時間帯 の 希望 い つ で も い い け 人 : 中級 l 人)
専 門 の 時間割が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い ( 5 人 : 初
級 1 人， 中級 2 人， 上級 2 人)
午前 1 ・ 2 限 ( 1 人 : 中級 1 人)
午後 3 ・ 4 限 ( 1 人 : 初級 l 人)
そ の 他 (夕方が い い 1 人 : 中級 l 人， 帰国す る 1 人 : 上級
1 人)
3 . 授業科 目 数 の 希望 今の ま ま で い い (10 人 : 初級 2 人， 中級 5 人， 上級 3 人)
4 . 授業科 目 の 希望 今の ま ま で い い (10 人 : 初級 2 人， 中級 5 人， 上級 3 人)
そ の 他
・ 都合 の た め ， 漢字の授業を取れ な か っ た です が， 日 本語相談 の 時間 に 指導を受 け ら れ て よ か っ た で
す。 (上級)
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ま ず， 各 ク ラ ス の 授業内容 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結果 に つ い て は， す べ て 4.0 点以上， 全体 の 約 3 分 の
2 が 4.5 点以上 と な っ て お り ， 概ね良 い評価 を 得て い る と 言 っ て よ い だ ろ う 。 以下， ク ラ ス 別 に ， 今後
の 参考 と な る と 思わ れ る 点 を い く つ か取 り 出 し て お き た L 、。
初級 ク ラ ス で は， 後期 に 週 2 コ マ の ク ラ ス を試験的 に 設 け る こ と に し た が， 授業内容や使用教科書へ
の 満足度 も 高 く ， 学生 の ニ ー ズ に合 っ た ク ラ ス を提供で き た も の と 思 わ れ る 。
中級 ク ラ ス で は， 前期 の 自 由 記述欄 (表 4 ) に ， 日 本の 文化を も っ と 学 び た か っ た と い う 意見 が あ り ，
カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト (表 9 ) の 回答の 中 で も ， 日 本の 文化， 歴史 に 関 す る 科 目 を設 け て ほ
し い と い う 意見が見 ら れ る 。 こ れ ら は L 、 ずれ も 短期留学生 か ら の 回答 で あ る 。 日 本語力 が上級 レ ベ ル の
短期留学生 に つ い て は， 上級 ク ラ ス 「 日 本文化」 あ る い は教養教育 「 日 本事情」 で 日 本 の 文化 を 学ぷ機
会 が あ る が， 日 本語力 が初級， 中級 レ ベ ル の 短期留学生向 け の 科 目 は 開講 さ れ て い な い こ と か ら ， こ の
よ う な 意見が 出 た 可能性が あ る 。
上級 ク ラ ス で は， 授業の レ ベ ルや進度 に つ い て 「や さ し す ぎ たJ I も う 少 し 速 め た ほ う が L ' L 、 」 と い っ
た意見が見 ら れ た。 そ の 理 由 と し て ， 一つ に は， 受講者 の 日 本語力 に 差 が あ る こ と と ， も う 一つ に は ，
論理的 に わ か り や す く 表現す る 力 を伸 ばす こ と よ り も ， 難 し い語葉や表現を新 た に 習 う こ と を期待 し て
い た 受講者が い た の で は な L 、 か と 考え ら れ る 。
次 に ， カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト 結果 に つ い て は， 前期， 後期 と も に ， 日 本語課外補講 に 関す
る 情報 は ， Iオ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 掲示 を 見 た 」 と い う 回答 が最 も 多 く ， 多言語版 の 掲示 が有効 に 機能
し て い る こ と が わ か る 。 ま た ， 授業時間帯 に つ い て は， I専門 の 時間 割 が わ か ら な い の で こ た え ら れ な
い」 と い う 回答が最 も 多 い が， 午前 と 午後 で は ， 午前を 希望す る 学生 の ほ う が や や 多 い よ う で あ る 。 授
業科 目 数や 内容 に つ い て は， 今の ま ま で い い」 と い う 回 答 が い ず れ の 期 も 最 も 多 く な っ て い る が， 科 目
数 の 増加 や新科 目 の 開設を望む声 も あ る 。 特 に 中 級 ク ラ ス の 「会話」 の 新設 に つ い て は， 以前か ら 度 々
要望 の 声が上が っ て い る 。 ま た ， カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト は 日 本語課外補講受講者 の み に 実施
し て お り ， 総合 日 本語 コ ー ス 受講者 と は分 け て 実施 し て い る が， 総合 日 本語 コ ー ス 受講者か ら は 上級 の
語葉や文法 を学べ る 科 目 を望む声が， 2006 年度渡 日 の 学生， 2007 年度渡 日 の 学生か ら も 出 て お り ， ま た ，
以前実施 し た 日 本語課外補講 ア ン ケ ー ト の 中 で も 同 じ よ う な 意見が見 ら れ る 。
8 おわ り に
2007 年度の 新 た な 取 り 組み と し て ， 後期 の 初級 ク ラ ス に ， 通常 の 週 1 1 コ マ の ク ラ ス の 他 に ， 週 2 コ
マ で 日 常生活 に 必要 な 会話 を 中 心 に 学べ る 別 ク ラ ス を設 け た こ と が挙 げ ら れ る 。 こ れ は， 後期 に 初 め て
高 岡 キ ャ ン パ ス か ら の 受講希望が あ っ た こ と か ら ， 急速対応す る こ と に な っ た も の で あ る 。 高 岡 キ ャ ン
パ ス と は距離的 に 離れて い る た め， 学生が週 2 回 し か五福 キ ャ ン パ ス に通え な い と い う こ と ， ま た ， 非
漢字圏 出 身 の 短期留学生 で あ り ， 仮名 も 全 く の 未習 で あ っ た た め， 仮名 習得が前提 と な っ て い る 『み ん
な の 日 本語』 を メ イ ン テ キ ス ト と す る ， 通常 の 初級 ク ラ ス の 授業へ の 参加 は 困難で あ る と 判 断 さ れ た。
そ こ で， 日 本語研修 コ ー ス の 協力 を得 て ， 臨 時 に 別 ク ラ ス を設 け て 対応す る こ と に し た が， こ の ク ラ ス
に 五福 キ ャ ン パ ス の短期留学生 も 加 わ る こ と に な り ， こ れ ま で時間 的制約等で 日 本語を学べ な か っ た 留
学生 に も ， 日 本語 の 学習 の 機会を提供す る こ と が で き た。 今後 も 日 本語未習 の 短期留学生が本学 に留学
す る 可能性が高 い と 予想 さ れ る た め， 2008 年度 は， 逓 2 コ マ の 初級 ク ラ ス を 当 初 か ら カ リ キ ュ ラ ム に
組み込む計画で あ る 。
予算的 に 厳 し い 中， 新 た な 授業科 目 を設 け る に は， 他 の 日 本語 プ ロ グ ラ ム と の 連携が不可欠で あ る 。
2005 年度 よ り ， 初級 ク ラ ス と 中級 ク ラ ス に お い て ， 一部 の 授業科 目 を大学院入学前予備教育で あ る 「 日
本語研修 コ ー ス 」 と の 合 同授業 と す る こ と に な り ， 2007 年度 で 3 年 目 を 迎 え た が， こ れ ま で大 き な 支
障 も な く ， そ れ ぞ れ の 日 本語 プ ロ グ ラ ム の 受講者が お 互 い に 良 い 刺激 を 与 え 合 っ て い る 場面 が多 い よ
う に 見受 け ら れ る 。 そ こ で， 2008 年度 は さ ら に ， 日 本語研修 コ ー ス と の 合 同授業 を 増 や す こ と に よ り ，
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新 た に ， 初級 ク ラ ス に 上述 の 週 2 コ マ の ク ラ ス を設 け る こ と ， 日 本語研修 コ ー ス の 中級 ク ラ ス 「会話」
に 日 本語課外補講の 学生 も 出 席で き る よ う に す る こ と ， 受講者数が多 い上級 ク ラ ス の 科 目 を 充実 さ せ る
こ と を 予定 し て い る 。
今後 も ， 大学 を取 り 巻 く 状況や受入れ留学生 の ニ ー ズ に 即 し た 教育を行 う た め に ， 日 本語 プ ロ グ ラ ム
聞 の 連携 を よ り 一層強化す る と と も に ， 教育改善を 目 的 と し た 調査研究及 び教材開発 に も 力 を入れ た い
と 考え て い る 。
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総合日本語 コ ー ス報告 (2006 年 1 0 月 ，_ 2007 年 9 月 )
漬 由 美和
1 は じ め に
総合 日 本語 コ ー ス は， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の た め に ， 2004 年 10 月 に 新設 し た 日 本語 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。 富 山 大学の 外国人留学生全体 の 中 で， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 占 め る 割合 は 低 い た
め， 本 コ ー ス の 授業科 目 は L 、 ずれ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合同授業 と し て 開講 し て い る 。 2005
年 9 月 に ， 初 め て 本 コ ー ス の修了生を送 り 出 し ， 2006 年 10 月 に 3 期 目 の 学生 を迎え た。
以下， 2006 年度秋期 (2006 年 10 月 - 2007 年 3 月 ) 及 び春期 (2007 年 4 月 - 9 月 ) の 総合 日 本語 コ ー
ス の 実施状況 に つ い て報告す る 。
2 受講学生
12006 年度富 山 大学 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 」 に 参加 し た 学生 は 5 人で， 5 人全員 が
総合 日 本語 コ ー ス を受講 し た。 5 人の 国 ・ 地域別 の 内訳 は ， イ ン ド ネ シ ア ， ウ ズベ キ ス タ ン ， 中 国， ハ
ン ガ リ ー ， ロ シ ア 各 1 人 と な っ て お り ， 所属 は 全員人文学部で あ る 。 な お ， 2006 年 10 月 よ り ， 本学 と
の 学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 も 総合 日 本語 コ ー ス に 参加可能 と な っ た が， 短期留学生 の 受講状況
等 に つ い て は別 に 報告す る 。 (1短期留学生報告」 参照)
総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 は秋期 と 春期， 各期 7 科 目 を提供 し て い る 。 こ れ ら 7 科 目 は必修科 目 で
は な い が， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修了要件 の ーっ と し て ， 学部や教養教育 の
授業科 目 及 び総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 の 中 か ら 各期 8 科 目 以上の履修が義務づ け ら れ て い る 。
2006 年度 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 総合 日 本語 コ ー ス の 受講状況 は， 一番多 く 受講 し た 学生
で 10 科 目 (秋期 6 ， 春期 4 ) ， 7 科 目 (秋期 5 ， 春期 2 ) (秋期 4 ， 春期 3 ) が 2 人， 5 科 目 (秋期 4 ，
春期 1 ) (秋期 2 ， 春期 3 ) が 2 人 だ っ た 。 来 日 し た ば か り の 秋期 に 日 本語 の 科 目 を 多 く 取 り ， 大学生
活 に 慣 れ て き た 春期 に は学部の専門科 目 を 多 く 受講す る 傾向 に あ る た め， 全体的 に 秋期 の ほ う が総合 日
本語 コ ー ス の 受講科 目 数が多 く な っ て い る 。
3 担当者
秋期 は ， 岩本阿 由美， 遠藤祥子， 高 畠 智美， 中河和子， 藤 田 佐和子， 松岡裕見子の 6 人 の 謝金講師が
授業を 担 当 し た。 春期 は ， 遠藤祥子， 高 畠 智美， 中河和子， 深川美帆， 藤 田 佐和子， 松岡裕見子の 6 人
の 謝金講師が授業を 担 当 し た。 ま た ， い ず れ の 期 も ， セ ン タ ー 専任教員 の 演 田 美和 が コ ー デ ィ ネ ー ト を
行 っ た。
4 スケジ ュ ール
秋期 は ， 学部 の 授業開始時期 よ り 1 週間 ほ ど遅 ら せ， 2006 年 10 月 12 日 (木) - 2007 年 2 月 9 日 (金)
を 授業期間 と し た。 2006 年 12 月 26 日 (火) - 2007 年 1 月 4 日 (木) の 聞 は冬季休業 の た め ， 2007 年
1 月 19 日 (金) は大学入試セ ン タ ー 試験 の 準備 日 の た め， 休講 と し た 。
春期 は ， 2007 年 4 月 12 日 (木) - 7 月 31 日 (火) を 授業期間 と し た が， 7 月 2 日 (月 ) - 7 月 4 日 (水)
の 間， 麻疹対応 の た め に 全学臨時休講 と な っ た。 こ の休講分の 補講を実施す る た め， ス ケ ジ ュ ー ル の 調
整 を 行 い ， 8 月 1 日 (水) に も 授業 を 行 っ た。
学期 ご と に ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 実施 日 は， 秋
期 は 2006 年 10 月 1 1 日 (水) ， 春期 は 2007 年 4 月 9 日 (月 ) で あ る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 学生
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に 各授業科 目 の 目 的， 理解達成 目 標， 授業計画等を掲載 し た授業概要 の 冊子 (授業概要 は留学生 セ ン タ ー
ホ ー ム ペ ー ジ 上 に も 掲載) を渡 し ， コ ー ス の 内容， 各授業科 目 の 詳細 に つ い て説明 を 行 っ た 。 春期 の オ
リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 履修 の 際 の 参考 と な る よ う ， 秋期 の 学業成績通知書を 学生 に 渡 し て い る 。 履修
登録 は ， 授業開始後 1 週間以 内 に 行 い ， 履修登録を 行 っ た授業科 目 に つ い て 学期終了 時 に 成績を 出 す シ
ス テ ム と し て い る 。
5 授業内容
総合 日 本語 コ ー ス は ， 上級 レ ベ ル の 日 本語課外補講の 授業 と 合 同 で授業を 行 っ て い る が， 日 本語課外
補講 は成績評価が必要で な い た め， 授業科 目 に よ っ て は必要 に 応 じ ， 総合 日 本語 コ ー ス の 受講者 だ け に
別課題や試験 を 課す な ど の 方法を取 っ て い る 。
表 1 秋期 (2006 年 1 0 月 � 2007 年 3 月 ) 総合 日 本語コ ー ス授業概要
読解 I
( 木曜 2 限 )
読解 II
( 木曜 3 限 )
藤 田 | 日 本人 向 け に 書 か れ た 文章 の 読解 を 通 し て ， 大学で の 学習 や研究 に 必要 と さ れ
る 実践 的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生 き た 素材で学ぶ 中
級 か ら 上級へ の 日 本語.ß CThe Japan Times) の 奇数 ユ ニ ッ ト を 使用 す る 他，
適宜 テ ー マ に 合 っ た 生教材 も 取 り 入れ， 中上級の 表現， 文法， 語葉 を習得す る 。
遠藤 | 日 本で の 学生生活 で 出会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読 み 物 を 扱 い ， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の読み物の 特徴 と な る 基本的 な 構造， 文体等を 把握 し ， そ れ に 慣れ る 手
だ て を 見つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必要 な 専門書， 論文， 教養書を読み解 く
技能 を 多面的 に 養 う と と も に ， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際 の 基本的技術 を マ ス タ ー す
る 。
作文 | 松 岡 | 論理的 な 文章 を 書 く た め に 必要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学習 し た 項
( 火曜 2 限 ) I 目 を 用 い て ま と ま っ た 文章 を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や 論文 を 書 く 力 を つ け る 。
文章 を 書 く 練習 は， 主 に コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ て 行 い ， ワ ー プ ロ 文書 で の レ ポ ー
ト 作成方法 も 同 時 に 学ぶ。
岩本 | 大学で講義 を 聞 い た り ， 演習や研究会 に 参加す る な ど の 大学生活や， 日 常生活
に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の 聴解練習 を 行 う 。 『毎 日 の
聞 き と り 50 日 中級 plus40.ß 下 (凡人社) を テ キ ス ト に 使用 し ， テ キ ス ト に そ っ
た 聞 き 取 り 練習 を 毎週進 め る 他， テ レ ビ番組な ど を 用 い た 練習 を 行 う 。
松 岡 | ロ ー ル プ レ イ 等 で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活や 日 常生活で 出 会 う 場面や状
況 で の 会話力 を伸 ばす。 ま た ， 人や物， こ と が ら な ど様 々 な 題材 に つ い て ， 日
本語で 的確 に説明す る 力 を養 う 。
高 畠 i 日 常生活や大学の講義で用 い ら れ て い る 漢字の意味を理解 し， 正 し く 読み， 使 う
力 を 身 に つ け る 。 学生一人一人の レ ベル に 応 じ た テ キ ス ト cnNTERMEDIATE
KANJI BOOK.ß Vol. 1 ，  Vol. 2 C凡人社) 等) を 用 い， 大学で の 学習， 研究
生活 に必要 な 漢字を習得す る 。
中河 ! 留学生 と し て 日 本社会を分析す る 試み (情報 の 読み と り ， 整理な ど) を TV 番組，
新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用 い て す る 。 日 本社会 を
読み解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る 手 だ て を 与 え ， そ こ か ら 得 た も
の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る 。
本 2 限 10:30 '" 12 :00， 3 限 13:00 '" 14:30， 4 限 14:45 '" 16 : 15 
聴解
( 月 曜 3 限 )
会話
( 火曜 3 限 )
漢字
( 水曜 3 限 )
日 本文化
( 水曜 4 限 )
FHU 
読解 I
( 火曜 4 限 )
読解 II
( 水曜 3 限 )
作文
( 火曜 2 限 )
聴解
( 月 曜 2 限 )
表 2 春期 (2007 年 4 月 '" 2007 年 9 月 ) 総合 日 本語 コ ー ス授業概要
藤 田 | 日 本人 向 け に 書か れ た 文章 の 読解 を 通 し て ， 大学で の 学習 や研究 に 必要 と さ れ
る 実践 的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生 き た 素材で学ぶ 中
級 か ら 上級 へ の 日 本語j (The Japan Times) の 偶数 ユ ニ ッ ト を 使 用 す る 他，
適宜テ ー マ に 合 っ た生教材 も 取 り 入れ， 中上級 の 表現， 文法， 語葉 を 習得す る 。
遠藤 | 日 本で の 学生生活 で 出 会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読 み物 を 扱 い， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の 読 み 物 の 特徴 と な る 基本的 な 構造， 文体等 を 把握 し ， そ れ に 慣れ る 手
だ て を 見つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必要 な 専門書， 論文， 教養書 を 読 み 解 く
技能 を 多面的 に 養 う と と も に ， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際 の 基本的技術を マ ス タ ー す
る 。
松 岡 i 論理的 な 文章 を 書 く た め に 必要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学習 し た 項
目 を 用 い て ま と ま っ た 文 章 を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や 論 文 を 書 く 力 を つ け る 。
文章を書 く 練習 は， 主 に コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ て 行 い ， ワ ー プ ロ 文書 で の レ ポ ー
ト 作成方法 も 同 時 に 学ぶ。
深川 | 大学で講義 を 聞 い た り ， 演習 や 研究会 に 参加 し た り す る 際 に 必要 な 聴解力 や，
日 常生活 に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の 聴解練習 を 行 う 。
日 本語 の 聴解教材 と あ わ せ て ， テ レ ビ や ラ ジ オ ， イ ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な
メ デ ィ ア を 用 い た棟習 を 行 う 。
会話 ( 松 岡 ロ ー ル プ レ イ 等で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活 や 日 常生活 で 出 会 う 場面 や状
況 で の 会話力 を 伸 ば す。 ま た ， 人 や 物， こ と が ら な ど様 々 な 題材 に つ い て ， 日
本語 で的確 に 説 明 す る 力 を 養 う と と も に ， ア カ デ ミ ッ ク ・ ジ ャ パ ニ ー ズ に 必要
な ス ピ ー チ や討論の 基礎力 を つ け る 。
( 火曜 3 限 )
漢字 | 高 畠 日 常生活や大学の講義で用 い ら れ て い る 漢字の意味を理解 し ， 正 し く 読み， 使 う
( 木曜 3 限 ) I I 力 を身 に つ け る 。 学生一人一人の レ ベル に 応 じ た テ キ ス ト (nNTERMEDIATE 
KANJI BOOKj Vol. 1 ，  Vol . 2 (凡人社) 等) を 用 い， 大学で の 学習， 研究
生活 に必要 な 漢字を習得す る 。
日 本文化 | 中河 | 留学生 と し て 日 本社会を分析す る 試み (情報の 読み と り ， 整理 な ど) を TV 番組，
( 水曜 4 限 ) I 新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用 い て す る 。 日 本社会 を
読み解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る 手 だ て を 与 え ， そ こ か ら 得 た も
の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る O
* 2 限 10:30 - 12 :00， 3 隈 13:00 - 14:30， 4 限 14:45 - 16: 15 
な お， 学生 に よ る 授業評価 ア ン ケ ー ト は， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と ま と め て 実施 し た。 授業評価
d ア ン ケ ー ト の 結果 に つ い て は， 日 本語課外補講報告の 7 授業評価 を参照 い た だ き た い。
6 成績評価
成績評価 の 方法 に つ い て は， 成績評価 の 基準 を 授業概要 に 明記す る と と も に ， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で
も 説 明 し て い る 。 こ の 基準 を も と に 授業担 当 者 が， 優 (80 点 - 100 点) ， 良 (70 点 - 79 点 ) ， 可 (60
点 - 69 点) ， 不可 (59 点以下) で判定を 行 う が， 総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 に つ い て は単位が 出 な
い こ と に な っ て い る O 学生へ の 成績 の 通知 は ， 9 月 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修 了 時
に ， 成績を記 し た 履修証明書 の 発行を留学生 セ ン タ ー長名 で行 っ て い る 。
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7 学生か ら の評価
前述の 通 り ， 各授業科 目 に 関す る 授業評価 ア ン ケ ー ト は 日 本語課外補講 と ま と め て実施 し ， こ れ以外
に ， 総合 日 本語 コ ー ス 全体 に つ い て は イ ン タ ビ ュ ー調査 (実施 日 : 2007 年 7 月 23 日 ( 月 ) - 31 日 ( 火 )，
調査対象 : 2006 年度 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 ( 5 人) ) を行 っ た 。 こ の 結果 を 表 3 に 示す。
表 3 総合 日 本語 コ ー ス ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生) イ ン タ ビ ュ ー調査結果
1 . 総合 日 本語 コ ー ス : I • 7 科 目 で ち ょ う ど よ か っ た。 今 の ま ま で十分 だ と 思 う 。 ( 4 人 )
- 科 目 に つ い て | ・ 日 本語 の 文法 に つ い て の 科 目 が あ る と 良 い と 思 う 。 現在の 「読解 U よ り
も う 少 し 難 し い， 日 本語能力試験 1 級 レ ベル の 文法 の 授業が あ る と い い と
思 う 。
2 総合 日 本語 コ ー ス : I ・ ち ょ う ど よ か っ た。 ( 5 人 )
レ ベル に つ い て
3 . 総合 日 本語 コ ー ス : I ・ 先生 と 学生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が取 れ て い て ， 学生 中心の授業 の 進 め 方
そ の他 | が 良 か っ た。 (母 国 の 大学 は ， 講義形式で， 先生が一方 的 に 話す タ イ プ の
授業 だ っ た。 )
・ 宿題 を 出 さ な か っ た と き な ど， も っ と 教師が厳 し く 注意 し て も よ い と 思 う 。
4 .  自 身 の 日 本語力 に | ・ 留学 中 に 伸 び た と 思 う が， ま だ ま だ足 り な L 、。 特 に ， 聞 く 力 と 話す力 が伸
つ い て | び た 。 話す と き ， 書 く と き の 表現が辞書を 引 か な い と 出 て こ な い こ と が課
題。
・ 伸 び た と 思 う 。 特 に ， 会話 と 漢字 の 力 が伸 び た が， 読解力 は あ ま り 伸 び な
か っ た。 将来， 通訳 に な り た い の で， 留学中 に 日 常会話 は 上達 し た が， フ ォ ー
マ ル な 会話の 力 は あ ま り つ か な か っ た の で， こ れ を 伸 ばす の が今後の 課題。
・ 伸 び た と 思 う 。 特 に ， 会話， ま た他 の 力 は 伸 び た が， 授業の 中 で， 具体的
な 文法の練習が な か っ た の で， 文法 の 力 は 国 に い た と き と 変 わ ら な い と 思
う 。 帰国 し て か ら も ， 日 本語の勉強が必要。
・ 伸 び た と 思 う 。 特 に 会話力 が つ い た。 た だ， 漢字は 日 本へ来て か ら ， コ ン
ビ ュ ー タ で入力 す る こ と が多 く 書か な く な っ た の で， 忘れ て し ま っ た0
・ 伸 び た と 思 う 。 特 に ， 会話， レ ポ ー ト な ど作文を 書 く 力 がつ い た。
5 . 富 山 で の 留学生活 | ・ す ご く 楽 し か っ た。 日 本人の 友達 も で き た。 日 本人学生 と の コ ン パ に も 積
に つ い て | 極 的 に 参加 し た。
・ 勉強 に な っ た。 忙 し か っ た が， 良か っ たo
・ 良か っ た。 い ろ い ろ な 授業が あ る の で， 自 分 の レ ベ ル に 合 わ せ て授業を選
ぶ こ と が で き て ， 良か っ た。 ま た， あ る 程度 自 分 の 時間 も 取れ る か ら ， 大
学以外で 日 本の生活， 文化 に 触れ る な ど， い ろ い ろ な 勉強がで き て ， 富 山
大学の プ ロ グ ラ ム は 良か っ た と 思 う 。 希望 と し て は， 予算や 時間の都合 も
あ る と 思 う が， 日 本人学生 と 留学生 の交流の機会が も っ と 多 く あ っ た ら 良
か っ た と 思 う 。
・ 楽 し か っ た。 他の大学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生か ら の情報で は ， 他
の 大学で は 学部 の 日 本人学生 と の 交流が あ ま り な い と 聞 く の で， 富 山 大学
を選ん で良か っ た と 思 う 。
・ 良か っ た。 大都会 よ り 田舎の ほ う が好 き な の で， 富 山 は 自 然 が多 く ， 暮 ら
し やす か っ た。
ま ず， コ ー ス の 日 本語の 科 目 数や レ ベル に つ い て は， 満足 し て い る と い う 意見が多か っ た。 た だ， I文
法 の 授業が あ る と い い と 思 う J， I授業の 中 で， 具体的 な 文法 の 練習 が な か っ た の で， 文法の 力 は 国 に い
た と き と 変わ ら な い と 思 う 」 と い っ た 「文法J 練習 の 不足 に 関す る 意見が 2 人の 学生か ら あ り ， I文法」
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の 指導を コ ー ス の 中 に ど の よ う に 取 り 入れ る か に つ い て検討の必要が あ り そ う で あ る 。 次 に ， 自 分 自 身
の 日 本語力 の 伸 び に つ い て は ， 話す力 を 中心 に 日 本語力 の 伸 び を 実感 し て い る こ と が わ か る 。 最後 に ，
富 山 で の 留学生活 に つ い て は， 全員 「良か っ た J í楽 し か っ た 」 と い う 意見で， 非常 に 満足 し て い る 様
子が窺え た 。
8 おわりに
総合 日 本語 コ ー ス は 初年度 (2004 年度) の 受講者が l 人， 2 年 目 (2005 年度) が 4 人， そ し て 3 年
目 の 2006 年度 に は， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 が 5 人 に 増 え ， さ ら に 協定校か ら の 短期留学生 7 人
も コ ー ス に 参加す る こ と に な り ， 年 々 受講者数が多 く な っ て い る 。 こ の こ と に よ り ， 総合 日 本語 コ ー ス
の 授業科 目 は い ずれ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と し て 開講 し て い る が， 授業 内容や レ ベル は 徐 々 に 総
合 日 本語 コ ー ス 受講者 に 合わ せ た も の へ と 変化 し て き て い る 。 し か し な が ら ， 上級 レ ベ ル の 日 本語 ク ラ
ス で は， 学生一人一人 の 日 本語力， ま た専門分野等 に よ る ニ ー ズ の 違 い も あ る た め， 受講者数が増え る
こ と に よ り ， 一人一人へ の ケ ア が難 し く な る 恐れ も あ る 。 2006 年度 に つ い て も ， 春 期 の 「漢字」 の 授
業 に お い て ， 他 の 受講者 と は 異 な る 教科書を 使 つ て の 学習 を 希望 し た 学生が い た が， 教室 内 で の 指導 は
困難で あ る た め， 本人 と 相談 し て， 日 本語教育部 門 の 教員 が交代制 で実施 し て い る 「 日 本語相談」 の 中
で指導を行 う こ と に し た。 こ の 学生 は 非常 に 熱心 に 漢字学習 に取 り 組み， 大変良 い結果 に 終 わ っ た。 今
後 も ， コ ー ス 以 外 で の 支援体制 も 視野 に 入れ な が ら ， コ ー ス 運営 の 方法や教育内容の検討 に 努 め た い。
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短期留学生報告 (2006 年 1 0 月 ，_ 2007 年 9 月 )
加藤扶久美
1 は じ め に
2005 年 に 富 山 大学 (五福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山 医科薬科大学 (高 岡 キ ャ ン パ ス ) 及 び高 岡短期大学 (高
岡 キ ャ ン パ ス ) が再編 ・ 統合 さ れ て ， 現富 山 大学 と な っ た。 旧富 山 大学で は 「富 山 大学短期留学生受入
れ体制要項」 に 基づ き ， 留学生 セ ン タ ー が， 学術交流協定校か ら の 短期留学生 の た め の 見学旅行 「 ス タ
デ ィ ・ ト リ ッ プ」 の 企画 ・ 実施 と 日 本語教育を行 っ て い た が， 統合後 も 引 き 続 き 実施 し て い る O 日 本語
教育 に 関 し て は ， 学生 の 日 本語能力 に 応 じ てJ 日 本語課外補講 (五福 キ ャ ン パ ス ) の 初級， 中級， 上級
の ク ラ ス を受講 し て い る 。 上級 ク ラ ス の 受講者 は ， 2006 年 10 月 か ら ， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の
た め の 総合 日 本語 コ ー ス も 受講可能 と な り ， 7 人が受講 し た。
本稿で は ， 富 山 大学五福 キ ャ ン パ ス に 在籍す る 学術交流協定締結校か ら の 短期留学生 に つ い て ， 総合
日 本語 コ ー ス の 受講状況 と ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ の 実施状況 に つ い て 報告す る 。
2 総合 日 本語コ ース受講 につ いて
2. 1 2006 年度の受講状況
2006 秋期 (2006 年 10 月 - 2007 年 3 月 ) の 受講者 は 7 人で， 出 身 大学 は 韓 国 の 国 民大学校 が 5 人，
韓 国 の 江原大学校が 1 人， 中 国 の 山 東大学が 1 人で あ り ， 学部別 内訳 は， 人文学部が 4 人， 人間発達科
学部 が 2 人， 経済学部 が 1 人 で あ っ た。 2006 春期 (2007 年 4 月 - 9 月 ) の 受講者 は 5 人で， 出 身大学
は韓国 の 国民大学校が 4 人， 中 国 の 山東大学が 1 人で あ り ， 学部別 内訳は， 人文学部が 4 人， 人開発達
科学部が 1 人で あ っ た。 受講科 目 数 に つ い て は ， 4 科 目 が秋期 に 3 人， 3 科 目 が秋期 に 1 人， 2 科 目 が
秋期 に 3 人 と 春期 に 2 人， 1 科 目 が春期 に 3 人で あ っ た。
春期 の 受講者数 と 受講科 目 数 が減 っ た の は ， 学部 の 授業 と 短期留学生修 了 レ ポ ー ト の 作成が大変 に
な っ て き た た め と 考え ら れ る 。
2.2 授業科 目
開講科 目 は ， 秋期 と 春期 と も に 7 科 目 で あ り ， 2006 秋期 に は， 聴解 を 6 人， 漢字 を 6 人， 作文を 3 人，
日 本文化 を 3 人， 会話を 2 人， 読解 I を 1 人受講 し ， 2006 春期 に は ， 読解 H を 4 人， 漢字を l 人， 作
文を l 人， 会話 を 1 人受講 し た。
2.3 成績評価
成績評価 は 総合 日 本語 コ ー ス に 準 じ て い る (1総合 日 本語 コ ー ス 報告」 参照)。 学生へ の 成績通知 は，
学期末 に 富 山 大学留学生 セ ン タ ー 総合 日 本語 コ ー ス (短期留学生) コ ー デ ィ ネ ー タ ー 加藤扶久美の 名
前で 「学業成績通知書」 を発行 し ， 個別 に 渡 し て い る 。 人文学部 に つ い て は ， 学部長名 で， 1富 山 大学
人文学部短期 ( 1 年) 留学生 プ ロ グ ラ ム (受け 入れ) J に基づ く 「履修証明書J が発行 さ れ て い る 。
ま た ， 初級， 中級 の ク ラ ス を受講 し た 短期留学生 に も ， 依頼 に応 じ て ， 受講証明書を発行 し て い る 。
3 ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プの実施状況
3. 1 フ ィ ール ド ・ ト リ ッ プ と の合同見学
2006 秋期 の 2006 年 12 月 1 日 (金) 午後 と 2006 春期 の 2007 年 6 月 1 日 (金) 午後 に， フ ィ ー ル ド ・
ト リ ッ プ と の 合 同 見学 と し て ， 富 山 市民俗民芸村 ・ 五百羅漢 の 見学を実施 し た。 短期留学生 の 参加者は
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秋期 が 3 人， 春期 が 3 人で， 留学生指導部 門 の 出 原節子が コ ー デ ィ ネ ー ト し ， 出 原節子 と 日 本語研修 コ ー
ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 後藤寛樹が 引 率 し た。
3.2 ス タ デ目 イ ・ ト リ ッ プ
2006 春期 の 2007 年 7 月 13 日 (金) 午後 に ， ス ク ー ル パ ス で YKK 黒部事業所 の 見学 に 出 か け た。
参加者 は 24 人で， 短期留学生 が 3 人， 学部生が 2 人， 大学院生 6 人， 研究生が 6 人， 科 目 等履修生が
5 人， 日 本語研修生が 2 人で， 短期留学生 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 加藤扶久美が企画 し ， 加藤扶久美， 日 本
語研修 コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 後藤寛樹 お よ び留学支援室員 2 人が加 わ っ て 引 率 し た。
4 おわ り に
学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 に 対す る 留学生 セ ン タ ー の 支援 は， ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ と 日 本語教
育 で あ る 。 ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ に つ い て は， 予算が な い の で， 無料で行 け る 見学場所を今後 も 開拓 し て
い き た い。 ま た ， 日 本語教育 に つ い て は， 今 ま で 日 本語諜外補講を 受講す る だ け で あ っ た が， 上級 レ ベ
ル の 学生 が総合 日 本語 コ ー ス も 受講で き る よ う に な っ た の で， 学部 と の連携を と り な が ら 支援体制 を充
実 さ せ て い き た い。
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日韓共同理工系学部留学生プ ロ グ ラ ム報告
(2007 年 4 月 ，._ 2008 年 3 月 )
1 は じ め に
副島健治
1998 年， 当 時 の 小湖恵三 日 本国 総理大 臣 と 金大 中韓国大統領 に よ る 日 韓首脳会議が行 わ れ， 21 世紀
に 向 け た新 た な 日 韓パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 構築す る と の 共通 の 決意を宣言 し た が， こ の 合意 に基づ き ， 具
体 的 な 行動計画 と し て 「 日 韓共同理工系学部留学生事業」 が立 ち 上 吠 ら れ た 。 こ の 事業は韓国 で選抜 さ
れ た 高校卒業生 を留学生 と し て 日 本の 国立大学の 理工系学部が受 け入れ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。
1999 年 に 第一期生 の 募集 が 開始 さ れ た。 富 山 大学で は こ の プ ロ グ ラ ム に よ り こ れ ま で の べ 7 人 を 受
け 入 れ て き た。 本学 に 配置が あ っ た 年度 は 2001 年度， 2003 年度， 2004 年度， 2006 年度で あ っ た。
2001 年度 (第 2 期生) 4 人 2003 年度 (第 4 期生) 1 人
2004 年度 (第 5 期生) 1 人 2006 年度 (第 7 期生) 1 人
2 本事業 に よ る 大学への学生配置に ついて
計 7 人
各大学へ の 配置 は 応募 し た 日 本留学希望生徒が 「志望調査」 で ど の 大学を望ん だか に よ り ほ ぼ決定 さ
れ る 。 し た が っ て 受 け入れ よ う と す る 日 本の 国立大学 は ， 自 大学が留学希望者の 希望大学 と し て 選 ば れ
る よ う に 努力 す る こ と が求 め ら れ る 。
富 山 大学 の 理 ・ 工学部 の 受 け 入 れ可能数 は 各学科の 合計人数 で 16 人 (2007 年) で あ っ た が， 結局，
上記の よ う に 2007 年度の 配置 は な か っ た。
3 富山大学配置の本プロ グラ ムの学生の様子
2 期生 は す で に 卒業 し 大学院を経て ， 現在 は 日 本 あ る い は韓 国 で社会人 と し て 活躍 し て い る 。 4 期生
も 学部 を 卒業 し ， 現在 は 本 学 の 大学院で研究 を 続 け て い く 予定 で あ る 。 し か し な が ら 、 2009 年か ら 兵
役 に 入 る こ と も あ り ， 研究の 継続 と 将来 の 就職で不安を抱え て い る こ と も 事実で あ る 。 現在の 本 プ ロ グ
ラ ム の 学部在籍者 は 5 期生 ( 1 人) と 7 期生 ( 1 人) の 計 2 人で あ り ， 富 山 大学 の 学生 と し て勉学 に 励
ん で い る 。
4 日 韓共同理工系学部留学生事業受入方法検討ワーキ ン グ ・ グループ
4. 1 構成員
日 韓共 同理工系学部留学生事業 の プ ロ グ ラ ム を 円滑 に 遂行す る た め、 「 日 韓共同理工系学部留学生事
業受入方法検討 ワ ー キ ン グ ・ グル ー プJ (以下 「 日 韓 WGJ と す る ) が 2001 年 4 月 に 立 ち 上 げ ら れ， 現
在 に 至 っ て い る 。 2007 年度 の メ ン バ ー は 石川 義和 (理学部) ， 宮武滝太 (工学部) ， 加藤扶久美 (留学
生 セ ン タ ー) ， 深津 の ぞみ (留学生 セ ン タ ー) ， 飯野 る み子 (学生支援課留学支援室) の 5 人で構成 さ れ る 。
4.2 ミ ーテ ィ ン グ
2007 年度 は以下の よ う に ， 日 韓 WG の ミ ー テ ィ ン グが 2 回持 た れ た。
2007 年 5 月 28 日 (月 ) 9:45-10:45 
第 17 回 日 韓 WG ミ ー テ ィ ン グ
砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 4 期生 の 進学 に つ い て 報告 さ れ た 。
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砂 7 期生 の 入学後 の 様子 に つ い て報告 さ れ た 。
砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 概要パ ン フ レ ッ ト の 作成 に つ い て 審議 さ れ た。
砂 日 韓共同理工系学部留学生事業協議会 (大阪大学主催) 参加 に つ い て 審議 さ れ た 。
2007 年 8 月 24 日 (金) 10:30-12 :00 
第 18 回 日 韓 WG ミ ー テ ィ ン グ
惨 日 韓共 同理工系学部留学生事業協議会 (大阪大学主催) 参加 に つ い て 報告が あ っ た。
砂 秋 に 実施 さ れ る 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア へ の 参加 お よ び準備 に つ い て 検討 し た 。
砂 日 韓 WG の 位置づ け に つ い て 審議 さ れ た。
5 日 韓共同理工系学部留学生事業推進フ ェ アへの参加
2007 年度 は以下の通 り 開催 さ れ た 。
日 時 : 2007 年 9 月 1 日 (土) 9 :30-17 :00 
場所 : 韓国 国 際教育振興院 (Seoul 特別市鐘路区東崇j同 181)
本学か ら は加藤扶久美 (留学生セ ン タ ー ) ， 石井雅博 (工学部) ， 飯野 る み子 (学生支援課留学支援室)
が参加 し ， ま た 本事業で富 山 大学 に 留学 中 の 学生 (朱夏淵) も ボ ラ ン テ ィ ア で手伝 っ た。
フ ェ ア の 日 程 と し て は， 午前 は説明会な ど の プ ロ グ ラ ム が実施 さ れ， 午後 は事業 の 第 9 期採用 予定者
を 対象 と し て 各参加大学の ブ ー ス で通訳 を 介 し て説 明 が行わ れ た 。 本学の ブ ー ス へ は 12 人の 訪 問 が あ っ
fこ。
6 おわ り に
こ れ ま で， 富 山 大学 と し て 本事業 に よ る 韓国人留学生が配置 さ れ る よ う に 努力 し て き た。 2007 年 2
月 に 本 プ ロ グ ラ ム の 中 間報告 『富 山 大学 に お け る 日 韓共同理工系学部留学生事業実施 中 間報告書』 が 日
韓 WG に よ っ て 出 さ れ た が， そ の 中 に も ， 配置学生数が伸 び悩 み， 本学で の プ ロ グ ラ ム 実施が必ず し
も 順調 で な い こ と が報告 さ れ て い る 。
本事業 は 10 年計画で 開始 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ る 。 も し そ の 通 り だ と す れ ば， 間 も な く 終了 す る こ
と に な っ て し ま う が， 継続が議論 さ れ て い る よ う で あ る 。
今 日 ， 例 え ば 中央教育審議会 に お い て 「留学生 30 万人計画」 が策定 さ れ， す で に 具体的検討段階 に
入 っ て い る よ う に ， 大学教育 の グ ロ ー パル化の趨勢の 中 に お い て ， 本事業 は継続 さ れ る こ と は必然です
ら あ る と 言え よ う 。 ま た， 国 際戦略 の 観点 か ら 将来 の 大学像を視野 に 入れ た 本学 と し て の 積極的 な 取 り
組み が さ ら に 望 ま れ る こ と は言 を 侠 た な い。
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教養教育「日本語J r日本事情」 報告 (2007 年 4 月 -.; 2008 年 3 月 )
加藤扶久美
1 は じ め に
2005 年 に 富 山 大学 (五福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山 医科薬科大学 (杉谷 キ ャ ン パ ス ) お よ び高 岡短期大学 (高
岡 キ ャ ン パ ス ) を再編 ・ 統合 し ， 新 ・ 富 山 大学 と な っ た が， 学部の 教養教育 に 関 し て は， キ ャ ン パ ス ご
と に 実施 さ れ て い る 。 本稿で は五福 キ ャ ン パ ス に お い て ， 学部正規留学生 を 対象 と し て 開講 さ れ て い る
教養教育 「 日 本語J í 日 本事情」 に つ い て 報告す る 。
五福 キ ャ ン パ ス の 教養教育 で は ， 外国語科 目 と し て 「 日 本語 AJ í 日 本語 BJ を， 総合科 目 と し て 「 日
本事情 IJ í 日 本事情 II J í 日 本事情 ffi J を 開講 し て い る 。 以 下 に ， 2007 年度の 教養教育 「 日 本語J í 日
本事情」 の 実施状況 に つ い て 報告す る 。
2 r s 本語J
「 日 本語 AJ は 学部正規留学生 1 年生 を 対象 と し た 科 目 で， 前学期 に 「 日 本語 AlJ を， 後学期 に 「 日
本語 A2J を 開講 し て い る 。 「 日 本語 BJ は ， 2 年生以上の 学部正規留学生 と 各学部 か ら 受講 申 請願 い
の 出 さ れ た 聴講生， 科 目 等履修生 を 対象 と し た 科 目 で， 前学期 に 「 日 本語 B3J を， 後学期 に 「 日 本語
B4J を 開講 し て い る 。
授業で は 中 ・ 上級用 の 日 本語教材， 視聴覚教材， 新聞や雑誌 の 記事を使 っ て ， 四技能 (聞 く ， 話す， 読む，
書 く ) の 面でバ ラ ン ス の と れ た 日 本語能力 の 養成 と ， 大学で の 学習や研究活動 に 十分 な 日 本語能力 の 養
成 を 目 的 と し て い る 。 主 に 文法 ・ 作文 中心の授業 と 読解 ・ 聴解 中心 の 授業が あ る 。
2. 1 2007 年度の実施状況
前学期 は ， 文系 ク ラ ス (人文学部 ・ 人間発達科学部 ・ 経済学部対象) の 「 日 本語 AlJ を 火 曜 日 3 時
限 と 金曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 理系 ク ラ ス (理学部 ・ 工学部対象) の 「 日 本語 AlJ を 火曜 日 3 時 限 と
金曜 日 2 時限 に 各 1 コ マ ， 合計 4 コ マ 開講 し た。 「 日 本語 B3J は， 主 に 経済学部の 留学生 を 対象 と し て
月 曜 日 3 時限 に l コ マ ， 主 に 人文学部 の 留学生 を 対象 と し て 火曜 日 4 時限 に 1 コ マ ， 全学部留学生 を対
象 と し て 木曜 日 4 時限 に 1 コ マ ， 主 に 工学部 の 留学生 を 対象 と し て 金曜 日 3 時限 に 1 コ マ ， 合計 4 コ マ
開講 し た。
後学期 は， 文系 ク ラ ス (人文学部 ・ 教育学部 ・ 経済学部対象) の 「 日 本語 A2J を 火 曜 日 3 時限 と 金
曜 日 2 時限 に 各 1 コ マ ， 理系 ク ラ ス (理学部 ・ 工学部対象) の 「 日 本語 A2J を火曜 日 3 時限 と 金 曜 日
2 時限 に 各 l コ マ ， 合計 4 コ マ 開講 し た。 「 日 本語 B4J は， 主 に 経済学部 の 留学生 を 対象 と し て 月 曜 日
3 時限 に 1 コ マ ， 全学部留学生 を 対象 と し て 水曜 日 2 時限 と 木曜 日 4 時限 に 各 l コ マ ， 合計 3 コ マ 開講
し た。
2.2 授業科目 及び授業担当者
前学期 は， í 日 本語 AlJ を セ ン タ ー 専任教員 4 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 深津の ぞ み)
が担 当 し ， 1 日 本語 B3J を学部留学生専門教育教員 3 人 (人文学部 ; ÚJ n時 け L 、子， 経済学部 ; 村上剣十
郎 ， 工学部 ; 宮武滝太) 及 び非常勤講師 1 人 (横掘慶子) が担当 し た。
後学期 は， í 日 本語 A2J を セ ン タ ー 専任教員 2 人 (後藤寛樹， 深津の ぞ み ) ， 学部留学生専門教育教
員 2 人 (人文学部 ; 山 崎 け L 、子， 工学部 ; 宮武滝太) が担 当 し ， Í 日 本語 B4J を セ ン タ ー 専任教員 1 人 (演
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田 美和) ， 経済学部留学生専門教育教員 1 人 (村上剣十郎) 及 び非常勤講師 1 人 (横掘慶子) が担 当 し た。
2.3 受講者
前学期 の 受講者 は ， r 日 本語 AlJ が 26 人で あ り ， r 日 本語 B3J が月 曜 日 3 時限 に 6 人， 火 曜 日 4 時
限 に 10 人 ， 木曜 日 4 時限 に 7 人， 金 曜 日 3 時限 に 0 人で あ っ た。
所属別 の 内訳 は ， r 日 本語 AlJ が人文学部 6 人， 人開発達科学部 1 人， 経済学部 3 人， 理学部 1 人，
工学部 15 人 で あ り ， 月 曜 3 時限 の 「 日 本語 B3J が工学部 6 人で あ り ， 火 曜 4 時 限 の 「 日 本語 B3J が
人文学部聴講生 10 人 で あ り ， 木曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B3J が人文学部聴講生 6 人， 人開発達科学部聴
講生 1 人で あ る 。
国 ・ 地域別 の 内訳 は ， r 日 本語 AlJ が 中 国 17 人， マ レ イ シ ア 6 人， 韓 国 1 人， ベ ト ナ ム 1 人， パ キ
ス タ ン 1 人で あ り ， 火曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B3J が 中 国 3 人， 韓国 3 人， イ ン ド ネ シ ア 1 人， ウ ズ ベ
キ ス タ ン l 人， ハ ン ガ リ ー 1 人， ロ シ ア 1 人で あ り ， 木 曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B3J が 中 国 4 人， イ ン
ド ネ シ ア l 人， ハ ン ガ リ ー l 人， ロ シ ア 1 人で あ る 。
後学期 の 受講者 は， r 日 本語 A2J が 25 人で あ り ， r 日 本語 B4J が月 曜 日 3 時限 に O 人， 水 曜 日 2 時
限 に 7 人， 木曜 日 4 時限 に 7 人で あ っ た。
所属別 の 内訳 は ， r 日 本語 A2J が人文学部 5 人， 人開発達科学部 l 人， 経済学部 3 人， 理学部 1 人，
工学部 15 人で あ り ， 水曜 日 2 時限 の 「 日 本語 B4J が人文学部聴講生 5 人， 人開発達科学部聴講生&: 2 人
で あ り ， 木曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B4J が人文学部聴講生 6 人， 人間発達科学部聴講生 1 人で あ る 。
ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳は， r 日 本語 A2J が 中 国 16 人， マ レ イ シ ア 6 人， 韓国 1 人， ベ ト ナ ム l 人，
パ キ ス タ ン 1 人 で あ り ， 水 曜 日 2 時限 の 「 日 本語 B4J が 中 国 4 人， 韓 国 1 人， ロ シ ア 1 人 ， イ タ リ ア
l 人で あ り ， 木曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B4J が 中 国 5 人， 韓国 l 人， イ タ リ ア 1 人で あ る 。
3 r 日 本事情J
「 日 本事情」 は 学部正規留学生 を 対象 と し た 科 目 で， 第 2 期 (1 年生後学期) に 「 日 本事情 IJ を， 第
3 期 (2 年生前学期) に 「 日 本事情 II J を， 第 4 期 (2 年生後学期) に 「 日 本事情 ill J を 開講 し て い る 。
授業で は， 日 本文化を体験 し た り ， 統計資料や視聴覚教材 を利用 し な が ら ， 日 本 の 自 然， 産業， 歴史，
社会， 文化， 教育等 に つ い て の理解 を 深 め る こ と を 目 的 と し て い る 。 留学生 セ ン タ ー の 専任教員 が コ ー
デ ィ ネ ー タ ー を務め， 学部教員 の 協力 を得て 開講 し て い る 。
3. 1  2007 年度の実施状況
2007 年度前学期 は， r 日 本事情 II J を木曜 日 2 時限 に ， 後学期 は， r 日 本事情 IJ を火曜 日 5 時限 に ， r 日
本事情 ill J を木曜 日 5 時限 に 開講 し た。
2007 年度 2 年生 に な っ た 学生 は， 前学期 開 講 の 「 日 本事情 II J と 後学期開講の 「 日 本事情 皿 」 を と
る こ と に な る 。 ま た ， 1 年生 の 学生 は 後学期 開講の 「 日 本事情 IJ を 初 め て 受 け る こ と に な る O
3.2 受講者
「 日 本事情 IJ の 受講者 は 35 人で あ っ た。 所属別 の 内訳 は， 人文学部 1 年生 6 人， 人間発達科学部 l
年生 l 人， 経済学部 1 年生 3 人， 工学部 1 年生 17 人， 工学部 3 年生 1 人， 人文学部聴講生 7 人で あ る 。
ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は ， 中 国 23 人， マ レ イ シ ア 6 人， 韓国 3 人， ベ ト ナ ム 1 人， パ キ ス タ ン 1 人，
イ タ リ ア l 人で あ る 。
「 日 本事情 II J の 受講者 は 23 人 で あ っ た。 所属別 の 内訳 は ， 人文学部 2 年生 3 人， 経済学部 2 年生 l
人， 工学部 2 年生 12 人， 工学部 4 年生 1 人， 人文学部聴講生 6 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は ，
中 国 10 人， マ レ イ シ ア 7 人， 韓国 4 人， ロ シ ア 1 人， セ ネ ガル l 人 で あ る 。
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「 日 本事情 皿 」 の 受講者 は 22 人 で あ っ た。 所属別 の 内訳 は ， 経済学部 2 年生 l 人， 経済学部 3 年生 1 人，
工学部 2 年生 12 人， 工学部 3 年生 1 人， 人文学部聴講生 6 人， 人開発達科学部聴講生 l 人で あ る 。 ま た ，
国 ・ 地域別 の 内訳は， 中 国 13 人， マ レ イ シ ア 6 人， ロ シ ア l 人， イ タ リ ア 1 人， セ ネ ガル 1 人で あ る 。
3.3 コ ーデ ィ ネ ー タ ー と 授業担当者
前学期 は， ["" 日 本事情 n J の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を加藤扶久美が担 当 し ， 学部教員 7 人 (石原外美， 川
田 邦夫， 黒 田重靖， 小松美英子， 竹 内章， 諸 岡 晴美， 山 田茂) と 非常勤講師 1 人 ( 中 川 砕) と 加藤扶久
美が授業 を 担 当 し た。
後学期 は ， 1 日 本事情 IJ の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を漬 田美和が担当 し ， 学部教員 7 人 (坂本麻実子， 鈴木景二 ，
竹井史 ， 立川 健治， 鼓み ど り ， 林夏生， 二村文人) と 非常勤講師 3 人 (三遊亭良楽， 清水星栄， 経津普汀)
と 演 田 美和が授業 を 担 当 し た。
「 日 本事情 ill J は ， 出 原節子が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を担 当 し ， 学部教員 7 人 (飯 田 剛史， 神川 康子， 久
保 田真功， 島添貴美子， 鼓み ど り ， 堀 田裕弘， 水内豊和) と 非常勤講師 1 人 (淡川典子) と 出 原節子が
授業を 担 当 し た。
3 .4 授業内容
以下、の よ う な テ ー マ で授業が な さ れ た 。
「 日 本事情 1 J 
坂本麻実子 (人開発達科学部)
三遊亭良楽 (非常勤)
清水 星栄 (非常勤)
鈴木 景二 (人文学部)
竹井 史 (人開発達科学部)
立川 健治 (人文学部)
鼓 み ど り (人間発達科学部)
林 夏生 (人文学部)
経揮 著汀 (非常勤)
二村 文人 (人文学部)
潰田 美和 (留学生 セ ン タ ー )
「 日 本事情 n J
石原 外美 (工学部)
川 田 邦夫 (極東地域研究 セ ン タ ー )
黒 田 重靖 (工学部)
小松美英子 (理学部)
竹内 章 (理学部)
諸岡 晴美 (人間発達科学部)
山 田 茂 (工学部)
中 川 昨 (非常勤)
加藤扶久美 (留学生 セ ン タ ー )
「 日 本 の音楽」
「落語J
「華道J
「富 山 の 歴史 と 観光」
「 日 本 の 伝承 お も ち ゃ を 作 ろ う 」
「 日 本人の 身体所作」
「 日 本の 美術」
「 日 本社会 と 漫画 ・ ア ニ メ 」
「書道」
「 日 本 の 伝統芸能」
「情報収集 ・ レ ポ ー ト 作成J
「 日 本 に お け る 最近の 技術者倫理教育」
「 日 本 の 雪氷環境 と 日 本海」
「 日 本 の 化学 と 工業」
「 日 本 に 生息す る マ リ ン ベ ス ト 」
「 日 本 の地殻変動 と 海底資源J
「 日 本 の繊維工業」
「 日 本機械産業の歴史 と 今後 の 展望」
「 日 本人の 食生活 と 健康 の 危機 1 ， 2 J 
「異文化理解 1 - 3 J [""異文化体験発表 1 - 3 J 
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「 日 本事情 III J
淡川 典子 (非常勤)
飯 田 剛史 (経済学部)
神川 康子 (人間発達科学部)
久保 田真功 (人間発達科学部)
島添貴美子 (芸術文化学部)
鼓 み ど り (人開発達科学部)
堀 田 裕弘 (工学部)
水内 豊和 (人間発達科学部)
出 原 節子 (留学生 セ ン タ ー )
4 おわりに
「人権」
「 日 本人 の 宗教」
「 日 本 の 住 ま い ・ 住宅事情」
「 日 本 の 教育事情」
「世界 の 音 の 文化/ 日 本の 音の 文化」
「 日 本の 美術」
「 日 本 に お け る 情報通信事情」
「 日 本の 障害児教育」
「異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」
五福 キ ャ ン パ ス の 教養教育 に お い て は， r 日 本語 AJ の 授業担 当 は ， セ ン タ ー 教員 4 人 と 人文 ・ 工学
部留学生専門教育教員 2 人で， き め細か な 指導 と 学部の 専門性を考慮 し た 指導が で き る よ う に な っ て き
て い る 。 ま た ， 使用 テ キ ス ト (文法 ・ 作文 中 心 の 授業 : r改訂版 留学生の た め の 論理的 な 文章 の 書 き
方』 ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ， 読解 ・ 聴解 中心の授業 : r大学 ・ 大学院 留学生 の 日 本語③ 論文読解編』
ア ル ク ) を 全学共通 の も の に 定 め ， 特 に 教養教育 「 日 本語」 の 受講生 が あ わ せ て 受講す る 可能性の あ る
日 本語課外補講で用 い る テ キ ス ト と の 聞 で調整 を 行 っ て い る 。
「 日 本事情」 に 関 し て は， セ ン タ ー 専任教員 が コ ー デ ィ ネ ー ト し て ， 学部教員 と の 連絡 ・ 調整 を し な
が ら 授業を進 め て い る 。
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日 本語教育部門活動報告 1 一 日 本語相談 一 (2007 年 4 月 ，_ 2008 年 3 月 )
加藤扶久美
1 は じ め に
日 本語教育部 門 で は， 2003 年度 よ り 毎週水 曜 日 の 昼休 み を 利用 し て ， 日 本語教育部 門 の 教員 が留学
生か ら の 日 本語 に 関 す る 相談や質問 に 答 え る 「 日 本語相談」 を実施 し て い る 。 こ の 相談時間 に ， 学生 た
ち は， 様 々 な 日 本語 に 関す る 質問， 小論文の 練習， 漢字の 練習， 授業 に 関連 し た作文等の添削や ス ピ ー
チ 練習 の 目 的 で利用 し に 来て お り ， 授業以外の 日 本語学習支援 の 一環 と し て 一定の効果を挙げて い る 。
こ こ で は， 開始か ら 5 年 目 と な る 2007 度の 「 日 本語相談」 の 実施状況 に つ い て 報告す る 。
2 í 日 本語相談J の概要
日 本語相談 の 概要 は 次 の と お り で あ る 。
1 ) 実施場所
留学生セ ン タ ー 1 階談話室 に お い て 実施 し た。
2 ) 実施期 間 お よ び実施 日 時
毎週水曜 日 の 昼休み 12 時か ら 13 時 ま で の 時間 を利用 し て 実施 し た。 2007 年度 は， 前期 に 2007 年
5 月 9 日 (水) か ら 7 月 25 日 (水) ま で の 12 回， 夏季休業期 間 中 に 2007 年 8 月 1 日 (水) ， 8 日 (水) ，
22 日 (水) ， 29 日 (水) の 4 回， 後期 に 2007 年 10 月 24 日 (水) か ら 冬季休業を は さ ん で 2008 年 1
月 23 日 (水) ま で の 12 回実施 し た。
夏季休業期間 中 に つ い て は， 学生の要望に 応え， 2004 年度か ら 実施 し て い る 。
3 ) 担当者
日 本語教育部 門 の 教員 4 人 (加藤， 深津， 漬 田， 後藤) が， 1 回 ご と に 交代 し て 担当 し た。
3 í 日 本語相談J の実施状況
3. 1 í 日 本語相談」 への来談者
相談 に 訪 れ た 来談者 の 数 を 表 1 に ま と め た。 前期 の 来談者数 を 学部別 に 見 る と ， 2006 年度 ま で と 同
様 に 経済学部 の 学生 の 利用 が最 も 多 い。 こ れ は ， í 日 本語相談」 の 中 で， 大学院入試の 小論文科 目 の た
め の 練習 を行 っ て い る こ と に よ る 。 経済学研究科の 大学院入試 に は小論文が課 さ れ て お り ， こ の 対策 と
し て 日 本語相談 を利用 し て い る 学生が多 い た め だ と 考 え ら れ る 。 夏季休業期 間 中 と 後期 は ， 人文学部 の
学生の 利用 が最 も 多 く ， 年度全体で見 る と 経済学部 の 16 人の 2 倍を超え る 35 人 の 利用者が あ っ た。 そ
れ は， 日 本語能力試験 1 級受験の た め の 漢字 ・ 語葉練習 に 「 日 本語相談」 が利用 さ れ た か ら で あ る 。
3.2 相談内容
相談 に 訪 れ た 学生 の 相談 内容 を 表 2 に ま と め た。
前期 お よ び夏季休業期 間 に は ， 2006 年度 ま で と 同 様 に ， 大学院入学試験科 目 「小論文」 の 練習 と し
て 書 い た 作文の添削が多か っ た。 後期 に は ， 日 本語能力試験 1 級受験 の た め の 漢字 ・ 語葉練習 が増え た 。
修学上 ・ 生活上の 質 問 ・ 相談 の 内容 は ， 少 な か っ た。
こ の よ う に ， 大学院入学試験や 日 本語能力試験 の 受験 を 目 指 し て ， 留学生が 自主的 ・ 計画的 に そ の 相
談 の 場 と し て 「 日 本語相談」 を利用す る ケ ー ス が増え て き て お り ， こ の 日 本語相談の 時間 が有効 に 機能
し て き て い る と 言え る だ ろ う 。
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表 1 所属別来談者数
(単位 : 人)
前 期
夏季休業期 間
後 期
合 計
9 
3 
23 
35 
nu一nu一円U一日U 日
一2一1
一日
nu一nu一nu一AU 9u一nu一qu工。 9山一1i
一nu一qd
お一6一幻一回
表 2 相談内容別件数
(単位 : 件)
大学院入試科 目 「小論文」 の た め の 練習
授業 に 関連 し た 作文等の添削， ス ピ ー チ練習
進学 ・ 就職活動 に 関連 し た 作文や論文の添削
漢字， 会話な ど の 練習， 復習
文法や勉強法な ど に 関す る 質問
進学 ・ 就職活動 の た め の 面接 に 関す る 質問
注文書な ど の 書類 に つ い て の 質問
修学上 ・ 生活上の質問 ・ 相談
そ の 他
q u
一q
o一n
U一口
δ一n
u一n
U一t
i一噌
i一n
u
噌 I A
-
nu一泊せ一ti一1i一nu---一nu一
日U一日U
O一2一O
一幻一
1一O一O一1一-
3一9一1一1一1一1一l一2一1 1 i
一
一つ
り一
合 計 I 26 I *7 I 27 I *60 
つ 人の 相談者か ら の 複数の相談内容を個別 に 1 件 と し た の で， 来談者数 よ り も 多 い。
4 小論文の書 き 方 コ ー ス
留学生 セ ン タ ー で は， 留学生 セ ン タ 一 公式サ イ ト と は 別 に ， 富 山 大学で学ぶ留学生 の 日 本語学習 を支
援す る た め に 日 本語学習支援 サ イ ト RAICHO を 開設 し て い る (1 日 本語教育部 門活動報告 2 一 日 本語
学習支援 サ イ ト RAICHO - J を 参照) 。 こ の RAICHO サ イ ト 内 に 「小論文 の 書 き 方 コ ー ス 」 と い う コ
ン テ ン ツ を設 け ， 大学院入学試験の 小論文科 目 の た め の 必要な 情報を 提供す る と と も に ， 実際 に 練習 を
重ね る た め の課題 も 提示 し て い る 。
こ の 「小論文 の 書 き 方 コ ー ス 」 を利用す る 学生 は ， ま ず 「 日 本語相談」 に 来 て コ ー ス 登録 を し ， 担 当
教員 と 相談 の 上， そ れ ぞ れ に 適 し た 内容 ・ レ ベル の 課題 を 決 め る 。 そ し て 次 の 週 ま で に そ の 諜題 を 仕上
げ て ， 1 日 本語相談」 の場で添削 ・ 指導 を し て も ら う と い う 流れ に な っ て い る 。 今年度 は 3 人 の 学生が
こ の コ ー ス に 登録 し 熱心 に 課題 に 取 り 組ん だ。
5 おわ り に
「 日 本語相談」 の 実施 も 2007 年度 で 5 年 目 と な り ， 相談 の 内容 も ， 大学院入学試験 の 準備， 授業 に 関
連 し た 質問， 就職活動 に 関連 し た 質問， 留学生活 を 送 る 上 で の 相談 と 多 岐 に わ た っ て い る 。 こ の よ う に ，
日 本語 の 学習 や専門課程 で の 学習 ・ 研究 に 関す る 質問 ・ 相談だ け で は な く ， 進学や就職 も 含 め た 広 い意
味 で の 留学生活 に 関 わ る 相談 の 場 と し て 「 日 本語相談」 が活用 さ れ る よ う に な っ て き て お り ， 留学生 の
学習 ・ 研究面を主 と し た 支援体制 と し て 有効 に 機能 し て い る と 考え ら れ る 。
た だ， こ の 「 日 本語相談」 の 実施場所 は五福 キ ャ ン パ ス 留学生 セ ン タ ー で あ り ， 利用者が五福 キ ャ ン
パ ス の 学生 と ， 杉谷 ・ 高 岡 キ ャ ン パ ス か ら 日 本語研修 コ ー ス ， 日 本語課外補講等 に 通 っ て い る 学生 に 限
ら れ て い る の が現状な の で， 1 日 本語相談」 を 希望す る すべ て の 学生が， 何 ら か の 方法で 「 日 本語相談」
が受 け ら れ る よ う な 支援方策 を模索 し て い き た L 、。
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日本語教育部門活動報告 2 一 日本語学習支援サイ ト RAICHO -
(2007 年 4 月 -.; 2008 年 3 月 )
後藤寛樹
1 サイ ト の概要
「 富 山 大 学留 学生 セ ン タ 一 日 本語 学 習 支援 サ イ ト RAICHOJ ( 以 下， iRAICHO サ イ ト 」 と 略 記，
URL は http ://tisc.iscルtoyama.ac.jp/) は ， 富 山 大学 に 在籍す る 留 学生 の 日 本語学習 を 総合 的 に 支
援す る た め の一つ の 手段 と し て ， 留学生 セ ン タ 一 日 本語教育部門 が 開設 し て い る サ イ ト で あ る 。 サ イ ト
開設の ね ら い は， 富 山 大学で学ぶ留学生 の 学習 を支援す る と い う 点 に あ り ， タ ー ゲ ッ ト を 富 山大学の留
学生 に 限定す る こ と で， サ イ ト に 掲載す る 情報 を 絞 り 込み， 利用者が必要な '情報 に 容易 に ア ク セ ス で き
る よ う に す る と い う 点 に 重 点 を お い て い る ( た だ し ， サ イ ト 自 体 は 学 内外 を 問 わ ず利用 で き る ) 。 イ ン
タ ー ネ ッ ト は わ れ わ れ の生活 に 深 く 浸透 し ， あ り と あ ら ゆ る 情報 に イ ン タ ー ネ ッ ト を介 し て ア ク セ ス で
き る よ う に な っ た。 し か し ， イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に は膨大 な 量 の 情報 が あ り ， 求 め る 情報を効率よ く 探 し
出 す た め に は， こ の 膨大な 量の情報の 中 か ら 必要 と す る も の を取捨選択で き る 能力 が必要 と さ れ る 。 こ
れ は容易 な こ と で は な く ， 留学生が 日 本語学習 の リ ソ ー ス を イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 求 め た と し て も ， 自 己
の 学習 に 有益 な 情報 を う ま く 選ぶ こ と が で き な け れ ば， リ ソ ー ス を 学習 に 効率的 に 生 かす こ と は で き な
い。 そ こ で， 本学で学ぶ留学生 に 必要 な a情報が サ イ ト に よ っ て 一括 し て 提供 さ れ て い れ ば， 留学生 に と っ
て の 利便性が高 く な る だ ろ う と い う ね ら い の も と で 開設 し た の が， RAICHO サ イ ト で あ る 。 本稿で は ，
RAICHO サ イ ト の 2007 年度 の 整備状況等 に つ い て 報告す る 。
2 2007 年度 RAICHO サイ ト 整備状況
RAICHO サ イ ト 内 の 「 日 本語 自 己学習」 コ ン テ ン ツ に は， 多肢選択式 あ る い は 回答記述式 の 問題が
作成で き る 問題作成 シ ス テ ム が整備 さ れ て い る 。 こ の シ ス テ ム で は， 出 題す る 問題 に テ キ ス ト ， 画像 フ ァ
II:.�所持問………m …一一 …………………
安建控室珍 奇麗鴎
盤謹整逼轟
仰向g占襲総，器可部匙誕溜鶴野義弘諸問内部蝿
函 1 ク イ ズ メ イ ン画面 と ヒ ン ト 表示画面
- 72 ー
イ ル， 音声 フ ァ イ ル が使え る よ う に な っ て お り ， 現在， こ の シ ス テ ム を 用 い て 作成 し た ひ ら が な ， カ タ
カ ナ ， 漢字， 助詞 な ど の 問題 が RAICHO サ イ ト 上の 「 日 本語 自 己学習」 コ ン テ ン ツ で提供 さ れ て い る 。
2007 年度 に は， こ の 問題作成 シ ス テ ム の 機能 を 拡張 し ， 問 題 を解 く た め の ヒ ン ト が表示 で き る よ う に
し た。
ま た ， 今年度， セ ン タ ー 教員が， 全学の e ラ ー ニ ン グ タ ス ク チ ー ム が主催す る コ ン テ ン ツ 開発支援費
(学長裁量経費) の 配分 を 受 け ， 日 本語学習者向 け 漢字学習 サ イ ト を 作成 し て い る が， こ の サ イ ト で も
RAICHO サ イ ト の 問題作成 シ ス テ ム を利用 し た ク イ ズ コ ン テ ン ツ が提供 さ れ て い る 。
3 利用状況 と 今後の展望
RAICHO サ イ ト は 開設か ら 約 5 年 が経過 し た。 引 き 続 き ， 学 内 の み な ら ず学外か ら も 「 サ イ ト を 利
用 し て い る 」 と い う 声が寄せ ら れ て い る 。 特 に ひ ら が な ， カ タ カ ナ の 学習 コ ン テ ン ツ に つ い て は， ア メ
リ カ や タ イ な ど海外 の 機 関 か ら も 利用 さ れ て い る 。 ま た ， r 日 本語 自 己学習」 コ ン テ ン ツ の ユ ー ザ、登録
者数 も 2007 年度末 で 268 人 と な り ， 着実 に 利用者が増え， r 日 本語相談」 の 「小論文 の 書 き 方 コ ー ス 」
に 登録 し て サ イ ト を利用 し て い る 留学生 も 少 し ずつ で は あ る が増 え て き て い る 。
問題作成 シ ス テ ム の 整備 も 年 を追 う ご と に進み， こ の シ ス テ ム を利用 し て ， い ろ い ろ な 内容の コ ン テ
ン ツ を提供す る こ と が で き る よ う に な っ て き た。 コ ン テ ン ツ も 少 し ずつ増え て き て は い る が， 本学で学
ぶ留学生 に 適 し た コ ン テ ン ツ の 開発や， 留学生 セ ン タ ー の 日 本語 プ ロ グ ラ ム の 内容 に 準拠 し た 形 で の 体
系 的 な コ ン テ ン ツ 開発 は ， ま だ十分 に な さ れ て い る と は 言 え ず， 今後 は よ り 有効 な コ ン テ ン ツ の 開発が
重要 な 課題 と 言え る だ ろ う 。
RAICHO サ イ ト は， 利用者 も 増え ， ま た シ ス テ ム も 徐 々 に 整備 さ れ， 利用 の 幅が広が っ て き て い る 。
富 山 大学 は 三つ の キ ャ ン パ ス を有 し て お り ， 本来 な ら ば ど の キ ャ ン パ ス に お い て も 同様 の 日 本語教育が
提供 さ れ る こ と が理想 で は あ る が， 留学生数の 違 い や キ ャ ン パ ス ご と の 事情な ど も あ り ， 同 内容 の サ ー
ビ ス を提供す る の は難 し い と い う 現状 が あ る 。 そ の よ う な 状況 の 中 で， RAICHO サ イ ト を 有効 に 活用
す る こ と に よ っ て ， 授業 と し て 提供 さ れ て い る 日 本語教育の サ ポ ー ト が可能 に な る と 考え ら れ る 。 そ の
た め に は， サ イ ト 全体 の 利用状況等を分析 し な が ら ， 本学の留学生 に 適 し た コ ン テ ン ツ や授業内容 と も
連動 し た 形 の コ ン テ ン ツ を提供 し て い く と と も に ， 機能 の 面で も さ ら な る 充実化を は か つ て L 、 く 必要が
あ る だ ろ う 。
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留 学 生 指 導 部 門 報 告
(2007年 4 月 ---2008年 3 月 )
3 . 
出原節子
は じ め に
留学生指導部 門 で は ， 担 当 教員 ( 出原) が以下の よ う な 業務 を行 っ て い る 。
1 . 外国人留学生 に 対す る 修学 ・ 研究上， 生活上及 び異文化適応上の 指導 ・ 助言
2 . 異文化教育及 び 日 本語教育
3 . 留学生 と 日 本人学生 の 相互理解， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を 高 め る た め の 活動
4 . 海外留学 に 関す る 情報の 提供及 び留学相談
5 . 留学生活 に 関 わ る 各種情報の 提供， 地域交流団体等が主催す る 行事 の 案 内
小稿で は， 留学生指導部門が行 っ た 主 な 活動 に つ い て， 報告す る 。
指導 ・ 助言
2007 年度 は 以 下 の よ う に 面談 時 間 を設 け た が， 面談時間以外 に も 訪ね て 来 る 学生 が い る の で， 時間
の あ る 限 り 対応 し て い る 。
< 2007 年度前期面談時間 > < 2007 年度後期面談時間 >
2 限
OH 
OH 
OH 
OH 
OH 
1 限
OH 
OH 
OH 
OH 
OH 
月一火
一水一木一金
1 限
OH 
OH 
OH 
OH 
OH 
月一火一水一木一金
指導部 門 に 寄せ ら れ た 様 々 な 問題 に 対 し て は， 留学生 セ ン タ 一 日 本語教育部門教員及 び非常勤講師を
は じ め， 各学部， 留学支援室， 学生支援課等 と 連携 し て 対処 し た。
( 1 ) 留学生 に対す る 指導 ・ 助言
件数 : 63 件
( 2 ) 日 本人学生 に 対す る 指導 ・ 助言
件数 : 25 件
( 3  ) そ の他 (富 山大学各学部 の 指導 ・ 助言教員， 外部交流団体等か ら の 相談)
件数 : 1 1 件
学 内 か ら 募集 し た 『国 際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア 』 に 参加 し
こ の 授業 は， ①語学 .(主 と し て 日 本語) 能力 の 向上， ②
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2 異文化理解 ・ 交流
( 1 )  í 日 本事情J
日 本語研修 コ ー ス 「 日 本事情」 の 授業 に ，
て も ら い， 留学生 と の 合 同授業を 行 っ て い る 。
日 本人学生 に よ る 留学生支援， ③異文化理解， ④ 自 文化理解， ⑤異文化交流活動 の 拠点化， を 目 的 と し
て い る 。
( 2  ) 見学
前期 と 後期 に 原則各 1 回， 日 本語研修 コ ー ス の フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ を実施 し て い る 。 同 時 に 「富 山 大
学短期留学生受入れ体制要項」 に基づ く 短期留学生 の た め の ス タ デ ィ ト リ ッ プ も 実施 し て い る 。 見学 に
は 日 本人学生 も 希望が あ れ ば 付 き 添 い と し て 参加 を 認 め， 異文化交流 の 場 と し て い る 。 2007 年度 も 日
本文化へ の 理解 を 深 め る た め， 近隣の博物館等を 見学 し た。
・ フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ & ス タ デ ィ ト リ ッ プ (前期)
< 実施 日 ・ 見学場所 >
2007 年 6 月 1 日 (金) 富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢
< 参加者数 >
留学生 7 人
日 本人学生 2 人
- フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ & ス タ デ ィ ト リ ッ プ (後期)
< 実施 日 ・ 見学場所 >
2007 年 11 月 30 日 (金) 富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢
< 参加者数 >
留学生 1 1 人
日 本人学生 1 人
( 3  ) ホ ー ム ス テ イ
財団法人 と や ま 国 際 セ ン タ ー の 斡旋 に よ り ， 1999 年度後期 よ り 留学生 セ ン タ 一 所属 の 文部科学省 国
費留学生 (予備教育生) に 対 し 1 泊 2 日 の ホ ー ム ス テ イ ・ プ ロ グ ラ ム を実施 し て い る 。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007 年 7 月 28 日 (土) - 29 日 ( 日 ) 1 人 (16 期生)
な お ， 17 期生 は 国費留学生 の 配置がな か っ た の で， ホ ー ム ス テ イ は 行わ な か っ た。
( 4  ) ホ ー ム ビ ジ ッ 卜
日 本語研修 コ ー ス に は， 文部科学省 か ら の 国費留学生 だ け で な く ， 学内公募 に よ る 受講生 を 受 け 入 れ
て い る 。 「留学生 セ ン タ ー 在籍者 ホ ー ム ス テ イ 実施要項」制定時 に は， 学内公募 の 学生が L 、 な か っ た た め ，
こ れ ら の 学生 は ホ ー ム ス テ イ ・ プ ロ グ ラ ム の 対象者 に 含 ま れ て い な い。 そ こ で， 富 山市民国 際交流協会
の 協力 に よ り ， 学 内 公募 の 学生 を 対象 と し た 1 B 家庭訪問 プ ロ グ ラ ム を 2002 年度前期 よ り 実施 し て い
る 。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007 年 7 月 28 日 (土)
2008 年 1 月 26 日 (土)
( 5  ) 異文化交流パ ー テ ィ ー
2 人 (16 期生)
6 人 (17 期生)
留学生 と 日 本人学生 の 交流を 目 的 と し た パ ー テ ィ ー を 春 と 秋の 年 2 回， 留学生 セ ン タ ー の 談話室で開
催 し ， 200 円 の 参加費で， ス ナ ッ ク 菓子 と 飲物 を 用 意 し て い る 。
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< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007年 5 月 23 日 (水) 17 : 00- 44人
2007年11月 28 日 (水) 17 : 00- 21人
( 6  ) お し ゃ べ り タ イ ム
毎週木曜 日 の 12 : 00 - 13 : 00 に 留学生 セ ン タ ー の 談話室で 「 お し ゃ べ り タ イ ム 」 を 開催 し ， 留学生
と 日 本人学生が昼食 を 食 べ な が ら 語 り 合 う 時間 を 設 け て い る が， 木曜 日 以外 に も 留学生 と 日 本人学生が
昼食を共 に し て い る 姿 が み ら れ る 。
( 7 ) 異文化理解教育等への協力
県 内 の 教育機関 で行わ れ て い る 異文化理解教育や市 ・ 町 ・ 村主催 の 国際交流行事， 地域の 各種団体等
が主催す る 行事等 に 参加依頼 ・ 協力依頼が あ っ た場合 は ， そ の 要請 に 応 じ て， 都合 の つ く 留学生 の 派遣
を行 っ て い る 。
・ 富 山 大学人開発達科学部附属小学校ふ た ば会主催 「交流 ま つ り 」 ボ ラ ン テ ィ ア 協力
(10月 28 日 ) 11人
・ 国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 富 山主催 「 ミ ニ ・ フ ォ ー ラ ム J 参加 (11月 24 日 ) 2 人
3 各種情報の提供
全学の留学生 を 対象 に ， 留学生活 に 関 わ る 情報 を提供 し ， 地域の 交流団体等が主催す る 行事等の 案 内
を留学生セ ン タ ー の 談話室 に 掲示 し て い る 。
国 際交流団体 お よ び行事 内容 に つ い て は 「外国人留学生関係行事一覧」 を参照 し て い た だ き た L 、。
4 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
( 1 ) 学部新入留学生 の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
学部教員 や留学支援室， 学生支援課等の 協力 に よ り ， 前期 の 授業開始 目 前 に ， 全学 の オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン と は別 に ， 学部新入留学生 を対象 と し た オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を実施 し て い る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 終
了 後 に は， 先輩学生 の 協力 を 得て . I前期時間割」 を作成 し ， 更 に ， 留学生指導部門担 当 教員 が留学生
セ ン タ ー の 施設案 内 を し て い る 。
< 実施 日 時 >
2007 年 4 月 10 日 (火) 17 : 00 -
< オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内容 >
・ 教職員 の 紹介
・ 留学生セ ン タ ー 及び そ の他の 施設 に つ い て
・ 留学支援室及 び学生支援課職員 に よ る 所掌事項 に つ い て (奨学金， 授業料免除， ア ルバ イ ト 等)
・ 危機管理 に つ い て (各種保険等)
・ 教養科 目 履修 に つ い て
( 2 ) 新規来 日 非正規生 (研究生， 科 目 等履修生， 特別聴講学生) の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
< 実施 日 時 ・ 参加者数 >
2007年 4 月 16 日 (月 ) 7 人
2007年10月 15 日 (月 ) 9 人
< オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内容 >
・ 学内 ・ 学外 に お け る 諸手続 き に つ い て
- 76 -
- 留学生 セ ン タ ー に つ い て
. 学生生活 に つ い て
・ 危機管理 に つ い て
( 3  ) 平成 1 7 年度外国人留学生 (新入生) 合宿研修
こ の 研修 は 学務部留学支援室の 主催で行われ， 留学生 セ ン タ ー か ら は 指導部門担当教員 が参加 し た。
< 実施 日 >
2007 年 5 月 12 日 (土) - 13 日 ( 日 ) ( 1 泊 2 日 )
< 実施場所 >
富 山 県南砺市利賀村 ス タ ー フ ォ レ ス ト 利賀
< 参加者 >
・ 学部新入留学生
・ 在 日 留学生
・ 人文学部教員
・ 経済学部教員
. 工学部教員
・ 留学生セ ン タ ー 教員
. 留学支援室職員
< 研修 の 内容 >
・ 大学生活 の 心得 に つ い て
. チ ュ ー タ ー制度 に つ い て
・ 留学生活 に お け る 問題 の 解決法 ・ 地域 と の 交流 に つ い て
・ 各種奨学金， ア ルバ イ ト ， 授業料免除制度 に つ い て
・ 福利厚生 に つ い て
・ ガ イ ド ブ ッ ク 事項説明
. 質疑応答
5 海外留学相談
留学生 セ ン タ ー の 1 階 に 『留学情報資料室』 を設置 し ， 海外留学を希望す る 学生 に 情報 の 提供 を 行 う
と と も に ， 留学生指導部門担当教員 が留学の 相談 に の っ て い る 。
面談 回数 :
相談者数 :
理学部
33 回
19 人
4 人
人開発達科学部 4 人
人文学部 5 人
経済学部 5 人 ( 中 国人留学生 1 人含む)
医学部 1 人
計 四人
希望留学先 : 米国， 英国， カ ナ ダ， ス ウ ェ ー デ ン ， 韓国， オ ー ス ト ラ リ ア ， ド イ ツ
な お， 7 月 11 日 に 実施 さ れ た 留学を希望す る 学生 を 対象 と し た 「留学説明会」 に お い て ， 留学 に 関
す る 指導 ・ 助言を行 っ た。
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6 その他
( 1 ) 富 山 大学留学生教育指導連絡会議
2002 年 9 月 24 日 に 「富 山 大学留学生指導連絡会議要項」 を制定 し ， 以来留学生指導等 の 充実を 図 る
た め に 連絡会議 を 開催 し ， 留学生 に 関す る 様 々 な 問題 に つ い て 各学部 の 教員及 び事務 と の 情報交換 ・ 意
見交換 を 行 っ て 来た が， 2006 年 7 月 21 日 に 「富山 大学留学生教育指導連絡会議」 と し て 再 ス タ ー ト し ，
引 き 続 き 留学生 の 教育及 び生活指導等 の 充実 を 図 る こ と を 目 的 に ， 各学部や留学支援室 と 連携 し て 会議
を 開催 し で情報 ・ 意見の 交換， 収集を行 っ た。
< 開催 日 >
2007年 9 月 28 日 (金)
2008年 3 月 4 日 (火)
( 2  ) ホ ー ム ビ ジ ッ ト ・ プ ロ グ ラ ム
全学の 学生 を 対象 と し た 1 日 家庭訪問 プ ロ グ ラ ム を 「言語交流研究所 ヒ ッ ポ フ ァ ミ リ ー ク ラ ブ」 の 協
力 に よ り 実施 し た。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007年 8 月 6 日 (月 ) 7 人
( 3  ) 富山県留学生等交流推進会議総会座談会
毎年 1 回 開催 さ れ る 富 山 県留学生等交流推進会議総会 の 後 に 開催 さ れ る 「留学生 と の 座談会」 の 苛
会 を 数年 に 亘 り 依頼 さ れ て お り ， 2007 年度 も 依頼 さ れ た 。 座談会 の 進行 を 円 滑 に 進 め る た め， 事前 に ，
県 内 の 各高等教育機関 (富 山 大学 ・ 富 山 県立大学 ・ 高 岡法科大学 ・ 富 山 国 際大学 ・ 富 山 工業高等専門学
校) か ら 参加者 と し て 選 ば れ た留学生 と 面談 を し ， 発表内容の 確認， ア ド、 パ イ ス 等 を 行 っ た。
< 開催 日 >
2007年1 1月 14 日 (水)
おわ り に
2007 年 5 月 現在， 富 山 大学 に は 328 人 の 外 国人留学生が在籍 し て い る 。 そ の う ち ， 五福 キ ャ ン パ ス
に は 273 人が在籍 し て い る 。
富 山 県で は， 県内在住の 大学等の 私費留学生 (学部 1 年生 と 大学院生 は全員。 学部 2 -- 4 年生 は 、 学
業成績が上位 10%以 内 の 学生) に 対 し ， 県か ら 「富 山 県国 際交流奨学金」 と し て 1 万 円 (年間 12 万 円 )
が支給 さ れ て い る 。 ま た ， 国民健康保険料 の 助成 も お こ な わ れ て い る 。 さ ら に ， 2002 年 10 月 よ り 財団
法人 と や ま 国 際 セ ン タ ー が， 富 山 県， 富 山 県婦掬会， 留学生 を 受 け 入れ る 富 山 県 内 の 大学 ・ 短大 ・ 高専，
宅地建物取 引 業 の 団体 な ど の 連携協力 の も と に ， I留学生住宅確保支援制度」 を実施 し て い る 。 こ う し
た地域 の 人 々 の 暖か い支援 に よ り ， 留学生が よ り 安定 し た居住環境 の 中 で安心 し て 留学生活 を送 る こ と
が で き る よ う に な り ， 大変感謝 し て い る 。
こ れ か ら も 地域 と の 緊密 な 連携 を は か り ， 留学生支援体制 の 充実 の た め一層 の 努力 を し て い き た L 、。
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4 . 留学生セ ン タ ー関連行事等
宮 山大学留学生セ ン タ ー で は， 2007 年 4 月 か ら 2008 年 3 月 ま で の 聞 に以下の よ う な 行事等 に 関 わ っ た。
2007年度
4 月 9 日 (月 )
4 月 9 日 (月 )
4 月 9 日 (月 )
4 月 10 日 (火)
4 月 10 日 (火)
4 月 10 日 (火)
4 月 11 日 (水)
4 月 1 1 日 (水)
4 月 16 日 (月 )
4 月 18 日 (水)
5 月 12 日 (土)
5 月 23 日 (水)
5 月 28 日 (月 )
5 月 28 日 (月 )
6 月 1 日 (金)
7 月 13 日 (金)
7 月 23 日 (月 )
7 月 28 日 (土)
7 月 28 日 (土)
8 月 24 日 (金)
9 月 7 日 (金)
9 月 14 日 (金)
9 月 28 日 (金)
10月 10 日 (水)
10月 10 日 (水)
10月 1 1 日 (木)
10月 1 1 日 (木)
10月 1 1 日 (木)
10月 15 日 (月 )
10月 17 日 (水)
1 1月 8 日 (木)
11月 14 日 (水)
11月 23 日 (金)
11月 28 日 (水)
11月 30 日 (金)
12月 13 日 (木)
1 月 26 日 (土)
2 月 5 日 (火)
2 月 19 日 (火)
2 月 20 日 (水)
3 月 3 日 (月 )
第 16期 日 本語研修 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (文科省配置学生 を 対象)
総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ( 日 研生)
総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (短期)
第 16期 日 本語研修 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (学内公募の 受講生対象)
外国人留学生学部新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
学部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 参加 (新入生 に 対す る 留学生セ ン タ 一 概要説明)
第 16期 日 本語研修 コ ー ス 開講式
日 本語課外補講オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
新規来 日 留学生 (非正規生) の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
国 際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア説明会
13 日 ( 日 ) 平成19年度外国人留学生 (新入生) 合宿研修 (参加 1 人)
異文化交流パ ー テ ィ ー
平成19年度第 1 回留学生 セ ン タ ー 運営委員会
日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ第17回 ミ ー テ ィ ン グ
見学 ( 日 本語研修 コ ー ス フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ/短期留学生 ス タ デ ィ ト リ ッ プ)
見学 (短期留学生 ス タ デ ィ ト リ ッ プ)
平成19年度第 2 回留学生 セ ン タ ー運営委員会
ホ ー ム ビ ジ ッ ト
・ 29 日 ( 日 ) ホ ー ム ス テ イ
日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ第 18回 ミ ー テ ィ ン グ
第 16期 日 本語研修 コ ー ス ス ピ ー チ 発表会
第16期 日 本語研修 コ ー ス修了式
平成19年度第 l 回富 山 大学留学生教育指導連絡会議
総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ( 日 研生)
総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (短期)
第 17期 日 本語研修 コ ー ス 開講式
第17期 日 本語研修 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
日 本語課外補講オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
新規来 日 留学生 (非正規生) の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
国 際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア 説明会
平成19年度第 3 回留学生 セ ン タ ー 運営委員会
富 山 県留学生等交流推進会議 (参加 2 人)
第 8 回教育 ・ 研究 フ ォ ー ラ ム 開催
異文化交流パ ー テ ィ ー
見学 ( 日 本語研修 コ ー ス フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ/短期留学生 ス タ デ ィ ト リ ッ プ)
平成19年度第 4 回留学生 セ ン タ ー運営委員会
ホ ー ム ピ ジ ッ ト
平成19年度第 5 回留学生 セ ン タ ー運営委員会
第 17期 日 本語研修 コ ー ス ス ピ ー チ 発表会 切
平成19年度第 6 回留学生 セ ン タ ー運営委員会
第17期 日 本語研修 コ ー ス 修了 式
一 79 ー
平成 1 9 年度外国人留学生と地域との交流状況
NO 行事名 期 日 主催団体名 参加人数( 留学生 )
T H H バ ザ ー 4 月 2 1 日 (土) 富 山 ハ ン ド ・ イ ン ・ ハ ン ド 人70 
2 ラ イ ト レ ー ル に 乗 っ て 乗 っ て 4 月 29 日 (祝) 日 豪ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド協会 1 1  
3 ボ ー リ ン グ大会 5 月 13 日 ( 日 ) 富 山市民国際交流協会 6 
4 ウ エ ル ネ ス 公開講座講師 5 月 16 日 (水) 富 山 健康科学専門学校
5 花展 「 ヴ ェ τル」 に作品 7 月 1 日 ( 日 ) 草月 木陽会 6 
6 地 図 で歩 く 世界旅行 の 会講師 7 月 10 日 (火) 入善町 1 
7 民謡 と 踊 り 交流会 7 月 29 日 ( 日 ) 富 山市民国際交流協会 2 
8 地 図 で歩 く 世界旅行の 会講師 8 月 7 日 (火) 入善町 1 
9 地園 で歩 く 世界旅行の 会親睦 8 月 26 日 ( 日 ) 入善町 2 
10 「県政パ ス 教室 ・ 国 際交流」 9 月 8 日 (土) と や ま 国 際 セ ン タ ー 6 
1 1  地 図 で歩 く 世界旅行の 会講師 9 月 1 1 日 (火) 入善町
12 弾 き 語 り ミ ニ コ ン サ ー ト 9 月 29 日 (土) 富 山 市民国際交流協会 3 
13 ウ エ ル ネ ス 公開講座講師 10月 10 日 (水) 富山健康科学専門学校 1 
国 際交流 フ ェ ス テ ィ パル 10月 20 日 (土)14 ( 踊 り ・ 出庖な ど )
~ と や ま 国 際 セ ン タ ー 他 50 
10月 21 日 ( 日 )
15 交流 ま つ り 10月 28 日 ( 日 ) 附属小学校 ふ た ば会 1 1  
1 6  日 本 の 伝統文化体験 「座禅」 1 1月 4 日 ( 日 ) 富 山 市民 国際交流協会 5 
17 T H H バ ザ ー 11月 10 日 (土) 富 山 ハ ン ド ・ イ ン ・ ハ ン ド 70 
18 日 本の 伝統文化体験 「華道」 12月 2 日 ( 日 ) 富 山 市民国際交流協会 7 
19 地閣 で歩 く 世界旅行の 会忘年会 12月 2 日 ( 日 ) 入善町 2 
20 年忘れ パ ー テ ィ ー 12月 9 日 ( 日 ) 富 山 市民国際交流協会 5 
21  留学生 ホ ー ム ス テ ィ 年末か ら お正月 富 山 県婦期会 5 
22 2008 新春国際交流の つ ど い 1 月 12 日 (土) 富 山 市民国際交流協会 8 
23 日 本 の 伝統文化体験 「太極拳」 1 月 20 日 ( 日 ) 富 山市民国 際交流協会 l 
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5 . 留学生セ ン タ ー教員 ・ 担当業務
富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 2007 年度 に お い て ， セ ン タ ー 長以 下， 日 本語教育部 門 4 人， 留学生
指導部門 1 人の 専任教員 が， 次 の よ う な 業務 を行 っ た。
【留学生 セ ン タ ー 教員】
セ ン タ ー 長
副 セ ン タ ー 長
渡謹 信 (理学部併任)
加藤扶久美
日 本語教育部門 加藤扶久美 ( 日 本語 ・ 日 本事情担当)
深津の ぞ み (大学院入学前予備教育担当)
演 田 美和 ( 日 本語 ・ 日 本事情担 当)
留学生指導部門
後藤 寛樹 (大学院入学前予備教育担 当)
出 原 節子
【 コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー (2007 年度) 】
日 本語研修 コ ー ス 後藤 寛樹
日 本語課外補講 漬 田 美和
日 韓共 同理工系学部留学生 プ ロ グ ラ ム 深津の ぞ み
総合 日 本語 コ ー ス 漬 田 美和
短期留学生 加藤扶久美
教養教育 「 日 本語J r 日 本事情J 加藤扶久美
【授業担 当 (2007 年度) 】 ⑮ : 日 本語研修 コ ー ス ， ⑮ : 日 本語課外補講， ⑧ : 教養教育
目リ 学 期 後 学 期
⑮初級 「読解J (月 3 ) ， 中級 「読解J (月 4 ) ， ⑮ 初級 1 r読解J (月 3 ) ， 初級 2 r読解J (月
「特別指導J (金 3 ， 金 4 ) ， ⑮ ⑮ 初級 「文 4 ) ， 初級 1 r会話J (火 4 ) ， 初級 1 r文字 ・
加藤扶久美 法J (火 1 ， 火 2 ) ， ⑧ 外 国語科 目 「 日 本 漢字J (水 3 ) ， r特別指導J (金 3 ， 金 4 )
語 A1 (文系 ) J (火 3 ) ， 総合科 目 「 日 本 ⑮ ⑮初級 1 r文法J (火 1 ， 火 2 ) 
事情 IIJ (木 2 ) 
⑮ 「 日 本事情J (水 4 ， 水 5 ) ， ⑧外 国 語 ⑮ 「 日 本事情J (水 4 ， 水 5 ) ， ⑧総合科
出 原 節子 科 目 「 日 本語 A1 (理系 ) J (火 3 ) 日 「 日 本事情 IIIJ (木 5 )
※ 相談業務 の オ フ ィ ス ア ワ ー に つ い て は ， r留学生指導部門」 の 報告 (p. 74) を参照
⑮ 中級 「文法J (火 1 ， 火 2) ， 中級 「文字 ・ ⑮ 初級 2 r文法J (火 1 ， 火 2 ) ， 初級 2 I 
漢字J (水 3) ， 中級 「 コ ン ビ ュ ー タ J (木 「文字 ・ 漢字J (水 3 ) ， 初級 2 r コ ン ビ ュ ー l
深津の ぞ み 3) ， 中級 「聴解J (木 4 ) ， 1特別指導J (金 タ J (木 3 ) ， 初級 2 r聴解J (木 4 ) ， r特
3 ， 金 4 ) ， ⑧外国語科 目 「 日 本語 A1 (理 別指導J (金 3 ， 金 4 ) ， ⑧外国語科 目 「 日
系)J (金 2 ) 本語 A2 (理系)J (金 2 ) 
⑮ 中級 「 コ ン ビ ュ ー タ J (月 3 ) ， 初級 「 コ ⑮ 初級 2 r コ ン ビ ュ ー タ J (月 3 ) ， 初級
ン ビ ュ ー タ J (月 4 ) ， 初級 「会話J (火 4 ) . 1 r コ ン ビ ュ ー タ J (月 4 ) ， 1特別指導J (金
演 由 美和 初級 「文字 ・ 漢字J (水 3 ) ， 1特別指導J (金 3 ， 金 4 ) ， ⑮ 中級 「聴解J (月 3 ) ， 初級 「聴
3 ， 金 4 ) ， ⑮中級 「聴解J (月 3 ) ， 初級 「聴 解J (火 3 ) ， ⑧外国語科 目 「 日 本語 B4J (水
解J (火 3 ) 2 ) ， 総合科 目 「 日 本事情 IJ (火 5 )
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⑮ 初級 「聴解J (火 3 ) ， 中級 「会話J (火
4 ) ， 初級 「文法J (水 1 ， 水 2 ) ， 初級 「 コ
後藤 寛樹 ン ビ ュ ー タ J (木 4 ) ， í特別指導J (金 3 ，
金 4 ) ， ⑧ 外国語科 目 「 日 本語 Al (文系 ) J
(金 2 ) 
【学内委員等 (2007 年度) 】
教育 ・ 学生支援室留学支援委員会
教育 ・ 学生支援室留学生奨学金等選考 タ ス ク チ ー ム
環境推進員
教養教育外国語系第二分科会
セ ン タ ー 専任教員評価方法検討 ワ ー キ ン グ
「 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 概要」 作成
⑮ 初級 2 í文法J (月 1 ， 月 2 ) ， 初級 1 í聴
解J (火 3) ， 初級 2 í会話J (火 4 ) ， 初
級 1 í コ ン ピ ュ ー タ J ( 木 4 ) ， í特別 指
導J (金 3 ， 金 4 ) ， ⑧外 国 語科 目 「 日 本
語 A2 (文系) J (金 2 ) 
渡遺 信， 加藤扶久美
出 原 節子
演 田 美和
加藤扶久美
渡遺 信， 加藤扶久美
ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ 漬 由 美和
日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ 加藤扶久美， 深津の ぞ み
【 そ の 他業務分担 (2007 年度) 】
留学生セ ン タ 一 紀要
留学生 セ ン タ 一概要
留学生 セ ン タ ー ニ ュ ー ス
留学生 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ
日 本語研修 コ ー ス 報告書 「 ら い ち ょ う 』
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加藤扶久美
漬 田 美和
出 原 節子
後藤 寛樹
深津の ぞ み
資 料
資料 1 富山大学 に お ける年度別留学生数の推移
資料 2 富 山 大 学 在 籍 外 国 人 留 学 生 数
資料 3 富 山 大 学 留 学 生 セ ン タ 一 規 則
資料 4 富 山 大学留学生 セ ン タ ー 紀要投稿要項

.年度別留学生数の推移 Change by Year 
CNumber of International Students) 
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.外国人留学生受入状況 Number of International Students 5 月 1 日 現在
(人)
和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 平成平成 平成 平成平成平成 平成平成 平成平成平成 平成平成平成平成平成 平成成平 平成
56 57 58 59 60 61 62 63 7G 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1  12 13 14 15 16 17 18 19 
年度 主 主 年度 年度 主 主 年度 主 主 主 E 年度言 主 年度年度2 主 主 度年 主 主 主 度年 E 主
総 数 2 5 3 4 81 13 16 28 57 90 118 139 171 194 191 196 202 197 204 242 265 273 267 265 319 328 
国 費 。 1 。 。 。 2 3 3 5 61 12 16 23 27 29 31 35 40 48 44 33 35 30 32 51 58 
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大 学 院 。 。 。 l 4 4 5 5 81 19 20 31 43 52 64 68 81 96 88 101 103 104 99 105 166 176 
セ ンタ ー 。 6 3 。 5 3 2 1 1 1 
※ 富 山大学， 富 山医科薬科大学， 高岡短期大学は， 平成1 7年10月 l 日統合により富 山大学となりました。
昭和56年度か ら 平成1 7年度は旧富 山大学の データ です。
。。
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タ イ Thai 5人
エ ジ プ 卜 Egypt 5人
イ ン ド ネ シ ア Indonesia 7人
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ウ ズベキス タ ン Uzbekistan 1 人
力 メ ルー ン Cameroon 1 人
コ ン ゴ Congo 1 人
セ ネ ガル Senegal 1 人
台湾 Taiwan 1 人
パ ラ オ Palau 1 人
ハ ン ガ リ - Hungary 1 人
フ ィ リ ピ ン Phi l ippines
フ ィ ン ラ ン ド Finland 1 人
ミ ャ ン マ 一 Myanma 1 人
モザ ン ピー ク Mozambique 1 人
モル ド パ Moldova 1 人
富山大学留学生セ ン タ 一規則
(趣旨)
第 1 条 こ の 規則 は ， 国立大学法人富 山 大学学則第12 条第 2 項 の 規定 に 基づ き ， 富 山 大学留学生 セ ン
タ ー (以下 「セ ン タ ー 」 と い う 。 ) に 関 し ， 必要 な 事項 を定 め る 。
( 目 的)
第 2 条 セ ン タ ー は， 外国人留学生及 び海外留学を希望す る 富 山 大学 (以下 「本学」 と い う 。 ) の 学生
に 対 し ， 必要な 教育及 び指導助言等 を行 う こ と に よ り ， 本学 に お け る 国 際交流の 推進 に 寄与す る こ と
を 目 的 と す る 。
(業務)
第 3 条 セ ン タ ー は ， 次 に 掲 げ る 業務 を 行 う 。
( 1 ) 外国人留学生 に 対す る 日 本語 ・ 日 本事情教育
( 2 ) 外国人留学生 に 係 る 入学前 に お け る 予備教育 (以下 「予備教育」 と い う 。 )
( 3 ) 外国人留学生 に 対す る 修学上及 び生活上の 指導助言
( 4 ) 海外留学 を 希望す る 学生 に 対す る 修学上及 び生活上の 指導助言
( 5  ) 留学生教育 に 関す る 調査及 び研究
( 6 ) そ の 他セ ン タ ー の 目 的達成 に 必要な 事項
(職員)
第 4 条 セ ン タ ー に ， 次 に 掲 げ る 職員 を置 く 。
( 1 ) セ ン タ ー 長
( 2 ) 副 セ ン タ ー 長
( 3 ) 専任の 教員
( 4  ) そ の 他必要な 職員
(セ ン タ ー長)
第 5 条 セ ン タ ー長 は， セ ン タ ー の 業務を掌理す る 。
2 セ ン タ ー 長 の 任期 は ， 2 年 と し ， 再任を 妨 げ な い。
3 セ ン タ ー 長 の 選考 に つ い て は， 別 に 定 め る 。
(副セ ン タ ー 長)
第 6 条 副 セ ン タ ー 長 は ， セ ン タ ー長 を 補佐 し ， セ ン タ ー 業務を整理す る 。
2 副 セ ン タ ー 長 の 任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い。
3 副 セ ン タ ー 長 の 選考 に つ い て は， セ ン タ ー の 専任の 教員 の う ち か ら 第 8 条 に 定 め る 運営委員会の議
に 基づ き ， 学長が行 う 。
(専任 の 教員)
第 7 条 専任の 教員 は ， セ ン タ ー の 業務 に 従事す る 。
2 専任の 教員 の 選考 に つ い て は， 別 に 定 め る 。
(運営委員会)
第 8 条 セ ン タ ー に ， セ ン タ ー の 管理運営 に 関す る 重要事項を審議す る た め， 富 山 大学留学生 セ ン タ ー
運営委員会 (以下 「運営委員会」 と い う 己 ) を 置 く 。
(運営委員会 の 審議事項)
第 9 条 運営委員会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 事項を審議す る 。
( 1 ) 管理運営 の 基本方針 に 関す る こ と 。
( 2 ) 事業 の 計画及 び実施 に 関す る こ と 。
( 3 ) セ ン タ ー 長， 副 セ ン タ ー長及び専任 の 教員 の 人事 に 関す る こ と 。
( 4 ) 予算概算の 方針 に 関す る こ と 。
( 5 ) そ の 他 セ ン タ ー に 関 し 必要な 事項
(運営委員会 の 組織)
第10 条 運営委員 会 は， 次の 各号 に 掲 げ る 委員 を も っ て 組織す る 。
FD OO 
( 1 ) セ ン タ ー長
( 2  ) 学長が指名 し た副学長
( 3 ) セ ン タ ー の 専任 の 教員
( 4  ) 学部 (理学部， 医学部， 薬学部及 び工学部 を 除 く 。 ) 及 び研究部 の 各系 か ら 選 出 さ れ た 教授各
1 人
( 5  ) 学務部長
2 前項第 4 号 の 委員 の 任期 は， 2 年 と し ， 再任を妨 げ な L 、。 た だ し ， 欠員 が生 じ た 場合 の 後任 の 委員
の 任期 は， 前任者 の 残任期間 と す る 。
3 第 1 項第 3 号 の 委員 の う ち 教授を 除 く 専任の 教員 は ， 前条第 3 号 の 事項 の う ち 専任 の 教員 の 人事 に
関す る 事項 の 審議 に は 加 わ ら な い。
4 第 1 項第 5 号 の 委員 は ， 前条第 3 号 の 事項 の 審議 に は 加 わ ら な い。
(委員長)
第11 条 運営委員会 に 委員長 を置 き ， セ ン タ ー 長 を も っ て 充て る 。
2 委員長 は， 運営委員会を招集 し ， そ の 議長 と な る 。
3 委員長 に 事故が あ る と き は， あ ら か じ め委員長が指名 す る 委員 が， そ の 職務を 代行す る 。
(運営委員会の 議事)
第12 条 運営委員 会 は ， 構成員 の 半数以上が 出 席 し な け れ ば開会で き な い。 議事 は， 出 席者の 過半数
を も っ て 決す る 。 た だ し ， 可否 同数の と き は， 議長が こ れ を 決す る 。
2 前項の 規定 に か か わ ら ず， 第 9 条第 3 号 の 事項を 審議す る 会議は， 構成員 の 3 分の 2 以上が出席 し
な け れ ば 開会で き な し 、。 議事 は， 出席者の 3 分 の 2 以上を も っ て 決す る 。
(意見の 聴取)
第13 条 運営委員会が必要 と 認め た と き は， 委員以外の者の 出 席 を 求 め て 意見 を 聴 く こ と がで き る 。
(専門委員会)
第 14 条 運営委員会 に ， 専門的事項 を 担 当 す る た め， 必要 に 応 じ て 専門委員会を 置 く こ と が で き る 。
2 専門委員会 に 関 し必要な 事項 は， 運営委員会の議を経て， セ ン タ ー 長が別 に 定 め る 。
( 日 本語研修 コ ー ス )
第15 条 セ ン タ ー に ， 予備教育を行 う た め， 日 本語研修 コ ー ス を 置 く 。
2 日 本語研修 コ ー ス に 関 し ，必要な 事項 は ， 別 に 定 め る 。
(雑則)
第 16 条 こ の 規則 に 定 め る も の の ほ か， セ ン タ ー の 運営 に 関 し 必要な 事項 は ， 運営委員会 の議を経て ，
セ ン タ ー長が定め る 。
(事務)
第17 条 セ ン タ ー の 事務 は ， 学務部学生支援 グル ー プ に お い て 処理す る 。
附 則
1 こ の 規則 は ， 平成17 年10 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 こ の 規則 の 施行後， 最初 に 任命 さ れ る 副 セ ン タ ー 長 は ， こ の 規則 の施行 日 の 前 日 に お い て 富 山 大学
留学生 セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長 で あ っ た 者を こ の 規則 に よ り 選考 さ れ た も の と み な し ， 任期 は 第 6 条第
2 項 の 規定 に か か わ ら ず， 平成19 年 3 月 31 日 ま で と す る 。
3 こ の 規則 の 施行後， 最初 に 選 出 さ れ る 第 10条第 l 項第 4 号 に 規定す る 委員 の 任期 は， 第四 条第 2
項の規定に か か わ ら ず， 平成19 年 3 月 31 日 ま で と す る 。
附 則
l こ の 規則 は ， 平成18 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 こ の 規則施行 日 の 前 日 に お い て ， 理学部， 医学部， 薬学部及 び工学部か ら 選出 さ れ た 者 に つ い て は，
第10条第 1 項第 4 号 の 研究部 の 各系 か ら 選 出 さ れ た者 と み な す。 た だ し ， 任期 は 同条第 2 項の規定に
関 わ ら ず， 平成19 年 3 月 31 日 ま で と す る 。
附 則
1 こ の 規則 は， 平成20 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
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富山大学留学生セ ン タ 一紀要投稿要項
l 目 的
富 山 大学留学生 セ ン タ ー (以下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ) は ， 日 本語 ・ 日 本事情教育， 異文化教育，
留学生教育， 国 際交流等 に か か る 理論的 ・ 実践的研究 に 関す る 論文， 研究資料等 を発表す る た め ， 富
山 大学留学生セ ン タ 一紀要 (以下 「 セ ン タ 一 紀要」 と い う 。 ) を発行す る 。
2 執筆者 の 資格
(1) セ ン タ ー の 専任教員及 び非常勤講師 各学部の留学生専門教育教官 と す る 。
(2) 編集委員会が特 に認 め た者
3 原稿の 内容
(1) 投稿原稿 は， 未発表の も の と す る 。
(2) 原稿 の 種 目 は， 論文， 研究 ノ ー ト (特定の 主題 に 対す る 研究上及 び教育上 の 提言， 史 ・ 資料 の
紹介及 び考察， 又 は 萌芽的研究 を 記 し た も の を 指す。 ) ， 研究資料 (実践記録 ・ 調査結果， 既成の
知見の確認等研究上報告す る 価値の あ る も の を指す。 )， 実践 ・ 調査報告， 書評の いずれ か と す る 。
4 原稿の 長 さ
原稿 の 長 さ は， 1 篇 に つ き ， 図 ・ 表 ・ 写真等を含め， 原則 と し て 刷 り 上が り 20ペー ジ 以 内 と す る 。
5 原稿の 体裁
富 山 大学留学生セ ン タ 一 紀要執筆要領 (以下 「執筆要領」 と L サ 。 ) に 従 っ て ， 記述す る 。
6 編集委員会
セ ン タ 一紀要編集の た め， セ ン タ ー 長を委員長 と し た編集委員会を置 く 。
7 投稿手続 き
(1) 投稿 カ ー ド に 所定の 事項 を 記入の う え ， 原稿 と と も に セ ン タ ー長 に 提 出 し ， 原稿受領書 を 受 け
取 る 。
(2) 提出 さ れ た年月 日 を も っ て ， 受付年月 日 と す る 。
(3) 原稿提出締切 日 は， 別途定め る 。
8 原稿の採否
論文等の 採否 は ， 本要項及 び執筆要領 に 基づ い て ， 編集委員会が決定す る 。
9 発行回数
原則 と し て ， 年 l 固 と す る 。
10 そ の他
別刷希望者 は ， 実費負担 と す る 。
付記
本要項の実施 は ， セ ン タ 一紀要第 l 号の執筆時か ら 適用 す る 。
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